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文学部改組概要

・グローバル化が急速に進み、新たな価値の創造への期待が高まる現代にあって、人類社会の持続的発展を実現
するため、国立大学の教育と研究はこれまでにない重要な役割を担っており、その際、特に人文社会科学の教
育・研究の高度化と人材の育成は、人類の未来のあり方を考究するうえで欠くことのできない国立大学の主要
な機能となっている。

社会背景

・近年、少子高齢化と人口減少が急激に進み、特に18歳人口の減少が顕著であり、本学においても文系学部を中
心に志願倍率の低下が年々進んでいる状況である。また、現行の４学科10コース22教育研究領域の体制では、
入学前に学科（詳細の専門領域）を決定する必要があり、学生視点に立ったコース選択が可能な状況とはなっ
ていない。

→志望時点で所属学科を決めることなく、1年次に文学部を構成する学問分野を広く学んだうえで、希望の
コースを選択することができる体制として1学科制へ移行したい。

本学文学部の現状

人文・社会科学諸分野を横断する包括的・総合的な教育・研究を展開し、人文・社会科学の学問を通して、他者と共有、共感しあい、社会や心の豊かさを探求するこ
とを目的とし、現行の４学科から１学科への改組を行い、文学部に「人文科学科」を設置する。

【組織名称】文学部人文科学科

【設置時期】令和８年４月

【入学定員】１６０名

【学 位】学士（文学）

【卒業要件単位数】124単位
（教養教育33単位以上、専門教育84単位以上)

【入学者選抜】一般選抜（前期日程）115名

一般選抜（後期日程） 20名

学校推薦型選抜 25名

総合型選抜（私費外国人留学生対象）

若干名

設置概要

志望時点で所属学科を決めることなく、1年次に文

学部を構成する学問分野を広く学んだうえで、希望

のコースを選択することができる

従来からの学問体系を継承するコースを設け、専門

性を深めていくことができる

幅広く豊かな教養と人文・社会科学に関する確かな

専門的知識を有し、社会に貢献できる人材を育成

特 徴

改組後のコース体系

Point 1

Point 2

Point 3
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ディプロマ・
ポリシー

人文科学科人間科学コースは、人間や人間関係についての知見を持ち、目先の利害にとらわれず、教養ある批判的判断のできる人材の育成を目標とすると
ともに、それぞれの履修モデルの特性を活かして、論理的判断力（哲学）や実証的判断力（心理学）を養い、問題解決への柔軟で大胆な発想をすることがで
き、状況に応じた行動がとれる人材の育成を目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、
所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・人間科学（哲学・心理学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。
・論理的思考、実験による分析、学外での調査や実習などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。
・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することがで

きる。

文学部人文科学科 人間科学コース：３つのポリシーの関係性

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

学
修
成
果

豊かな教養

・文化や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っ
ている。

確かな専門性

・人間科学（哲学・心理学）の基本的理論・概念について説明する
ことができる。
・人間科学（哲学・心理学）における研究手法を使用することがで
きる。
・人間科学（哲学・心理学）の最新動向について様々な情報源から
自律的に学ぶことができる。

創造的な知性

・人間科学（哲学・心理学）に関する知見を用いて、現実の課題を
見出し、解決方法を提案することができる。

社会的な実践力

・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討す
ることができる。

グローバルな視野

・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を
持ち、広い視野から物事を理解できる。
・外国語の文献を読解することができる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。

汎用的な知力

・相手に分かりやすく、相手の関心を惹きつける話し方で、情報や
意見を伝えることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成す
ることができる。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・ 社会のあり 方、 歴史社会のあり 方、 人間の言
語・ 文化のあり 方を論理的に分析でき る人材を養成するため
に、 各コ ースの学問体系を基盤と し た教育課程を編成。 １ 年
次には、 幅広い知識や多様な考え方・ アプローチ・ 方法を獲
得・ 理解するための教養教育科目なら びに文学部で開講する
各学問領域の基礎的専門科目を全て履修でき るよう にし 、 ２
年次に全てのコ ースから 配属先を 選択でき るよう に配置。
３ ・ ４ 年次には、 高度な専門的授業科目を 置き 、 将来の進路
に即し た科目履修を保証するよう に編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

人間科学（哲学・心理学）の学問体系を基盤として教育課程を編成。

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次には人
間科学（哲学・心理学）の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成
型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を
保証するよう編成。

設置等の趣旨（資料）－4

資料2



ディプロマ・
ポリシー

人文科学科社会人間学コースは、「社会的存在としての人間」という認識から出発し、人間と人間を取り巻く社会的現象にかかわる人材の育成を目標とし
ます。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付け
た者に学士（文学）の学位を授与します。

・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。
・論理的思考や学外での調査などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。
・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することがで

きる。

文学部人文科学科 社会人間学コース：３つのポリシーの関係性

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

学
修
成
果

豊かな教養

・文化や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っ
ている。

確かな専門性

・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の基本的理論・概念
について説明することができる。
・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）における研究手法を
使用することができる。
・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の最新動向について
様々な情報源から自律的に学ぶことができる。

創造的な知性

・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）に関する知見を用い
て、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。

社会的な実践力

・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討す
ることができる。
・社会に参加し、他者との対話や協力をつうじて課題解決に貢献
することができる。

グローバルな視野

・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を
持ち、広い視野から物事を理解できる。
・外国語の文献を読解することができる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。

汎用的な知力

・相手に分かりやすく、相手の関心を惹きつける話し方で、情報や
意見を伝えることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成す
ることができる。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・ 社会のあり 方、 歴史社会のあり 方、 人間の言
語・ 文化のあり 方を論理的に分析でき る人材を養成するため
に、 各コ ースの学問体系を基盤と し た教育課程を編成。 １ 年
次には、 幅広い知識や多様な考え方・ アプローチ・ 方法を獲
得・ 理解するための教養教育科目なら びに文学部で開講する
各学問領域の基礎的専門科目を全て履修でき るよう にし 、 ２
年次に全てのコ ースから 配属先を 選択でき るよう に配置。
３ ・ ４ 年次には、 高度な専門的授業科目を 置き 、 将来の進路
に即し た科目履修を保証するよう に編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の学問体系を基盤として教
育課程を編成。

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

３・４年次には社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の専門的な
授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就
職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成。
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ディプロマ・
ポリシー

人文科学科地域科学コースは、「地域社会の生活主体としての人間」という観点から、人間とその地域的環境（社会文化的・自然的環境）について多面
的・有機的に理解を深め、現代の地域社会が抱える諸問題の解決に実践的に取り組む人材の育成を目標とします。このことを踏まえ、本学が定める学修成果
を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。
・論理的思考、実験による分析、学外での調査や実習などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。
・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することがで

きる。

文学部人文科学科 地域科学コース：３つのポリシーの関係性

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・ 社会のあり 方、 歴史社会のあり 方、 人間の言
語・ 文化のあり 方を論理的に分析でき る人材を養成するため
に、 各コ ースの学問体系を基盤と し た教育課程を編成。 １ 年
次には、 幅広い知識や多様な考え方・ アプローチ・ 方法を獲
得・ 理解するための教養教育科目なら びに文学部で開講する
各学問領域の基礎的専門科目を全て履修でき るよう にし 、 ２
年次に全てのコ ースから 配属先を 選択でき るよう に配置。
３ ・ ４ 年次には、 高度な専門的授業科目を 置き 、 将来の進路
に即し た科目履修を保証するよう に編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の学問体系を基盤として教育
課程を編成

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

３・４年次には地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の専門的な授
業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就職
あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成。

学
修
成
果

豊かな教養

・文化や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っ
ている。

確かな専門性

・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の基本的理論・概念に
ついて説明することができる。
・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）における研究手法を使
用することができる。
・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の最新動向について
様々な情報源から自律的に学ぶことができる。

創造的な知性

・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）における知見を用いて、
現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。

社会的な実践力

・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討す
ることができる。
・社会に参加し意欲的に適応でき、公共心を持って行動できる。

グローバルな視野

・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を
持ち、広い視野から物事を理解できる。
・外国語の文献を読解することができる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。

汎用的な知力

・相手を理解し、相手に分かりやすく、相手の関心を惹き付ける話
し方で、情報や意見を伝えて、よい対人関係を作ることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成す
ることができる。
・常に向上心を持って自己開発能力、キャリア開発能力を発揮す
ることができる。

設置等の趣旨（資料）－6



ディプロマ・
ポリシー

人文科学科歴史資料学コースは、文献史料や考古資料を的確な手法・技術で調査・分析する作業を通じて過去の歴史を読み解き、さらに人間や社会につい
て真摯に考察するとともに、現代を含めた時代の本質を正しく理解したうえで現代社会の諸問題に対応し、発言できる人材の育成を目指しています。このこ
とを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士
（文学）の学位を授与します。

・日本史学・考古学に関する専門的な知識や理論、技術を駆使して、主体的に史資料を調査・収集し、的確に分析・論述することができる。
・歴史学全般の知識や思考方法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する諸問題に対して、発言や議論、解決方法の提示を行うことができる。
・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することができる。

文学部人文科学科 歴史資料学コース：３つのポリシーの関係性

学
修
成
果

豊かな教養

・歴史や文化・社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解
を持っている。

確かな専門性

・歴史学の基本的理論・概念について理解し、説明することができ
る。
・日本史学・考古学の専門的な知識や理論、概念について理解し、
説明することができる。
・日本史学については古文書・古記録を整理・読解・分析する専門
的な能力を持つことができる。
・考古学については遺跡・遺構・遺物を調査・整理・分析する専門
的な能力を持つことができる。
・日本史学・考古学研究に必要な最新動向や情報を、主体的に調
査・収集ができる。
・日本史学・考古学に関連した専門性の高い学術論文を読解する
ことができる。
・日本史学・考古学に関する確かな専門性に基づき、柔軟な発想
と論理的思考、説得力のある表現を用いて学術的文章を作成する
ことができる。

創造的な知性

・歴史学全般及び日本史学・考古学の知識や思考方法を参照しつ
つ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する諸問題に対して、発
言や議論、解決方法を提案することができる。

社会的な実践力

・柔軟かつ論理的な思考力を基盤に、過去の社会との比較を通じ
て、現代社会を批判的に検証し、相対化することができる。
・文化財の保護・活用及び博物館活動に寄与することができる。

グローバルな視野

・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を
持ち、広い視野から物事を理解できる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。

汎用的な知力

・相手にわかりやすく、相手の関心を引きつけるような話し方で、
意見や情報を伝え、他者と議論やコミュニケーションをすることが
できる。
・豊かな表現力と明解な論理・構成力を用いて、説得力のある明
晰な文章を作成することができる。
・共通の課題に対してチームで取り組み、共同作業、議論によって、
問題解決を図ることができる。

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・ 社会のあり 方、 歴史社会のあり 方、 人間の言
語・ 文化のあり 方を論理的に分析でき る人材を養成するため
に、 各コ ースの学問体系を基盤と し た教育課程を編成。 １ 年
次には、 幅広い知識や多様な考え方・ アプローチ・ 方法を獲
得・ 理解するための教養教育科目なら びに文学部で開講する
各学問領域の基礎的専門科目を全て履修でき るよう にし 、 ２
年次に全てのコ ースから 配属先を 選択でき るよう に配置。
３ ・ ４ 年次には、 高度な専門的授業科目を 置き 、 将来の進路
に即し た科目履修を保証するよう に編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目）・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

日本史学・考古学の学問体系を基盤として教育課程を編成。

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次にはよ
り高度な専門的な授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即し
た科目履修を保証するよう編成。

設置等の趣旨（資料）－7



ディプロマ・
ポリシー

人文科学科超域歴史学コースは、史料の総合的分析力に依拠した論理的実証力を基礎に、アジアと欧米の歴史展開や社会思想を地域横断的かつ総合的に分
析・討論することを通じて、異なる社会や文化に対する理解を深め、広い視野と柔軟な思考力をもって現代社会の諸問題に対応し、発言できる人材の育成を
目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力
を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・アジア史学・西洋史学・近現代社会思想史学に関する専門的な知識や理論、外国語（欧米諸語、漢文、中国語等）運用能力を駆使して、主体的に史料を
調査・収集し、的確に分析・論述することができる。

・歴史学全般の知識や思考方法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する諸問題に対して、発言や議論、解決方法の提示を行うことができる。
・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することができる。

文学部人文科学科 超域歴史学コース：３つのポリシーの関係性

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

学
修
成
果

豊かな教養

・歴史や文化・社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解
を持っている。

確かな専門性

・歴史学（アジア史・西洋史・近現代社会思想史）の基本的理論・
概念について理解し、説明することができる。
・歴史学の専門的な知識や理論、概念について理解し、説明する
ことができる。
・歴史学における研究手法を使用することができる。
・歴史学研究に必要な最新動向や情報を、主体的に調査・収集が
できる。
・歴史学に関連した抽象度の高い学術論文を読解することができ
る。
・歴史学研究に必要な外国語文献（英語、漢籍、中国語等）を読解
できる。

創造的な知性

・歴史学（アジア史・西洋史・近現代社会思想史）の知識や思考方
法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する諸問題
に対して、発言や議論、解決方法を提案することができる。

社会的な実践力

・柔軟かつ論理的な思考力を基盤に、過去の社会との比較を通じ
て、現代社会を批判的に検証し、相対化することができる。
・市民社会の一員として、人権問題や社会的マイノリティにかかる
問題に理解と関心を持つことができる。

グローバルな視野

・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を
持ち、広い視野から物事を理解できる。
・外国語の文献を読解することができる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。

汎用的な知力

・相手にわかりやすく、相手の関心を引きつけるような話し方で、
意見や情報を伝え、相手と議論やコミュニケーションをすることが
できる。
・豊かな表現力と明解な論理・構成力を用いて、説得力のある明
晰な文章を作成することができる。
・共通の課題に対してチームで取り組み、共同作業（議論）によっ
て、問題解決を図ることができる。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、人間の言語・文化のあ
り方を論理的に分析できる人材を養成するために、各コースの学問体系
を基盤とした教育課程を編成。１年次には、幅広い知識や多様な考え
方・アプローチ・方法を獲得・理解するための教養教育科目ならびに文
学部で開講する各学問領域の基礎的専門科目を全て履修できるようにし、
２年次に全てのコースから配属先を選択できるように配置。３・４年次
には、高度な専門的授業科目を置き、将来の進路に即した科目履修を保
証するように編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目）・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

アジア史学・西洋史学・近現代社会思想史学の学問体系を基盤として教
育課程を編成。

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次にはよ
り高度な専門的な授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即し
た科目履修を保証するよう編成。

設置等の趣旨（資料）－8



ディプロマ・
ポリシー

人文科学科東アジア言語文化学コースは、東アジアの伝統文化や現代的課題に対して幅広い目配りの出来る豊かな専門的知識と理解力を修得し、東アジア
の言語や文学、文化に関して新たな課題を発見、解決し、その成果を的確に表現できる能力を獲得することを目指しています。このことを踏まえ、本学が定
める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与し
ます。

・東アジアの言語や文学、文化の基本的概念・理論について説明できる。
・東アジアの言語や文学、文化に関する知見を用いて、今日的課題を見出し、解決法を提案できる。
・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。

文学部人文科学科 東アジア言語文化学コース：３つのポリシーの関係性

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・ 社会のあり 方、 歴史社会のあり 方、 人間の言
語・ 文化のあり 方を論理的に分析でき る人材を養成するため
に、 各コ ースの学問体系を基盤と し た教育課程を編成。 １ 年
次には、 幅広い知識や多様な考え方・ アプローチ・ 方法を獲
得・ 理解するための教養教育科目なら びに文学部で開講する
各学問領域の基礎的専門科目を全て履修でき るよう にし 、 ２
年次に全てのコ ースから 配属先を 選択でき るよう に配置。
３ ・ ４ 年次には、 高度な専門的授業科目を 置き 、 将来の進路
に即し た科目履修を保証するよう に編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目）・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

日本語日本文学及び中国語中国文学の学問体系を基盤として教育課程を
編成。

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

３・４年次には日本語日本文学及び中国語中国文学の専門的な授業科目
と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を配置し、専門職への就職ある
いは進学に即した科目履修を保証するよう編成。

学
修
成
果

豊かな教養

・文化や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っ
ている。

確かな専門性

・東アジアの言語や文学、文化の基本的理論・概念について説明
することができる。
・東アジアの言語や文学、文化における研究手法を使用すること
ができる。
・東アジアの言語や文学、文化の最新動向について様々な情報源
から自律的に学ぶことができる。

創造的な知性

・東アジアの言語や文学、文化に関する知見を用いて、現実の課
題を見出し、解決方法を提案することができる。

社会的な実践力

・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討す
ることができる。

グローバルな視野

・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を
持ち、広い視野から物事を理解できる。
・外国語の文献を読解することができる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。

汎用的な知力

・相手に分かりやすく、相手の関心を惹きつける話し方で、情報や
意見を伝えることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成す
ることができる。

設置等の趣旨（資料）－9



ディプロマ・
ポリシー

人文科学科欧米言語文化学コースは、英語、独語、仏語の実践的な運用能力を高めるとともに、各言語圏の言語、文学、文化、社会についての知見を幅広
く獲得し、自国の文化や制度に対する相対的な視点を持ち、英語、独語、仏語やそれらの言語による文学、文化に関して新たな課題を発見、解決し、その成
果を的確に表現できる能力を獲得することを目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、
所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・欧米の言語や文学、文化の基本的概念・理論について説明できる。
・欧米の言語や文学、文化に関する知見を用いて、今日的課題を見出し、解決法を提案できる。
・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。

文学部人文科学科 欧米言語文化学コース：３つのポリシーの関係性

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・ 社会のあり 方、 歴史社会のあり 方、 人間の言
語・ 文化のあり 方を論理的に分析でき る人材を 養成する ため
に、 各コ ースの学問体系を 基盤と し た教育課程を編成。 １ 年
次には、 幅広い知識や多様な考え方・ アプローチ・ 方法を獲
得・ 理解するための教養教育科目なら びに文学部で開講する
各学問領域の基礎的専門科目を全て履修でき る よう にし 、 ２
年次に全てのコ ースから 配属先を選択でき るよ う に配置。
３ ・ ４ 年次には、 高度な専門的授業科目を置き 、 将来の進路
に即し た科目履修を保証するよう に編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目）・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

欧米言語文学（英語英米文学・独語独文学・仏語仏文学）の学問体系を
基盤として教育課程を編成。

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

３・４年次には欧米言語文学（英語英米文学・独語独文学・仏語仏文
学）の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を配置
し、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成。

学
修
成
果

豊かな教養

・文化や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っ
ている。

確かな専門性

・欧米の言語や文学、文化の基本的理論・概念について説明する
ことができる。
・欧米の言語や文学、文化における研究手法を使用することがで
きる。
・欧米の言語や文学、文化の最新動向について様々な情報源から
自律的に学ぶことができる。

創造的な知性

・欧米の言語や文学、文化に関する知見を用いて、現実の課題を
見出し、解決方法を提案することができる。

社会的な実践力

・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討す
ることができる。

グローバルな視野

・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を
持ち、広い視野から物事を理解できる。
・外国語の文献を読解することができる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。

汎用的な知力

・相手に分かりやすく、相手の関心を惹きつける話し方で、情報や
意見を伝えることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成す
ることができる。

設置等の趣旨（資料）－10



ディプロマ・
ポリシー

人文科学科多言語文化学コースは、異文化接触がもたらす文化変容、もしくは人類の言語文化及びその精華である文学作品の諸相に関して、その相互作用
を複眼的・国際的に考察する視野を持ち、比較文学、国際文化学の視座から新たな課題を発見、解決し、その成果を的確に表現できる能力を獲得することを
目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力
を身に付けた者に学位（文学）を授与します。

・比較文学・比較文化、国際文化学の基本的概念・理論について説明できる。
・比較文学・比較文化、国際文化学に関する知見を用いて、今日的課題を発見し、解決法を提案できる。
・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。

文学部人文科学科 多言語文化学コース：３つのポリシーの関係性

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

学
修
成
果

豊かな教養

・文化や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っ
ている。

確かな専門性

・比較文学・比較文化、国際文化学の基本的理論・概念について
説明することができる。
・比較文学・比較文化、国際文化学における研究手法を使用する
ことができる。
・文学・文化の最新動向について様々な情報源から自律的に学ぶ
ことができる。

創造的な知性

・比較文学・比較文化、国際文化学を応用して、現実の課題を見
出し、解決方法を提案することができる。

社会的な実践力

・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討す
ることができる。
・社会に参加し意欲的に適応でき、公共心をもって行動できる。

グローバルな視野

・異文化理解や国際交流に関心を持ち、広い視野から物事を理解
できる。
・複数の外国語の文献を読解することができる。
・外国語による基本的な対話や簡単なプレゼンテーションを行うこ
とができる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。

汎用的な知力

・相手を理解し、相手に分かりやすく、相手の関心を惹き付ける話
し方で、情報や意見を伝えて、よい対人関係を作ることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成す
ることができる。
・常に向上心を持って自己開発能力、キャリア開発能力を発揮す
ることができる。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・ 社会のあり 方、 歴史社会のあり 方、 人間の言
語・ 文化のあり 方を論理的に分析でき る人材を養成するため
に、 各コ ースの学問体系を基盤と し た教育課程を編成。 １ 年
次には、 幅広い知識や多様な考え方・ アプローチ・ 方法を獲
得・ 理解するための教養教育科目なら びに文学部で開講する
各学問領域の基礎的専門科目を全て履修でき るよう にし 、 ２
年次に全てのコ ースから 配属先を 選択でき るよう に配置。
３ ・ ４ 年次には、 高度な専門的授業科目を 置き 、 将来の進路
に即し た科目履修を保証するよう に編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目）・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

比較文学及び国際文化学の学問体系を基盤として教育課程を編成。

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

３、４年次には比較文学、もしくは国際文化学の専門的な授業科目と卒
業論文に至る課題達成型の授業科目を配置し、専門職への就職あるいは
進学に即した科目履修を保証するよう編成。

設置等の趣旨（資料）－11



ディプロマ・
ポリシー

人文科学科現代文化資源学コースは、有形・無形のさまざまな文化資源を収集・整理・分析する能力、外国語運用能力、メディア運用能力を養成すること
で、文化資源の持つ多面的な価値を理解し、次世代が活用しうる資源として発信できる能力を高め、価値の多様化が進む現代社会において新たな価値を創造
できる人材の育成を目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以
下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・地域固有の文化を記録することについて深い関心を持ち、記録のもつ価値についてわかりやすく説明できる。
・異文化交流・国際交流に関心を持ち、文化的背景の異なる人に対して、自分の知っている文化について伝えることができる。
・情報メディアを通じて、画像・動画や音声を含む文化に関するさまざまな資料を活用しやすい形で発信できる。

文学部人文科学科 現代文化資源学コース：３つのポリシーの関係性

アドミッション・ポリシー

文学部人文科学科では次のような人
を求めます。

1. これまでに幅広く学習に取り組み、本学部
の授業を受けることができる学力を有する
人。

2. 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、
人間の言語・文化のあり方、現代社会の
課題解決に関心が高い人。

3. 専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した
知識・能力を将来の進路に活かそうとする
意欲が高い人。

学
修
成
果

豊かな教養

・人や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持って
いる。

確かな専門性

・現代文化資源学の基本的理論・概念を説明できる。
・現代文化資源学における研究手法を使用することができる。
・現代文化資源学の最新動向について自律的に学ぶことができる。
・現代文化資源に関連する身近な問題に関心を持ち、課題を抽出
し、具体的な解決法を提案できる。
・地域固有の文化について関心を持ち、資料を収集し、適切な方
法で整理して記録することができる。
・地域固有の文化の特徴をより広い視点から説明することができ
る。
・文化についての資料を収集する目的をわかりやすく説明した上で、
協力者を探し、フィールドワーク調査を実施することができる。

創造的な知性

・固有の文化を尊重するだけでなく、次の世代が活用しうる文化資
源として捉え直すことができる。

社会的な実践力

・地域固有の文化の現状とその地域の事情を把握した上で、地域
固有の文化を将来どのように活用できるかをわかりやすく提案す
ることができる。
・多様な価値の存在を認識し、価値観の違いが生み出す問題をど
のように回避できるかを提案することができる。

グローバルな視野

・地域固有の文化がどのように資源として活用されているかという
観点から、諸外国の事情に関心を持ち、情報を収集することがで
きる。
・日本の地域固有の文化について、文化的背景の異なる人々がど
のような関心を持っているかに注意を払い、適切に情報を発信す
ることができる。

情報通信技術の活用力

・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニ
ケーションを行うことができる。
・デジタルアーカイブの概念について理解し、さまざまなデジタル
アーカイブを活用できる。
・デジタルアーカイブの仕組みについて理解し、目的に応じたデジ
タルアーカイブを立案できる。

汎用的な知力

・ロジカルシンキング、クリティカルシンキングができる。
・向上心を常に持ち、自発的に自らの能力及びキャリアの開発が
できる。

カリキュラム・ポリシー

現代の人間・ 社会のあり 方、 歴史社会のあり 方、 人間の言
語・ 文化のあり 方を論理的に分析でき る人材を養成するため
に、 各コ ースの学問体系を基盤と し た教育課程を編成。 １ 年
次には、 幅広い知識や多様な考え方・ アプローチ・ 方法を獲
得・ 理解するための教養教育科目なら びに文学部で開講する
各学問領域の基礎的専門科目を全て履修でき るよう にし 、 ２
年次に全てのコ ースから 配属先を 選択でき るよう に配置。
３ ・ ４ 年次には、 高度な専門的授業科目を 置き 、 将来の進路
に即し た科目履修を保証するよう に編成。

体系性（教養教育科目・コース共通）

多様で俯瞰的な視野・視点で物事を理解し考える素養や力を養うととも
にグローバル社会、情報社会を生き抜くための能力を身につけることを
目的として編成。

体系性（専門教育科目（専門基礎科目）・コース共通）

１年次には、人文・社会科学の基礎的な知識を幅広く学ぶ概論や概説、
入門の授業科目に加え、パラグラフ・ライティングと呼ばれる汎用的な
文章や学術的な文章の作成技能を育成する「文章作成演習」を配置。２
年次には、将来のキャリアについて考えを深め、自身のキャリアを設計
できることを目的とした「キャリア支援」など、専門分野以外にも視野
を広げる科目を配置。

体系性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

現代文化資源学の学問体系を基盤として教育課程を編成。

段階性（専門教育科目（専門科目［基盤科目］［展開科目］））

基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよ
う編成。

個別化（進路への対応）

３・４年次には現代文化資源学の専門的な授業科目と卒業論文に至る課
題達成型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目
履修を保証するよう編成。

設置等の趣旨（資料）－12



文学部 人文科学科 人間科学コース カリキュラムツリー
人間科学コース ディプロマポリシー：
人文科学科人間科学コースは、人間や人間関係についての知見を持ち、目先の利害にとらわれず、教養ある批判的判断のできる人材の育成を目標とするとともに、それぞれの履修モデルの特性を活かして、論理的判断力（哲学）や実証

的判断力（心理学）を養い、問題解決への柔軟で大胆な発想をすることができ、状況に応じた行動がとれる人材の育成を目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位
を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・人間科学（哲学・心理学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。
・論理的思考、実験による分析、学外での調査や実習などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。
・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することができる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

人間科学コース カリキュラムポリシー
①教育課程編成の方針
体系性：人間科学（哲学・心理学）の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次には人間科学（哲学・心理学）の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・文化や社会、自然や生命
に関する高い関心と一般的
理解を持っている。

・人間科学（哲学・心理学）の基本的理
論・概念について説明することができる。
・人間科学（哲学・心理学）における研究
手法を使用することができる。
・人間科学（哲学・心理学）の最新動向に
ついて様々な情報源から自律的に学ぶこ
とができる。

・人間科学（哲学・心理学）
に関する知見を用いて、現
実の課題を見出し、解決方
法を提案することができる。

・柔軟に発想し、かつ物事を
論理的に筋道立てて批判的
に検討することができる。

・異なる社会や文化、異文化交
流や国際交流に関心と深い理解
を持ち、広い視野から物事を理
解できる。
・外国語の文献を読解することが
できる。

・インターネットを活用して情
報の収集や的確な分析及
びコミュニケーションを行う
ことができる。

・相手に分かりやすく、相手の関
心を惹きつける話し方で、情報や
意見を伝えることができる。

・明晰な理論の筋道と説得力の
ある表現を用いて、文章を作成す
ることができる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

哲学概論Ⅰ 等

文章作成演習

専門科目（ 基盤科目）

論理学 等

人間科学基礎演習

心理学研究法 等

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

神経・ 生理心理学 等

課題研究Ⅱ

心理学実験Ⅰ 等

哲学特殊講義Ａ 等

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

心理学概論 等

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目

公
認
心
理
師
資
格
科
目

哲学演習IIＡ 等

1

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

設置等の趣旨（資料）－13
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文学部 人文科学科 社会人間学コース カリキュラムツリー
社会人間学コース ディプロマポリシー：
人文科学科社会人間学コースは、「社会的存在としての人間」という認識から出発し、人間と人間を取り巻く社会的現象にかかわる人材の育成を目標とします。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課

程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。
・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。
・論理的思考や学外での調査などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。
・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することができる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

社会人間学コース カリキュラムポリシー：
①教育課程編成の方針
体系性：社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：３・４年次には社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポート試験、演習や実習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・文化や社会、自然や生命に
関する高い関心と一般的理
解を持っている。

・異なる社会や文化、異文化交
流や国際交流に関心と深い理
解を持ち、広い視野から物事を
理解できる。
・外国語の文献を読解すること
ができる。

・インターネットを活用して情
報の収集や的確な分析及び
コミュニケーションを行うこと
ができる。

・相手に分かりやすく、相手の
関心を惹きつける話し方で、情
報や意見を伝えることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力
のある表現を用いて、文章を作
成することができる。

・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）
の基本的理論・概念について説明することが
できる。
・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）
における研究手法を使用することができる。
・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）
の最新動向について様々な情報源から自律
的に学ぶことができる。

・社会人間学（倫理学・社会
学・文化人類学）に関する知
見を用いて、現実の課題を
見出し、解決方法を提案する
ことができる。

・柔軟に発想し、かつ物事を論
理的に筋道立てて批判的に検
討することができる。
・社会に参加し、他者との対話
や協力をつうじて課題解決に
貢献することができる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

倫理学概論 等文章作成演習

専門科目（ 基盤科目）

社会調査法概説 社会人間学演習

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

倫理学演習Ａ －Ⅰ 等

社会学演習Ａ －Ⅰ 等

文化人類学演習Ⅰ 等

課題研究Ⅱ
社会調査実習Ⅰ 等

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

社会学概論 等 文化人類学概論 等

社会人間学特殊講義Ａ －Ⅰ 等

2

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目
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文学部 人文科学科 地域科学コース カリキュラムツリー
地域科学コース ディプロマポリシー：
人文科学科地域科学コースは、「地域社会の生活主体としての人間」という観点から、人間とその地域的環境（社会文化的・自然的環境）について多面的・有機的に理解を深め、現代の地域社会が抱える諸問題の解決に実践的に取り組む

人材の育成を目標とします。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。
・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。
・論理的思考、実験による分析、学外での調査や実習などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。
・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することができる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

地域科学コース カリキュラムポリシー：
①教育課程編成の方針
体系性：地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：３・４年次には地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・文化や社会、自然や生命に
関する高い関心と一般的理
解を持っている。

・異なる社会や文化、異文化交
流や国際交流に関心と深い理
解を持ち、広い視野から物事
を理解できる。
・外国語の文献を読解すること
ができる。

・インターネットを活用して情
報の収集や的確な分析及び
コミュニケーションを行うこと
ができる。

・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）
の基本的理論・概念について説明すること
ができる。
・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）
における研究手法を使用することができる。
・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）
の最新動向について様々な情報源から自
律的に学ぶことができる。

・地域科学（地域社会学・民俗
学・地理学）における知見を用
いて、現実の課題を見出し、解
決方法を提案することができ
る。

・柔軟に発想し、かつ物事を論
理的に筋道立てて批判的に検
討することができる。
・社会に参加し意欲的に適応で
き、公共心を持って行動できる。

・相手を理解し、相手に分かりやすく、相
手の関心を惹き付ける話し方で、情報や
意見を伝えて、よい対人関係を作ること
ができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を
用いて、文章を作成することができる。
・常に向上心を持って自己開発能力、キャ
リア開発能力を発揮することができる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

地域社会学概論Ⅰ文章作成演習

専門科目（ 基盤科目）

社会調査法概説 地理調査法概説
地域社会学概論Ⅱ 民俗学概論Ⅱ 等
人文地理学 自然地理学Ⅰ

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

課題研究Ⅱ
社会調査実習Ａ １ ・ Ａ ２

社会調査実習Ｂ １ ・ Ｂ ２

地理調査実習１ ・ ２

地域科学演習Ａ １ ・ Ａ ２

地域科学演習Ｂ １ ・ Ｂ ２

地域科学演習Ｃ １ ～Ｃ ４

地域科学特殊講義Ａ １ ・ Ａ ２

地域科学特殊講義Ｂ １ ～Ｂ ４

地域科学特殊講義Ｃ １ ・ Ｃ ２

地域科学応用演習

自然地理学Ⅱ 等

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

民俗学概論Ⅰ 地理学概論 等 3

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目
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文学部 人文科学科 歴史資料学コース カリキュラムツリー
歴史資料学コース ディプロマポリシー：
人文科学科歴史資料学コースは、文献史料や考古資料を的確な手法・技術で調査・分析する作業を通じて過去の歴史を読み解き、さらに人間や社会について真摯に考察するとともに、現代を含めた時代の本質を正しく理解したうえで現代

社会の諸問題に対応し、発言できる人材の育成を目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学
位を授与します。

・日本史学・考古学に関する専門的な知識や理論、技術を駆使して、主体的に史資料を調査・収集し、的確に分析・論述することができる。
・歴史学全般の知識や思考方法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する諸問題に対して、発言や議論、解決方法の提示を行うことができる。
・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することができる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

歴史資料学コース カリキュラムポリシー：
①教育課程編成の方針
体系性：日本史学・考古学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次にはより高度な専門的な授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・歴史や文化・社会、自然や生
命に関する高い関心と一般的
理解を持っている。

・歴史学の基本的理論・概念について理解し、説明することができる。
・日本史学・考古学の専門的な知識や理論、概念について理解し、説明
することができる。
・日本史学については古文書・古記録を整理・読解・分析する専門的な能
力を持つことができる。
・考古学については遺跡・遺構・遺物を調査・整理・分析する専門的な能
力を持つことができる。
・日本史学・考古学研究に必要な最新動向や情報を、主体的に調査・収
集ができる。
・日本史学・考古学に関連した専門性の高い学術論文を読解することが
できる。
・日本史学・考古学に関する確かな専門性に基づき、柔軟な発想と論理
的思考、説得力のある表現を用いて学術的文章を作成することができる。

・歴史学全般及び日本史学・考古
学の知識や思考方法を参照しつ
つ、自ら課題を発見し、現代社会
が直面する諸問題に対して、発言
や議論、解決方法を提案すること
ができる。

・柔軟かつ論理的な思考力を基盤に、
過去の社会との比較を通じて、現代
社会を批判的に検証し、相対化する
ことができる。
・文化財の保護・活用及び博物館活
動に寄与することができる。

・異なる社会や文化、異文化交
流や国際交流に関心と深い理
解を持ち、広い視野から物事を
理解できる。

・インターネットを活用して
情報の収集や的確な分析
及びコミュニケーションを行
うことができる。

・相手にわかりやすく、相手の関心を引きつける
ような話し方で、意見や情報を伝え、他者と議論
やコミュニケーションをすることができる。
・豊かな表現力と明解な論理・構成力を用いて、説
得力のある明晰な文章を作成することができる。
・共通の課題に対してチームで取り組み、共同作
業、議論によって、問題解決を図ることができる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

史学概論 等

文章作成演習

専門科目（ 基盤科目）

日本史概説Ⅱ 等

博物館概論 等

考古学概説Ⅱ 等

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

課題研究Ⅱ

歴史資料学演習Ｂ －Ⅰ 等

歴史資料学演習Ａ －Ⅰ 等

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

アジア史概説Ⅰ 等 4

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目

設置等の趣旨（資料）－16



文学部 人文科学科 超域歴史学コース カリキュラムツリー
超域歴史学コース ディプロマポリシー：
人文科学科超域歴史学コースは、史料の総合的分析力に依拠した論理的実証力を基礎に、アジアと欧米の歴史展開や社会思想を地域横断的かつ総合的に分析・討論することを通じて、異なる社会や文化に対する理解を深め、広い視野

と柔軟な思考力をもって現代社会の諸問題に対応し、発言できる人材の育成を目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に
付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・アジア史学・西洋史学・近現代社会思想史学に関する専門的な知識や理論、外国語（欧米諸語、漢文、中国語等）運用能力を駆使して、主体的に史料を調査・収集し、的確に分析・論述することができる。
・歴史学全般の知識や思考方法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する諸問題に対して、発言や議論、解決方法の提示を行うことができる。
・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察することができる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

超域歴史学コース カリキュラムポリシー：
①教育課程編成の方針
体系性：アジア史学・西洋史学・近現代社会思想史学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次にはより高度な専門的な授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・歴史や文化・社会、自然や生
命に関する高い関心と一般的
理解を持っている。

・歴史学（アジア史・西洋史・近現代社会思想史）の基本的理
論・概念について理解し、説明することができる。
・歴史学の専門的な知識や理論、概念について理解し、説明す
ることができる。
・歴史学における研究手法を使用することができる。
・歴史学研究に必要な最新動向や情報を、主体的に調査・収
集ができる。
・歴史学に関連した抽象度の高い学術論文を読解することがで
きる。
・歴史学研究に必要な外国語文献（英語、漢籍、中国語等）を
読解できる。

・異なる社会や文化、異文化交流や
国際交流に関心と深い理解を持ち、
広い視野から物事を理解できる。
・外国語の文献を読解することがで
きる。

・相手にわかりやすく、相手の関心を引きつけるよ
うな話し方で、意見や情報を伝え、相手と議論やコ
ミュニケーションをすることができる。
・豊かな表現力と明解な論理・構成力を用いて、説
得力のある明晰な文章を作成することができる。
・共通の課題に対してチームで取り組み、共同作
業（議論）によって、問題解決を図ることができる。

・歴史学（アジア史・西洋史・近現
代社会思想史）の知識や思考方法
を参照しつつ、自ら課題を発見し、
現代社会が直面する諸問題に対し
て、発言や議論、解決方法を提案
することができる。

・柔軟かつ論理的な思考力を基盤に、
過去の社会との比較を通じて、現代社
会を批判的に検証し、相対化することが
できる。
・市民社会の一員として、人権問題や社
会的マイノリティにかかる問題に理解と
関心を持つことができる。

・インターネットを活用して情
報の収集や的確な分析及び
コミュニケーションを行うことが
できる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

文章作成演習

専門科目（ 基盤科目）

西洋史概説Ⅱ 等アジア史概説Ⅱ 等

文化史概説Ⅱ 等

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

超域歴史学演習Ｅ －Ⅰ 等

課題研究Ⅱ

超域歴史学演習Ｄ －Ⅰ 等

超域歴史学演習Ｃ －Ⅰ 等

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

史学概論 等 日本史概説Ⅰ 等 5

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目

設置等の趣旨（資料）－17



文学部 人文科学科 東アジア言語文化学コース カリキュラムツリー
東アジア言語文化学コース ディプロマポリシー：
人文科学科東アジア言語文化学コースは、東アジアの伝統文化や現代的課題に対して幅広い目配りの出来る豊かな専門的知識と理解力を修得し、東アジアの言語や文学、文化に関して新たな課題を発見、解決し、その成果を的確に表

現できる能力を獲得することを目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。
・東アジアの言語や文学、文化の基本的概念・理論について説明できる。
・東アジアの言語や文学、文化に関する知見を用いて、今日的課題を見出し、解決法を提案できる。
・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

東アジア言語文化学コース カリキュラムポリシー：
①教育課程編成の方針
体系性：日本語日本文学及び中国語中国文学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：３・４年次には日本語日本文学及び中国語中国文学の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を配置し、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・文化や社会、自然や生命
に関する高い関心と一般的
理解を持っている。

・東アジアの言語や文学、文化の基本的
理論・概念について説明することができる。
・東アジアの言語や文学、文化における研
究手法を使用することができる。
・東アジアの言語や文学、文化の最新動
向について様々な情報源から自律的に学
ぶことができる。

・東アジアの言語や文学、文
化に関する知見を用いて、現
実の課題を見出し、解決方
法を提案することができる。

・柔軟に発想し、かつ物事を
論理的に筋道立てて批判的
に検討することができる。

・異なる社会や文化、異文化交
流や国際交流に関心と深い理
解を持ち、広い視野から物事を
理解できる。
・外国語の文献を読解すること
ができる。

・インターネットを活用して情
報の収集や的確な分析及び
コミュニケーションを行うこと
ができる。

・相手に分かりやすく、相手の関
心を惹きつける話し方で、情報や
意見を伝えることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のあ
る表現を用いて、文章を作成する
ことができる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

日本語日本文学入門 中国語圏文化論 等

文章作成演習

専門科目（ 基盤科目）

日本語学概論Ⅰ 等

中国文学史Ⅰ

中国語会話 等

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

課題研究Ⅱ

中国語中国文学演習Ａ １

日本語学基礎演習Ⅰ

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

日本文学演習Ⅱ

日本文学特殊講義Ⅲ 等

中国語中国文学特殊講義Ⅰ 等

6

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目

設置等の趣旨（資料）－18



文学部 人文科学科 欧米言語文化学コース カリキュラムツリー
欧米言語文化学コース ディプロマポリシー：
人文科学科欧米言語文化学コースは、英語、独語、仏語の実践的な運用能力を高めるとともに、各言語圏の言語、文学、文化、社会についての知見を幅広く獲得し、自国の文化や制度に対する相対的な視点を持ち、英語、独語、仏語やそ

れらの言語による文学、文化に関して新たな課題を発見、解決し、その成果を的確に表現できる能力を獲得することを目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を
修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・欧米の言語や文学、文化の基本的概念・理論について説明できる。
・欧米の言語や文学、文化に関する知見を用いて、今日的課題を見出し、解決法を提案できる。
・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

欧米言語文化学コース カリキュラムポリシー：
①教育課程編成の方針
体系性：欧米言語文学（英語英米文学・独語独文学・仏語仏文学）の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：３・４年次には欧米言語文学（英語英米文学・独語独文学・仏語仏文学）の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を配置し、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・文化や社会、自然や生命
に関する高い関心と一般的
理解を持っている。

・欧米の言語や文学、文化に関す
る知見を用いて、現実の課題を見
出し、解決方法を提案することが
できる。

・異なる社会や文化、異文化交
流や国際交流に関心と深い理
解を持ち、広い視野から物事を
理解できる。
・外国語の文献を読解すること
ができる。

・インターネットを活用して情
報の収集や的確な分析及び
コミュニケーションを行うこと
ができる。

・相手に分かりやすく、相手の関
心を惹きつける話し方で、情報や
意見を伝えることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のあ
る表現を用いて、文章を作成する
ことができる。

・欧米の言語や文学、文化の基本的理論・概
念について説明することができる。
・欧米の言語や文学、文化における研究手
法を使用することができる。
・欧米の言語や文学、文化の最新動向につ
いて様々な情報源から自律的に学ぶことが
できる。

・柔軟に発想し、かつ物事を
論理的に筋道立てて批判的
に検討することができる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

ド イ ツ語圏・ フ ラ ンス語圏文化論 等

文章作成演習

専門科目（ 基盤科目）

仏文学史 等

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

課題研究Ⅱ

独語独文学演習Ａ １ 等

英語学演習Ａ 等

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

英文学史Ⅰ 等

仏語仏文学演習Ａ １ 等

英語圏文化論

独語学概論 等

7

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目
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文学部 人文科学科 多言語文化学コース カリキュラムツリー
多言語文化学コース ディプロマポリシー：
人文科学科多言語文化学コースは、異文化接触がもたらす文化変容、もしくは人類の言語文化及びその精華である文学作品の諸相に関して、その相互作用を複眼的・国際的に考察する視野を持ち、比較文学、国際文化学の視座から新

たな課題を発見、解決し、その成果を的確に表現できる能力を獲得することを目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付
けた者に学位（文学）を授与します。

・比較文学・比較文化、国際文化学の基本的概念・理論について説明できる。
・比較文学・比較文化、国際文化学に関する知見を用いて、今日的課題を発見し、解決法を提案できる。
・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

多言語文化学コース カリキュラムポリシー：
①教育課程編成の方針
体系性：比較文学及び国際文化学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：３、４年次には比較文学、もしくは国際文化学の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を配置し、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・文化や社会、自然や生命
に関する高い関心と一般的
理解を持っている。

・比較文学・比較文化、国際
文化学を応用して、現実の
課題を見出し、解決方法を提
案することができる。

・インターネットを活用して情
報の収集や的確な分析及び
コミュニケーションを行うこと
ができる。

・相手を理解し、相手に分かりやすく、相手
の関心を惹き付ける話し方で、情報や意見
を伝えて、よい対人関係を作ることができる。
・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を
用いて、文章を作成することができる。
・常に向上心を持って自己開発能力、キャリ
ア開発能力を発揮することができる。

・比較文学・比較文化、国際文化学の基
本的理論・概念について説明することがで
きる。
・比較文学・比較文化、国際文化学におけ
る研究手法を使用することができる。
・文学・文化の最新動向について様々な
情報源から自律的に学ぶことができる。

・柔軟に発想し、かつ物事を論
理的に筋道立てて批判的に検
討することができる。
・社会に参加し意欲的に適応で
き、公共心をもって行動できる。

・異文化理解や国際交流に関心を持ち、
広い視野から物事を理解できる。
・複数の外国語の文献を読解すること
ができる。
・外国語による基本的な対話や簡単な
プレゼンテーションを行うことができる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

文章作成演習

専門科目（ 基盤科目）

比較文学概論Ⅰ 等

国際文化学概論 等

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

課題研究Ⅱ

世界文学論

比較文学演習Ⅰ

比較文学特殊講義Ⅰ 等

国際文化学演習Ⅰ

国際文化学特殊講義Ⅰ等

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

比較文学・ 国際文化学入門 等 8

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目
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文学部 人文科学科 現代文化資源学コース カリキュラムツリー
現代文化資源学コース ディプロマポリシー：
人文科学科現代文化資源学コースは、有形・無形のさまざまな文化資源を収集・整理・分析する能力、外国語運用能力、メディア運用能力を養成することで、文化資源の持つ多面的な価値を理解し、次世代が活用しうる資源として発信でき

る能力を高め、価値の多様化が進む現代社会において新たな価値を創造できる人材の育成を目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資
質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。

・地域固有の文化を記録することについて深い関心を持ち、記録のもつ価値についてわかりやすく説明できる。
・異文化交流・国際交流に関心を持ち、文化的背景の異なる人に対して、自分の知っている文化について伝えることができる。
・情報メディアを通じて、画像・動画や音声を含む文化に関するさまざまな資料を活用しやすい形で発信できる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

現代文化資源学コース カリキュラムポリシー：
①教育課程編成の方針
体系性：現代文化資源学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。
段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。
個別化（進路への対応）：３・４年次には現代文化資源学の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。
②教育課程における教育・学習方法に関する方針

授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かりとなることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。
③学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。
学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

・人や社会、自然や生命に関
する高い関心と一般的理解
を持っている。

・固有の文化を尊重するだけ
でなく、次の世代が活用しう
る文化資源として捉え直すこ
とができる。

・インターネットを活用して情報の収集や的確
な分析及びコミュニケーションを行うことがで
きる。
・デジタルアーカイブの概念について理解し、
さまざまなデジタルアーカイブを活用できる。
・デジタルアーカイブの仕組みについて理解
し、目的に応じたデジタルアーカイブを立案
できる。

・ロジカルシンキング、クリティ
カルシンキングができる。
・向上心を常に持ち、自発的に
自らの能力及びキャリアの開
発ができる。

・現代文化資源学の基本的理論・概念を説明できる。
・現代文化資源学における研究手法を使用することができる。
・現代文化資源学の最新動向について自律的に学ぶことができる。
・現代文化資源に関連する身近な問題に関心を持ち、課題を抽出し、
具体的な解決法を提案できる。
・地域固有の文化について関心を持ち、資料を収集し、適切な方
法で整理して記録することができる。
・地域固有の文化の特徴をより広い視点から説明することができる。
・文化についての資料を収集する目的をわかりやすく説明した上で、
協力者を探し、フィールドワーク調査を実施することができる。

・地域固有の文化の現状とその地域
の事情を把握した上で、地域固有の
文化を将来どのように活用できるかを
わかりやすく提案することができる。
・多様な価値の存在を認識し、価値観
の違いが生み出す問題をどのように
回避できるかを提案することができる。

・地域固有の文化がどのように資源として活
用されているかという観点から、諸外国の事
情に関心を持ち、情報を収集することができ
る。
・日本の地域固有の文化について、文化的
背景の異なる人々がどのような関心を持っ
ているかに注意を払い、適切に情報を発信
することができる。

教養教育科目

リ ベラ ルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

基礎科目

キャ リ ア科目

開放科目

選
択
科
目

文
学
部
の
専
門
教
育
科
目

他
学
部
の
専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

文章作成演習 現代文化資源学入門 等

専門科目（ 基盤科目）

Ⅰ・ Ⅱ メ ディ ア論
現代文化資源学概論Ⅰ・ Ⅱ
現代文化資源学実習Ａ ・ B 等

専門科目
（ 展開科目）

課題研究Ⅰ

課題研究Ⅱ

卒業論文

課題研究Ⅲ

専門科目（ 展開科目）

現代芸術文化論Ａ -１ 等

現代芸術文化論Ｂ -１ 等

現代芸術文化論Ｃ -１ 等

現代芸術文化論Ｄ -１ 等

9

専門基礎科目

キャ リ ア支援

ギリ シア語 等

資格科目

教
員
免
許
科
目

学
芸
員
資
格
科
目

社
会
調
査
士
資
格
科
目
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人間科学コース・哲学履修モデル 

 
科  目  区  分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備  考 

専  

門  

教  

育 

 

 

 

 

 

 
専門基礎科目（14） 

必 修 科 目 文章作成演習  （1 年）  ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
84～91 

※ 

単位互換に 

より、 他の大 

学又は短期大 

学において修 

得した単位を 

含むことがで 

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
選 択 科 目 

○哲学概論Ⅰ         （1 年）   ２ 

心理学概論          （1 年） 

倫理学概論          （1 年） 

社会学概論          （1 年） 

文化人類学概論       （1年） 
地域社会学概論Ⅰ       （1 年） 

民俗学概論Ⅰ         （1 年） 

地理学概論          （1 年） 

 

 

   

 ４ 

史学概論             （1 年） 

日本史概説Ⅰ          （1 年） 

考古学概説Ⅰ          （1 年） 

アジア史概説Ⅰ         （1 年） 

西洋史概説Ⅰ          （1 年） 

文化史概説Ⅰ          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 (1 年) 

比較文学・国際文化学入門     （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                  （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                  （2 年） 

 

 

 

 

 

 
６ 

専  

門  

科  

目 

 

 

 

 
基盤科目（10） 

必 修 科 目 人間科学基礎演習            （2 年） 

  

２ 

 
 

 

選 択 科 目 

○哲学概論ⅡＡ                 （2 年） 

○哲学概論ⅡＢ                （2 年） 

○論理学                       （2 年） 

２ 

２ 

２ 

哲学演習ⅠＡ１            （2 年） 

哲学演習ⅠＡ２        （2年） 

哲学演習ⅠＡ３        （2年） 

哲学演習ⅠＢ１        （2 年） 

哲学演習ⅠＢ２        （2 年） 

哲学演習ⅠＢ３           （2 年） 

 

   

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
展開科目（30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
必 修 科 目 

課題研究Ⅰ                     （3 年） 

課題研究Ⅱ                     （3 年） 

課題研究Ⅲ                     （4 年） 

卒業論文                       （4 年） 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ８ 

 

 

 

 

 

 

 

選 択 科 目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

哲学特殊講義Ａ             （2 年/3 年） 

哲学特殊講義Ｂ       （2 年/3 年） 

哲学特殊講義Ｃ            （2 年/3 年） 

哲学特殊講義Ｄ            （2 年/3 年） 

哲学特殊講義Ｅ            （2 年/3 年） 

哲学特殊講義Ｆ            （2 年/3 年） 

哲学特殊講義Ｇ            （2 年/3 年） 

 

 

 

４ 

哲学演習ⅡＡ１                 （3 年） 

哲学演習ⅡＡ２                 （3 年） 

哲学演習ⅡＡ３                 （3 年） 

哲学演習ⅡＢ１                 （3 年） 

哲学演習ⅡＢ２                 （3 年） 

哲学演習ⅡＢ３                 （3 年） 

哲学演習ⅡＣ１                 （3 年） 

哲学演習ⅡＣ２                 （3 年） 

哲学演習ⅡＣ３                 （3 年） 

 

 

 

 

８ 

次頁へ続く 
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展開科目（30） 

 

 

 

 

選 択 科 目 

哲学演習ⅡＤ１                 （3 年） 

哲学演習ⅡＤ２                 （3 年） 

哲学演習ⅡＤ３                  （3 年） 

神経・生理心理学           （2 年） 

心理学特殊講義Ａ     （2年/3年） 

心理学特殊講義Ｂ     （2年/3年） 

心理学特殊講義Ｃ          （2 年/3 年） 

人間科学上級演習Ａ１         （4 年） 

人間科学上級演習Ａ２        （4 年） 

人間科学上級演習Ｂ３        （4 年） 

人間科学上級演習Ｂ４        （4 年） 

 

 

 

４ 

 

 
自由選択科目（30～

37） 

※ 

教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。）及

び公認心理師資格科目（一部を除く。） を除く専門教育の科

目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 

   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

                

設置等の趣旨（資料）－23



 

人間科学コース・心理学履修モデル 

 
科  目  区  分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備  考 

専  

門  

教  

育 

 

 

 

 

 

 
専門基礎科目（14） 

必 修 科 目 文章作成演習  （1 年） ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
84～91 

※ 

単位互換に 

より、 他の大 

学又は短期大 

学において修 

得した単位を 

含むことがで 

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
選 択 科 目 

○心理学概論         （1 年）    ２ 

哲学概論Ⅰ           （1 年） 

倫理学概論           （1 年） 

社会学概論           （1 年） 

文化人類学概論        （1年） 
地域社会学概論Ⅰ        （1 年） 

民俗学概論Ⅰ          （1 年） 

地理学概論           （1 年） 

 

 

 

 ４ 

史学概論               （1 年） 

日本史概説Ⅰ           （1年） 

考古学概説Ⅰ           （1年） 

アジア史概説Ⅰ          （1年） 

西洋史概説Ⅰ           （1年） 

文化史概説Ⅰ           （1年） 

日本語日本文学入門        （1年） 

中国語圏文化論          （1年） 

英語圏文化論           （1年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 (1 年) 

比較文学・国際文化学入門     （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                  （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                  （2 年） 

 

 

 

 

 
６ 

専  

門  
科 

目 

 

 
基盤科目（10） 

必 修 科 目 人間科学基礎演習              （2 年） 

 

２ 

  

選 択 科 目 

○知覚・認知心理学            （2 年） 

○心理学研究法                （2 年） 

○心理学統計法                 （2 年） 

○心理学演習Ⅰ                （2 年） 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 
展開科目（30） 

 
必 修 科 目 

課題研究Ⅰ                     （3 年） 

課題研究Ⅱ                     （3 年） 

課題研究Ⅲ                     （4 年） 

卒業論文                       （4 年） 

２ 

２ 

２ 

８ 

 

 

 

 

選 択 科 目 

○神経・生理心理学              （2 年） 

○心理学実験Ⅰ                  （3 年） 

○心理学実験Ⅱ                  （3 年） 

２ 

２ 

２ 

心理学演習ⅡＡ－１        （3 年）

心理学演習ⅡＡ－２        （3 年） 

心理学演習ⅡＡ－３        （3 年） 

心理学演習ⅡＡ－４        （3 年） 

心理学演習ⅡＢ－１         （3 年） 

心理学演習ⅡＢ－２        （3 年） 

心理学演習ⅡＢ－３        （3 年） 

心理学演習ⅡＢ－４        （3 年） 

心理学演習ⅡＣ－１        （3 年） 

 

 

 

 

１０ 

 

 
自由選択科目（30～

37） 

※ 

教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。）

及び公認心理師資格科目（一部を除く。） を除く専門教育の科

目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 

   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－24



  

社会人間学コース・倫理学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

必   修   科   目 文章作成演習  （1年） ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

選 択 科 目 

○倫理学概論             （1年）  ２ 
哲学概論Ⅰ             （1 年） 

心理学概論             （1 年） 

社会学概論                    （1 年） 

文化人類学概論       （1 年） 
地域社会学概論Ⅰ        （1 年） 

民俗学概論Ⅰ         （1 年） 

地理学概論          （1年） 

 
 
 
 ４ 

史学概論               （1 年） 
日本史概説Ⅰ          （1 年） 

考古学概説Ⅰ          （1 年） 

アジア史概説Ⅰ         （1 年） 

西洋史概説Ⅰ          （1 年） 

文化史概説Ⅰ          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 (1 年) 

比較文学・国際文化学入門    （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                                         （2 年） 
ギリシア語Ｂ                                         （2 年） 
キャリア支援                                          （2 年） 

 
 
 
 
 

６ 

専 
門 

科 

目 

 
 
基盤科目（14） 

必   修   科   目 社会調査法概説                                   （2 年） 
社会人間学演習                                     （2 年） 
 

２ 
２ 

 

 

 

 

選 択 科 目 

社会人間学特殊講義Ａ－Ⅰ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅱ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅲ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅳ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅴ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅵ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅶ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅷ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅸ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅰ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅱ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅲ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅳ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅴ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅵ    （2年） 
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展開科目（28） 

 

 

 

 

 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                                             （3 年） 
課題研究Ⅱ                                             （3 年） 
課題研究Ⅲ                                             （4 年） 
卒業論文                                                  （4 年） 

２ 
２ 
２ 
８ 

 
 
 
 
選 択 科 目 

 

 

 

倫理学演習Ａ-Ⅰ        （3年） 
倫理学演習Ａ-Ⅱ         （3 年） 
倫理学演習Ｂ-Ⅰ        （3年） 
倫理学演習Ｂ-Ⅱ        （3年） 
倫理学応用演習Ａ-Ⅰ      （3年） 
倫理学応用演習Ａ-Ⅱ      （3年） 
倫理学応用演習Ｂ-Ⅰ      （3年） 
倫理学応用演習Ｂ-Ⅱ      （3年） 

 
 
 

 

 ８ 

次頁へ続く 
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展開科目（28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選 択 科 目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会調査実習Ⅰ                              （3 年） 
社会調査実習Ⅱ             （3 年） 
社会学演習Ａ-Ⅰ            （3 年） 
社会学演習Ａ-Ⅱ            （3 年） 
社会学演習Ａ-Ⅲ             （3年） 
社会学演習Ａ-Ⅳ        （3年） 
社会学演習Ｂ-Ⅰ         （3 年） 
社会学演習Ｂ-Ⅱ                （3 年） 
社会学演習Ｂ-Ⅲ                （3 年） 
社会学演習Ｂ-Ⅳ                （3 年） 
社会学演習Ｃ-Ⅰ                 （3 年） 
社会学演習Ｃ-Ⅱ                （3 年） 
社会学演習Ｃ-Ⅲ                （3 年） 
社会学演習Ｃ-Ⅳ                                （3 年） 
現代社会分析演習           （3 年） 
文化人類学演習Ⅰ           （3 年） 
文化人類学演習Ⅱ        （3年） 
文化人類学演習Ⅲ        （3年） 
文化人類学演習Ⅳ        （3年） 
文化人類学応用演習Ⅰ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅱ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅲ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅳ      （3年） 
社会人間学応用演習Ａ-Ⅰ      （4 年） 
社会人間学応用演習Ａ-Ⅱ      （4 年） 
社会人間学応用演習Ｂ       （4年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ６ 

 

 
自由自由選択科目

（28～35） 

※  

教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。）

及び公認心理師資格科目（一部を除く。） を除く専門教育の科

目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 

   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－26



  

社会人間学コース・社会学履修モデル 
 

科  目  区  分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備  考 

専  

門  

教  

育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
専門基礎科目（14） 

必   修   科  

目 

文章作成演習  （1年）

 

２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
84～91 

※ 

単 位 互 換 に 

より、 他の大 

学 又 は 短 期 大 

学 に お い て 修 

得した単位を 

含むことがで 

きる。 

 

 
社会学履修 モデ

ル履修者 は、地

域 社 会  学概論

Ⅰ・Ⅱ を履修す

るこ とが望まし

い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

○社会学概論           （1 年）  ２ 
哲学概論Ⅰ           （1 年） 

心理学概論           （1 年） 

倫理学概論          （1 年） 
文化人類学概論         （1 年） 
地域社会学概論Ⅰ        （1年） 
民俗学概論Ⅰ          （1年） 
地理学概論           （1年） 

 
 
 
 ４ 

史学概論               （1 年） 
日本史概説Ⅰ          （1 年） 

考古学概説Ⅰ          （1 年） 

アジア史概説Ⅰ         （1 年） 

西洋史概説Ⅰ          （1 年） 

文化史概説Ⅰ          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 (1 年) 

比較文学・国際文化学入門    （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                                          （2 年） 
ギリシア語Ｂ                                          （2 年） 
キャリア支援                                          （2 年） 

 
 
 
 
 
 

６ 

専  
門  

科  

目 

 

 

 

 

 

 

 
基盤科目（14） 

必   修   科  
社会調査法概説                                     （2 年） 
社会人間学演習                 （2 年） 
 

２ 
２ 

 

 

 

選 択 科 目 

社会人間学特殊講義Ａ－Ⅰ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅱ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅲ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅳ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅴ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅵ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅶ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅷ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅸ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅰ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅱ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅲ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅳ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅴ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅵ    （2年） 
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展開科目（28） 

 

 

必 修 科 目 

課題研究Ⅰ                                              （3 年） 
課題研究Ⅱ                                           （3 年） 
課題研究Ⅲ                                              （4 年） 
卒業論文                                                  （4 年） 

 ２ 
２ 
２ 
８ 

次頁へ続く 
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展開科目（28） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

社会学演習Ａ-Ⅰ          （3 年） 

社会学演習Ａ-Ⅱ         （3 年） 

社会学演習Ａ-Ⅲ          （4 年） 

社会学演習Ａ-Ⅳ         （4 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅰ         （3 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅱ                （3 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅲ                （4 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅳ                （4 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅰ                 （3 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅱ                （3 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅲ                （4 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅳ                     （4年） 
 

 
 
 
 
 

８ 

社会調査実習Ⅰ                          （3年） 
社会調査実習Ⅱ          （3年） 
倫理学演習Ａ-Ⅰ        （3年） 
倫理学演習Ａ-Ⅱ         （3 年） 
倫理学演習Ｂ-Ⅰ        （3年） 
倫理学演習Ｂ-Ⅱ        （3年） 
倫理学応用演習Ａ-Ⅰ      （3年） 
倫理学応用演習Ａ-Ⅱ      （3年） 
倫理学応用演習Ｂ-Ⅰ      （3年） 
倫理学応用演習Ｂ-Ⅱ      （3年）

現代社会分析演習                              （3 年） 
文化人類学演習Ⅰ        （3年） 
文化人類学演習Ⅱ        （3年） 
文化人類学演習Ⅲ        （3年） 
文化人類学演習Ⅳ        （3年） 
文化人類学応用演習Ⅰ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅱ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅲ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅳ                         （3年） 
社会人間学応用演習Ａ-Ⅰ      （4 年） 
社会人間学応用演習Ａ-Ⅱ      （4 年） 
社会人間学応用演習Ｂ       （4年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

６ 

 
自由選択科目（28～

35） 

※教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。）

及び公認心理師資格科目（一部を除く。） を除く専門教育の科

目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 

   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－28



  

社会人間学コース・文化人類学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専  

門  

教  

育 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
専門基礎科目（14） 

必 修 科 目 文章作成演習          （1 年）  ２ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
84～91 

※ 

単位互換に 

より、 他の大 

学又は短期大 

学において修 

得した単位を 

含むことがで 

きる。 

 

 
 
 
 
 
選 択 科 目 

○文化人類学概論        （1 年）  ２ 
  哲学概論Ⅰ          （1 年） 

心理学概論           （1 年） 

倫理学概論           （1 年） 
社会学概論            （1 年） 
地域社会学概論Ⅰ        （1 年） 
民俗学概論Ⅰ         （1 年） 

  地理学概論              （1 年） 

 
 
 
 ４ 

史学概論               （1 年） 
日本史概説Ⅰ          （1 年） 

考古学概説Ⅰ          （1 年） 

アジア史概説Ⅰ         （1 年） 

西洋史概説Ⅰ          （1 年） 

文化史概説Ⅰ          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 (1 年) 

比較文学・国際文化学入門    （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                                          （2 年） 
ギリシア語Ｂ                                          （2 年） 
キャリア支援                                          （2 年） 

 
 
 
 
 

６ 

専 
門 

科 

目 

 
 
 
 
 
基盤科目（14） 

必 修 科 目 
社会調査法概説                                    （2 年） 
社会人間学演習                                       （2 年） 
 

２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 

選 択 科 目 

社会人間学特殊講義Ａ－Ⅰ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅱ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅲ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅳ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅴ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅵ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅶ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅷ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ａ－Ⅸ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅰ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅱ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅲ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅳ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅴ    （2年） 
社会人間学特殊講義Ｂ－Ⅵ    （2年） 

 

 

 

 

10 

 
 
展開科目（28） 
 

 
 
必 修 科 目 

 課題研究Ⅰ            （3 年） 

課題研究Ⅱ             （3 年） 

課題研究Ⅲ                                              （4 年） 
卒業論文                                                   （4 年） 

２ 
２ 
２ 
８ 
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展開科目（28） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

文化人類学演習Ⅰ        （3年） 
文化人類学演習Ⅱ        （3年） 
文化人類学演習Ⅲ        （3年） 
文化人類学演習Ⅳ        （3年） 
文化人類学応用演習Ⅰ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅱ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅲ      （3年） 
文化人類学応用演習Ⅳ      （3年） 

 

 

８ 

社会調査実習Ⅰ                           （3 年） 
社会調査実習Ⅱ          （3年） 
倫理学演習Ａ-Ⅰ         （3 年） 
倫理学演習Ａ-Ⅱ         （3 年） 
倫理学演習Ｂ-Ⅰ        （3年） 
倫理学演習Ｂ-Ⅱ        （3年） 
倫理学応用演習Ａ-Ⅰ      （3年） 
倫理学応用演習Ａ-Ⅱ      （3年） 
倫理学応用演習Ｂ-Ⅰ      （3年） 
倫理学応用演習Ｂ-Ⅱ      （3年）

現代社会分析演習                              （3 年） 
社会学演習Ａ-Ⅰ          （3 年） 

社会学演習Ａ-Ⅱ         （3 年） 

社会学演習Ａ-Ⅲ          （4 年） 

社会学演習Ａ-Ⅳ         （4 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅰ         （3 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅱ                （3 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅲ                （4 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅳ                （4 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅰ                 （3 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅱ                （3 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅲ                （4 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅳ                 （4 年） 
現代社会分析演習                                （3 年） 
社会人間学応用演習Ａ-Ⅰ      （4 年） 
社会人間学応用演習Ａ-Ⅱ      （4 年） 
社会人間学応用演習Ｂ       （4年） 

 
 

 
 ６ 

 

 
自由選択科目（28～

35） 

※ 

教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。）

及び公認心理師資格科目（一部を除く。） を除く専門教育の科

目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 

   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 
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地域科学コース・地域社会学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専  

門  

教  

育 

 

 

 

 

 

 
専門基礎科目（14） 

必   修   科   目 文章作成演習          （1 年） 
 

２ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで

きる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

○地域社会学概論Ⅰ       （1 年）  ２ 
哲学概論Ⅰ          （1 年） 

 心理学概論          （1 年） 

倫理学概論           （1 年） 
社会学概論            （1 年） 
文化人類学概論              （1 年） 
民俗学概論Ⅰ         （1 年） 
地理学概論              （1 年） 

 
 
 
 ４ 

史学概論               （1 年） 
日本史概説Ⅰ          （1 年） 

考古学概説Ⅰ          （1 年） 

アジア史概説Ⅰ         （1 年） 

西洋史概説Ⅰ          （1 年） 

文化史概説Ⅰ          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 (1 年) 

比較文学・国際文化学入門    （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                                          （2 年） 
ギリシア語Ｂ                                          （2 年） 
キャリア支援                                          （2 年） 

 
 
 
 
 
 

６ 

専  

門  

科  

目 

 

 

 

 

 

 
基盤科目（12） 

 
 

 
 
 

選 択 科 目 

○社会調査法概説                  （2 年） 
○地域社会学概論Ⅱ                              （2 年） 
○地域社会分析演習                              （2 年） 

２ 
２ 
２ 

地理調査法概説                                 （2 年） 
民俗学概論Ⅱ                                      （2 年） 
人文地理学                                         （2 年） 
自然地理学Ⅰ                                    （2 年） 
地誌学                                                    （2 年） 
基層文化論演習                    （2 年） 
地域文化論演習                                 （2 年） 

 
 
 

６ 

 

 

 

 
展開科目（28） 

 

 

 

 
 
必   修   科   目 

社会調査実習Ａ1          （3 年） 
社会調査実習Ａ2                （3 年） 
課題研究Ⅰ                                       （3 年） 
課題研究Ⅱ                                            （3 年） 
課題研究Ⅲ                                              （4 年） 
卒業論文                                                  （4 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
８ 

 
選 択 科 目

○地域科学演習Ａ1                               （3 年） 
○地域科学演習Ａ2                              （4 年） 

 ４ 

 ４ 
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展開科目（28） 

 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

地域科学特殊講義Ａ１   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ａ２     （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ１     （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ２     （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ３     （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ４     （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｃ１     （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｃ２     （2 年/3 年） 

社会学演習Ａ-Ⅰ          （3 年） 

社会学演習Ａ-Ⅱ         （3 年） 

社会学演習Ａ-Ⅲ          （4 年） 

社会学演習Ａ-Ⅳ         （4 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅰ         （3 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅱ               （3 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅲ               （4 年） 

社会学演習Ｂ-Ⅳ               （4 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅰ               （3 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅱ               （3 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅲ                （4 年） 

社会学演習Ｃ-Ⅳ                （4 年） 
地域科学応用演習                                （4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 
 
自由選択科目（30～
37） 

※ 
教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。）及

び公認心理師資格科目（一部を除く。） を除く専門教育の科目

並びに他学部及び他学環の専門科目 （教職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 
   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 
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地域科学コース・民俗学履修モデル 
 

科  目  区  分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備  考 

専  

門  

教  

育 

 

 

 

 

 

 
専門基礎科目（14） 

必 修 科 目 文章作成演習  （1年） ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 

 
 
 
 
 
選 択 科 目 

○民俗学概論Ⅰ        （1 年）  ２ 
哲学概論Ⅰ          （1 年） 
心理学概論          （1 年）   

倫理学概論           （1 年） 

社会学概論           （1 年） 
文化人類学概論          （1 年） 

地域社会学概論Ⅰ       （1 年） 
地理学概論          （1 年） 

 
 
 
 ４ 

史学概論               （1 年） 
日本史概説Ⅰ          （1 年） 

考古学概説Ⅰ          （1 年） 

アジア史概説Ⅰ         （1 年） 

西洋史概説Ⅰ          （1 年） 

文化史概説Ⅰ          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 (1 年) 

比較文学・国際文化学入門    （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                                          （2 年） 
ギリシア語Ｂ                                          （2 年） 
キャリア支援                                          （2 年） 

 
 
 
 
 

６ 

専  

門  

科  

目 

 
 
 
基盤科目（12） 

 
 
 
選 択 科 目 

○社会調査法概説                                   （2 年） 
○民俗学概論Ⅱ                                        （2 年） 
○基層文化論演習                                   （2 年） 
○地域文化論演習                                   （2 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 

地理調査法概説                   （2 年） 
地域社会学概論Ⅱ                                 （2 年） 
人文地理学                                              （2 年） 
自然地理学Ⅰ                                          （2 年） 

 
４ 

 
 
 
 
 
展開科目（28） 

 
 
必   修   科   目 

社会調査実習Ｂ1                        （3 年） 
社会調査実習Ｂ2                      （3 年） 
課題研究Ⅰ                                          （3 年） 
課題研究Ⅱ                                              （3 年） 
課題研究Ⅲ                                            （4 年） 
卒業論文                                                   （4 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
８ 

 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

○地域科学演習Ｂ1                            （3 年） 
○地域科学演習Ｂ2                            （4 年） 

４ 
４ 

地域科学特殊講義Ａ１   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ａ２   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ１   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ２   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ３   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ４   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｃ１   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｃ２         （2 年/3 年） 
地域科学応用演習                                （4 年） 

 
 
 
 

２ 

 
自由選択科目（30～
37） 

※教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。）

及び公認心理師資格科目（一部を除く。） を除く専門教育の科

目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。
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地域科学コース・地理学履修モデル 
科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専  

門  

教  

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
専門基礎科目（14） 

必 修 科 目 文章作成演習  （1年） ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

○地理学概論         （1 年）  ２ 
哲学概論Ⅰ          （1 年） 
心理学概論          （1 年）   

倫理学概論           （1 年） 

社会学概論           （1 年） 
文化人類学概論          （1 年） 

地域社会学概論Ⅰ       （1 年） 
民俗学概論Ⅰ         （1 年） 

 
 
 
 ４ 

史学概論               （1 年） 
日本史概説Ⅰ          （1 年） 

考古学概説Ⅰ          （1 年） 

アジア史概説Ⅰ         （1 年） 

西洋史概説Ⅰ          （1 年） 

文化史概説Ⅰ          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 (1 年) 

比較文学・国際文化学入門    （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                                          （2 年） 
ギリシア語Ｂ                                          （2 年） 
キャリア支援                                          （2 年） 

 
 
 
 
 
 

６ 

専  

門  

科  

目 

 
 
 
 
 
 
基盤科目（12） 

 
 

 
 
 
 
選 択 科 目 

○地理調査法概説                                   （2 年） 
○人文地理学                                            （2 年） 
○自然地理学Ⅰ                                       （2 年） 

２ 
２ 
２ 

社会調査法概説                                     （2 年） 
民俗学概論Ⅱ                        （2 年） 
地域社会学概論Ⅱ                                 （2 年） 
地誌学                                                       （2 年） 
地域社会分析演習                 （2 年） 
基層文化論演習                      （2 年） 
地域文化論演習                              （2 年） 

 
 
 

６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
展開科目（36） 

 
 
必 修 科 目 

地理調査実習 1                      （3 年） 
地理調査実習 2                                   （3 年） 
課題研究Ⅰ                                              （3 年） 
課題研究Ⅱ                                              （3 年） 
課題研究Ⅲ                                             （4 年） 
卒業論文                                                   （4 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 

２ 
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

○地域科学演習Ｃ1                             （3 年） 
○地域科学演習Ｃ2                             （3 年） 
○地域科学演習Ｃ3                                 （4 年） 
○地域科学演習Ｃ4                                 （4 年） 

４ 
４ 
４ 
４ 

地域科学特殊講義Ａ１   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ａ２   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ１   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ２   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ３   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｂ４   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｃ１   （2 年/3 年） 

地域科学特殊講義Ｃ２          （2 年/3 年） 
地域分析論演習                                    （3年）  
自然地理学Ⅱ                                        （3年） 

 
 
 
 
 

２ 
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自由選択科目（22～

29） 

※ 教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除

く。）及び公認心理師資格科目（一部を除く。） を除く専門教育

の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教職科目を 除
く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 

   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 
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歴史資料学コース・日本史学履修モデル 

 
科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

 
 
必   修   科   目 

文章作成演習                   （1 年） 

史学概論                  （1 年） 

日本史概説Ⅰ                   （1 年） 

考古学概説Ⅰ                   （1 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

アジア史概説Ⅰ                （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                  （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年） 

哲学概論Ⅰ                    （1 年） 

心理学概論          （1 年） 

倫理学概論          （1 年） 

社会学概論          （1 年） 

文化人類学概論         （1年） 
地域社会学概論Ⅰ       （1 年） 

民俗学概論Ⅰ         （1 年） 

地理学概論          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論（1 年） 

比較文学・国際文化学入門     （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                   （2 年） 

キャリア支援                   （2 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 

専 

門 

科 

目 

 
 
 
基盤科目（12） 

 

必   修   科   目 博物館概論  （1 年） 
博物館資料論  （2 年） 

２ 

２ 
 
 
選 択 科 目 

日本史概説Ⅱ               （2 年） 

歴史資料学実習 A-Ⅰ            （2 年） 

歴史資料学実習 A-Ⅱ       （2 年） 

歴史資料学実習 B-Ⅰ             （2 年） 

２ 

２

２ 

２ 
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歴史資料学コース・日本史学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

専 

門 

科 

目 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開科目（38） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                     （3 年） 

課題研究Ⅱ                     （3 年） 

課題研究Ⅲ                     （4 年） 

卒業論文                       （4 年） 

２ 
２ 
２ 
８ 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

○歴史資料学演習 A-Ⅰ       （2 年） 

○歴史資料学演習 A-Ⅱ            （2 年） 

○歴史資料学演習 A-Ⅲ           （3 年） 

○歴史資料学演習 A-Ⅳ           （3 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅰ    （2 年/3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅱ        （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅲ        （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅳ         （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅴ        （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅵ        （3 年） 

 
 

８ 

○歴史資料学野外実習 A          （3 年） ４ 
歴史資料学演習B-Ⅰ             （3 年） 

歴史資料学演習B-Ⅱ            （3 年） 

歴史資料学演習B-Ⅲ            （2 年） 

歴史資料学演習B-Ⅳ            （2 年） 

歴史資料学特殊講義B-Ⅰ   （2年/3年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅱ    （2 年/3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅲ    （2 年/3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅳ      （3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅴ       （3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅵ       （3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅶ       （3 年） 

歴史資料学野外実習 B-Ⅰ        （2 年） 

歴史資料学野外実習 B-Ⅱ        （3 年） 

 

 
 
 
 
 

４ 

 
 
自由選択科目（20～
27） 

※ 
教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 

を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 
（教職科目を除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 
   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－37



 

 
歴史資料学コース・考古学履修モデル 

 
科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

 
 
必   修   科   目 

文章作成演習                   （1 年） 

史学概論                       （1 年） 

日本史概説Ⅰ                   （1 年） 

考古学概説Ⅰ                   （1 年） 

２ 

２ 

２ 

２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択科目 

アジア史概説Ⅰ                （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                  （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年） 

哲学概論Ⅰ                    （1 年） 

心理学概論          （1 年） 

倫理学概論          （1 年） 

社会学概論          （1 年） 

文化人類学概論         （1年） 
地域社会学概論Ⅰ       （1 年） 

民俗学概論Ⅰ         （1 年） 

地理学概論          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論（1 年） 

比較文学・国際文化学入門     （1 年） 

現代文化資源学入門        （1年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                   （2 年） 

キャリア支援                   （2 年） 

 
 
 
 
 
 
 

６ 

専 

門 

科 

目 

 
 
 
基盤科目（12） 

必   修   科   目 博物館概論  （1 年） 

博物館資料論  （2 年） 

２ 
２ 

 
 
選択科目 

考古学概説Ⅱ               （2 年） 

歴史資料学実習 A-Ⅰ            （2 年） 

歴史資料学実習 B-Ⅰ             （2 年） 

歴史資料学実習 B-Ⅱ            （2 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 

次頁へ続く 
 
 
 

  

設置等の趣旨（資料）－38



  

 

歴史資料学コース・考古学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 
 

門 
 
 

教 
 

育 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開科目（38） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                     （3 年） 

課題研究Ⅱ                     （3 年） 

課題研究Ⅲ                     （4 年） 

卒業論文                       （4 年） 

２ 
２ 
２ 
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択科目 

○歴史資料学演習 B-Ⅰ           （3 年） 

○歴史資料学演習 B-Ⅱ           （3 年） 

○歴史資料学演習 B-Ⅲ           （2 年） 

○歴史資料学演習 B-Ⅳ           （2 年） 

２ 
２ 
２ 

２ 
歴史資料学特殊講義 B-Ⅰ    （2 年/3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅱ    （2 年/3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅲ    （2 年/3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅳ      （3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅴ       （3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅵ       （3 年） 

歴史資料学特殊講義 B-Ⅶ       （3 年） 

 
 
 

４ 

○歴史資料学野外実習 B-Ⅰ       （2 年） 

○歴史資料学野外実習 B-Ⅱ        （3 年） 

４ 

４ 

歴史資料学演習A-Ⅰ            （2 年） 

歴史資料学演習A-Ⅱ            （2 年） 

歴史資料学演習A-Ⅲ            （3 年） 

歴史資料学演習A-Ⅳ             （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅰ    （2 年/3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅱ        （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅲ         （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅳ         （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅴ         （3 年） 

歴史資料学特殊講義 A-Ⅵ         （3 年） 

歴史資料学野外実習 A           （3 年） 

 
 
 
 
 

４ 

 
 
自由選択科目（20～
27） 

※ 
教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 

を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 
（教職科目を除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 
   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

 
 

  

設置等の趣旨（資料）－39



 

 
超域歴史学コース・アジア史学履修モデル 

 
科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専  

門  

教  

育 

 

 

 

 

 

 

 

 
専門基礎科目（14） 

 

 
必 修 科 目 

文章作成演習                  （1 年） 

史学概論                      （1 年） 

アジア史概説Ⅰ                （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                  （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
84～91 

※ 

単位互換に 

より、 他の大 

学又は短期大 

学において修 

得した単位を 

含むことがで 

きる。 

 

 

 

 

 

 

 
選択科目 

日本史概説Ⅰ                  （1 年） 

考古学概説Ⅰ                  （1 年） 

哲学概論Ⅰ          （1 年） 

心理学概論          （1 年） 

倫理学概論          （1 年） 

社会学概論          （1 年） 

文化人類学概論        （1年） 
地域社会学概論Ⅰ       （1 年） 

民俗学概論Ⅰ         （1 年） 

地理学概論          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論（1 年） 

比較文学・国際文化学入門   （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                   （2 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 

専  

門  

科  

目 

 

 
基盤科目（10） 

 

 
選択科目 

○アジア史概説Ⅱ               （2 年） 

○超域歴史学基礎演習Ｃ     （2年） 

○超域歴史学講読Ｃ             （2 年） 

２ 

２ 

２ 

上記を除く超域歴史学コース 

開講の基盤科目                 （2 年） 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 
展開科目（30） 

 

 
必   修   科  

目 

課題研究Ⅰ                     （3 年） 

課題研究Ⅱ                     （3 年） 

課題研究Ⅲ                     （4 年） 

卒業論文                       （4 年） 

２ 

２ 

２ 

８ 

 

 

 

 
選択科目 

超域歴史学演習Ｃ-Ⅰ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｃ-Ⅱ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｃ-Ⅲ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｃ-Ⅳ            （3 年） 

 

 ４ 

超域歴史学特殊講義Ｃ-Ⅰ        （3 年） 

超域歴史学特殊講義Ｃ-Ⅱ        （3 年） 

超域歴史学特殊講義Ｃ-Ⅲ                     （2年/3 年） 

 

４ 

上記を含む超域歴史学学コース 

開講の展開科目           （2年/3 年） 

 

８ 

 

 
自由選択科目（30～

37） 

※ 

教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 

を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 

（教職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 

   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－40



  

超域歴史学コース・西洋史学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

 
 
必   修   科   目 

文章作成演習                  （1 年） 

史学概論                      （1 年） 

アジア史概説Ⅰ                （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                  （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
選 択 科 目 

日本史概説Ⅰ                  （1 年） 

考古学概説Ⅰ                  （1 年） 

哲学概論Ⅰ          （1 年） 

心理学概論          （1 年） 

倫理学概論          （1 年） 

社会学概論          （1 年） 

文化人類学概論        （1年） 
地域社会学概論Ⅰ       （1 年） 

民俗学概論Ⅰ         （1 年） 

地理学概論          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論（1 年） 

比較文学・国際文化学入門     （1 年） 

現代文化資源学入門        （1 年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                   （2 年） 

 
 
 
 
 
 

４ 

専 
門 

科 

目 

 

 
 
基盤科目（10） 

 

 

 

選 択 科 目 

○西洋史概説Ⅱ          （2 年） ２ 
超域歴史学基礎演習Ｄ-Ⅰ        （2 年） 

超域歴史学基礎演習Ｄ-Ⅱ      （2 年） 
２ 

超域歴史学講読Ｄ-Ⅰ            （2 年） 

超域歴史学講読Ｄ-Ⅱ            （2 年） 
２ 

上記を含む超域歴史学コース 

開講の基盤科目                 （2 年） 
４ 

 
 
 
 
 
 
 
展開科目（30） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                     （3 年） 

課題研究Ⅱ                     （3 年） 

課題研究Ⅲ                     （4 年） 

卒業論文                       （4 年） 

２ 
２ 
２ 
８ 

 

 
 
 
 
選 択 科 目 

超域歴史学演習Ｄ-Ⅰ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｄ-Ⅱ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｄ-Ⅲ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｄ-Ⅳ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｄ-Ⅴ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｄ-Ⅵ            （3 年） 

超域歴史学演習Ｄ-Ⅶ            （3 年） 

 

 
 
４ 

 
 

超域歴史学特殊講義Ｄ-Ⅰ                           （2 年/3 年） 

超域歴史学特殊講義Ｄ-Ⅱ    （2年/3年） 

超域歴史学特殊講義Ｄ-Ⅲ   （2 年/3 年） 

超域歴史学特殊講義Ｄ-Ⅳ    （2年/3年） 

 

上記を含む超域歴史学コース 

開講の展開科目            （2年/3 年）  10  

 
自由選択科目（30

～37） 

※教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 
を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教

職科目を除く。） 
（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 
   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

２ 

設置等の趣旨（資料）－41



 

 
超域歴史学コース・文化史学履修モデル 

 
科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

 
 
必   修   科   目 

文章作成演習                  （1 年） 

史学概論                      （1 年） 

アジア史概説Ⅰ                （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                  （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
選 択 科 目 

日本史概説Ⅰ                  （1 年） 

考古学概説Ⅰ                  （1 年） 

哲学概論Ⅰ          （1 年） 

心理学概論          （1 年） 

倫理学概論          （1 年） 

社会学概論          （1 年） 

文化人類学概論        （1年） 
地域社会学概論Ⅰ       （1 年） 

民俗学概論Ⅰ         （1 年） 
地理学概論          （1 年） 

日本語日本文学入門       （1 年） 

中国語圏文化論         （1 年） 

英語圏文化論          （1 年） 

ドイツ語圏・フランス語圏文化論（1 年） 

比較文学・国際文化学入門    （1 年） 

現代文化資源学入門       （1 年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                   （2 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

専 

門 

科 

目 

 
 
 
基盤科目（10） 

 
 
 
選 択 科 目 

○文化史概説Ⅱ                                        （2 年）  ２ 
超域歴史学基礎演習Ｅ-Ⅰ           （2 年） 
超域歴史学基礎演習Ｅ-Ⅱ           （2 年）  ２ 

  
超域歴史学講読Ｅ-Ⅰ                    （2 年） 
超域歴史学講読Ｅ-Ⅱ                    （2 年）  ２ 

上記を含む超域歴史学コース 
開講の基盤科目                                    （2 年） 

 ４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
展開科目（30） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                                              （3 年） 
課題研究Ⅱ                                              （3 年） 
課題研究Ⅲ                                              （4 年） 
卒業論文                                                   （4 年） 

２ 
２ 
２ 
８ 

 
 
 
 
選 択 科 目 

超域歴史学演習Ｅ-Ⅰ                  （3 年） 
超域歴史学演習Ｅ-Ⅱ                  （3 年） 
超域歴史学演習Ｅ-Ⅲ                  （3 年） 
超域歴史学演習Ｅ-Ⅳ                  （3 年） 

  
 

超域歴史学特殊講義Ｅ-Ⅰ         （3 年） 
超域歴史学特殊講義Ｅ-Ⅱ         （2 年） 
超域歴史学特殊講義Ｅ-Ⅲ         （3 年） 
超域歴史学特殊講義Ｅ-Ⅳ          （2 年） 

 

上記を含む超域歴史学コース 
開講の展開科目                           （2年/3 年） 

 ８ 

 
自由選択科目（30～
37） 

※教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 
を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教

職科目を 除く。） 

（注） ○の科目は履修を推奨する科目。 
   教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

４ 

４ 

設置等の趣旨（資料）－42



  

東アジア言語文化学コース・日本語日本文学履修モデル 
 

科  目  区  分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備  考 

専  

門  

教  

育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
専門基礎科目（14） 

必 修 科 目 文章作成演習            （1 年） ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
84～91 

※ 

単位互換に

より、 他の大

学又は短期大

学において修

得した単位を 

含むことがで 

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
選 択 科 目 

日本語日本文学入門             （1 年）

中国語圏文化論                 （1 年）

英語圏文化論                （1 年）

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 （1年）

比較文学・国際文化学入門    （1年）

哲学概論Ⅰ                 （1 年） 

心理学概論                 （1 年） 

倫理学概論                 （1 年） 

社会学概論                 （1 年） 

文化人類学概論             （1 年） 
地域社会学概論Ⅰ           （1 年） 

民俗学概論Ⅰ               （1 年） 

地理学概論                 （1 年） 

史学概論                   （1 年） 

日本史概説Ⅰ                   （1 年） 

考古学概説Ⅰ                   （1 年） 

アジア史概説Ⅰ                 （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                   （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年）

現代文化資源学入門        （1年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                  （2 年）

 

 

 

 

 

 

 

 

12  

 
 

専  

門  

科  

目 

 

 

 

基盤科目（10） 

必 修 科 目 中国文学史Ⅰ                          （2 年）       

（2 年） 

２ 

 

 
選 択 科 目 

日本語学概論Ⅰ                 （2 年）

日本語学概論Ⅱ                 （2 年）

日本文学概論Ⅰ                 （2 年）

日本文学概論Ⅱ                 （2 年）

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
展開科目（34） 

 

 
必 修 科 目 

課題研究Ⅰ                     （3 年）

課題研究Ⅱ                     （4 年）

課題研究Ⅲ                     （4 年）

卒業論文                       （4 年）

２ 

２ 

２ 

８ 

 

 

 

 

 

 
選 択 科 目 

日本語学基礎演習Ⅰ                 （2 年）

日本語学基礎演習Ⅱ                 （2 年）

日本語学演習Ⅰ                       （3 年）

日本語学演習Ⅱ                       （3 年）

日本語学特殊講義Ⅰ         （2 年/3 年）

日本語学特殊講義Ⅱ         （2 年/3 年）

日本語学特殊講義Ⅲ         （2 年/3 年）

日本文学基礎演習Ⅰ                 （2 年）

日本文学基礎演習Ⅱ                 （2 年）

日本文学演習Ⅰ                       （3 年）

日本文学演習Ⅱ                       （3 年）

日本文学演習Ⅲ                       （3 年）

日本文学特殊講義 I         （2 年/3 年）

日本文学特殊講義Ⅱ           （2 年/3 年）

日本文学特殊講義Ⅲ           （2 年/3 年）

 

 

 

 

 

20 

 

 

 
 

 
自由選択科目（26～

33） 

※教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 

を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 

（教職科目を除く。） 

（注） 教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること 

設置等の趣旨（資料）－43



 

東アジア言語文化学コース・中国語中国文学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

必   修   科   目 文章作成演習                                                                                                                         （1 年） ２  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に

より、  他の大

学又は短期大

学において修

得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

日本語日本文学入門             （1 年）

中国語圏文化論                 （1 年）

英語圏文化論                （1 年）

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 （1年）

比較文学・国際文化学入門    （1年）

哲学概論Ⅰ                 （1 年） 

心理学概論                 （1 年） 

倫理学概論                 （1 年） 

社会学概論                 （1 年） 

文化人類学概論             （1 年） 
地域社会学概論Ⅰ           （1 年） 

民俗学概論Ⅰ               （1 年） 

地理学概論                 （1 年） 

史学概論                   （1 年） 

日本史概説Ⅰ                   （1 年） 

考古学概説Ⅰ                   （1 年） 

アジア史概説Ⅰ                 （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                   （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年）

現代文化資源学入門        （1年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                  （2 年）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

専 

門 

科 

目 

 

 
 
基盤科目（10） 

必   修   科   目 中国文学史Ⅰ                  （2 年） ２ 
 
 
選 択 科 目 

中国文学史Ⅱ                   （2 年）

中国語学概論                   （2 年）

中国語会話                      （2 年）

中国語作文                     （2 年）

２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開科目（34） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                     （3 年）

課題研究Ⅱ                     （4 年）

課題研究Ⅲ                     （4 年）

卒業論文                      （4 年）

２ 
２ 
２ 
８ 

 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

中国語中国文学演習Ａ１  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ａ２  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ａ３  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ａ４  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ｂ１  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ｂ２  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ｂ３  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ｂ４  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ｃ１  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ｃ２  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ｃ３  （2 年/3 年） 

中国語中国文学演習Ｃ４  （2 年/3 年） 

中国語中国文学特殊講義Ⅰ （2年/3 年） 

中国語中国文学特殊講義Ⅱ （2年/3 年） 

中国語中国文学特殊講義Ⅲ （2年/3 年） 

 
 
 
 
 
 

20 

 
自由選択科目（26～
33） 

※教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 
を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教

職科目を 除く。） 

（注） 教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－44



  

欧米言語文化学コース・英語英米文学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

必   修   科   目 文章作成演習                （1 年） ２  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に

より、  他の大

学又は短期大

学において修

得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

日本語日本文学入門             （1 年）

中国語圏文化論                 （1 年）

英語圏文化論                （1 年）

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 （1年）

比較文学・国際文化学入門    （1年）

哲学概論Ⅰ                 （1 年） 

心理学概論                 （1 年） 

倫理学概論                 （1 年） 

社会学概論                 （1 年） 

文化人類学概論             （1 年） 
地域社会学概論Ⅰ           （1 年） 

民俗学概論Ⅰ               （1 年） 

地理学概論                 （1 年） 

史学概論                   （1 年） 

日本史概説Ⅰ                   （1 年） 

考古学概説Ⅰ                   （1 年） 

アジア史概説Ⅰ                 （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                   （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年）

現代文化資源学入門        （1 年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                  （2 年）

 

 

 

 

 

 

 
12 

 

 
 

専 

門 
教 

育 

 
 

 
基盤科目（10） 

 
 
 
選 択 科 目 

英語学概論                  （2 年） 
英文学史Ⅰ                  （2 年） 
英文学史Ⅱ                  （3 年） 
英会話                    （2 年） 

英作文                    （3 年） 

 

 

８ 

 

独文学史                   （2 年） 

仏文学史                   （2 年）  ２ 

 
 
 
 
 
 
展開科目（30） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                  （3 年） 
課題研究Ⅱ                  （4 年） 
課題研究Ⅲ                  （4 年） 

卒業論文                   （4 年） 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ８ 
 
 
 
選 択 科 目 

英語学演習Ａ                   （2 年）

英語学演習Ｂ                   （3 年）

英文学演習Ａ                   （2 年）

英文学演習Ｂ                   （3 年）

米文学演習Ａ                   （3 年）

米文学演習Ｂ                   （3 年）

英文学特殊講義                 （3 年）

米文学特殊講義Ａ               （3 年）

米文学特殊講義Ｂ               （3 年）

 
 
  
16 

 

 
自由選択科目（30～
37） 

※教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 
を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教

職科目を 除く。） 
（注） 教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－45



 

欧米言語文化学コース・独語独文学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

必   修   科   目 文章作成演習                （1 年） ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

日本語日本文学入門             （1 年）

中国語圏文化論                 （1 年）

英語圏文化論                （1 年）

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 （1年）

比較文学・国際文化学入門    （1年）

哲学概論Ⅰ                 （1 年） 

心理学概論                 （1 年） 

倫理学概論                 （1 年） 

社会学概論                 （1 年） 

文化人類学概論             （1 年） 
地域社会学概論Ⅰ           （1 年） 

民俗学概論Ⅰ               （1 年） 

地理学概論                 （1 年） 

史学概論                   （1 年） 

日本史概説Ⅰ                   （1 年） 

考古学概説Ⅰ                   （1 年） 

アジア史概説Ⅰ                 （1 年） 

西洋史概説Ⅰ                   （1 年） 

文化史概説Ⅰ                  （1 年）

現代文化資源学入門        （1年） 

ギリシア語Ａ                   （2 年） 

ギリシア語Ｂ                  （2 年） 

キャリア支援                  （2 年） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 
 

専 

門 
教 

育 

 

 

 

基盤科目（10） 

 
 
 
選 択 科 目 

独語学概論                 （2 年） 

独文学史                  （2 年） 

独語独文学基礎演習Ａ１      （2 年） 

独語独文学基礎演習Ａ２      （2 年） 

２ 
２ 
２ 
２ 

英文学史Ⅰ                 （2 年） 

英文学史Ⅱ                 （3 年） 

仏文学史                  （2 年） 

 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
展開科目（30） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                 （3 年） 

課題研究Ⅱ                 （4 年） 

課題研究Ⅲ                 （4 年） 

卒業論文                  （4 年） 

２ 
２ 
２ 
８ 

 
 
 
 
 
選 択 科 目 

独語独文学演習Ａ１         （2 年） 

独語独文学演習Ａ２         （3 年） 

独語独文学演習Ｂ１         （3 年） 

独語独文学演習Ｂ２         （3 年） 

独語独文学特殊講義Ａ        （2年） 

独語独文学特殊講義Ｂ        （3年） 

独語独文学特殊講義Ｃ   （2年/3 年） 

ドイツ語圏文化論演習   （2年/3 年） 

 
 
 
 
16 

 

 
自由選択科目（30～
37） 

※教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 
を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教

職科目を除く。） 

（注） 教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－46



  

欧米言語文学コース・仏語仏文学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専 

門 

教 

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

必   修   科   目 文章作成演習                （1 年） ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

日本語日本文学入門               （1 年）

中国語圏文化論                  （1 年）

英語圏文化論                    （1 年）

ドイツ語圏・フランス語圏文化論  （1 年）

比較文学・国際文化学入門     （1 年）

哲学概論Ⅰ                      （1 年）

心理学概論                      （1 年）

倫理学概論                      （1 年）

社会学概論                      （1 年）

文化人類学概論                  （1 年）

地域社会学概論Ⅰ                （1 年）

民俗学概論Ⅰ                    （1 年）

地理学概論                      （1 年）

史学概論                        （1 年）

日本史概説Ⅰ                    （1 年）

考古学概説Ⅰ                    （1 年）

アジア史概説Ⅰ                  （1 年）

西洋史概説Ⅰ                    （1 年）

文化史概説Ⅰ                    （1 年）

現代文化資源学入門         （1 年）

ギリシア語Ａ                    （2 年）

ギリシア語Ｂ                   （2 年）

キャリア支援                   （2 年）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

専 

門 
教 

育 

 

 

基盤科目（10） 

 
 
 
 
選 択 科 目 

仏文学史              （2 年）

仏語仏文学基礎演習Ａ１          （2年） 

仏語仏文学基礎演習Ａ２          （2 年） 

２ 
２ 
２ 

英文学史Ⅰ                      （2 年）

英文学史Ⅱ                      （3 年）

独文学史Ⅰ                      （2 年）

 
２ 

上記を含む欧米言語文化学コース開講の 

基盤科目            （2 年） 

 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
展開科目（30） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                     （3 年） 

課題研究Ⅱ                     （4 年） 

課題研究Ⅲ                     （4 年） 

卒業論文                       （4 年） 

２ 
２ 
２ 
８ 

 
 
 
 
 
選 択 科 目 

仏語仏文学演習Ａ１             （3 年） 

仏語仏文学演習Ａ２             （3 年） 

仏語仏文学演習Ｂ１         （2 年/3 年） 

仏語仏文学演習Ｂ２         （2 年/3 年） 

仏語仏文学演習Ｂ３         （2年/3 年） 

仏語仏文学演習Ｂ４         （2年/3 年） 

仏語仏文学演習Ｃ１             （3 年） 

仏語仏文学演習Ｃ２             （3 年） 

仏語仏文学特殊講義Ａ       （2 年/3 年） 

仏語仏文学特殊講義Ｂ       （2 年/3 年） 

フランス語圏文化論演習         （2 年） 

 
 
 
 
 
 
16 

 

 
 
自由選択科目（30～
37） 

※ 
教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 

を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 
（教職科目を 除く。） 

（注） 教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－47



 

多言語文化学コース・比較文学履修モデル 
科  目  区  分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備  考 

専 

門 

教 
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

必   修   科   目 文章作成演習                    （1年） ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に

より、  他の大
学又は短期大
学において修
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

日本語日本文学入門              （1年）

中国語圏文化論                  （1年）

英語圏文化論                    （1年）

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 （1年）

比較文学・国際文化学入門    （1年）

哲学概論Ⅰ                      （1年）

心理学概論                      （1年）

倫理学概論                      （1年）

社会学概論                      （1年）

文化人類学概論                  （1年）

地域社会学概論Ⅰ                （1年）

民俗学概論Ⅰ                    （1年）

地理学概論                      （1年）

史学概論                        （1年）

日本史概説Ⅰ                    （1年）

考古学概説Ⅰ                    （1年）

アジア史概説Ⅰ                  （1年）

西洋史概説Ⅰ                    （1年）

文化史概説Ⅰ                    （1年）

現代文化資源学入門         （1年）

ギリシア語Ａ                    （2年）

ギリシア語Ｂ                   （2年）

キャリア支援                   （2年）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 

専 
 

 
 
基盤科目（10） 

 
必   修   科   目 

比較文学概論Ⅰ                  （2年）

国際文化学概論                  （2年）

２ 
２ 

 
 
選 択 科 目 

比較文学概論Ⅱ                  （2年）

比較文学基礎演習Ⅰ              （2年）

比較文学基礎演習Ⅱ              （2年）

比較文学基礎演習Ⅲ              （2年）

 

 ６ 

 
 
 
 
展開科目（30） 
 
 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                     （3年）

課題研究Ⅱ                     （3年）

課題研究Ⅲ                     （4年）

卒業論文                      （4年）

２ 
２ 
２ 
８ 

次頁へ続く 
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展開科目（30） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

世界文学論           （2年）
比較文学演習Ⅰ           （2 年/3年）
比較文学演習Ⅱ             （2 年/3 年）
比較文学特殊講義Ⅰ       （2年）
比較文学特殊講義Ⅱ       （2年）
国際文化学演習Ⅰ        （2 年/3年）
国際文化学演習Ⅱ        （2 年/3年）
国際文化学特殊講義Ⅰ    （2 年/3年）
日本文学特殊講義Ⅰ      （2 年/3年）
日本文学特殊講義Ⅱ      （2 年/3年）
日本文学特殊講義Ⅲ     （2 年/3年）
英文学特殊講義          （2 年/3年）
米文学特殊講義Ａ        （2年）
米文学特殊講義Ｂ        （3年）
独語独文学演習Ｂ１       （2年）
独語独文学演習Ｂ２       （3年）
独語独文学特殊講義Ａ      （2年）
独語独文学特殊講義Ｂ      （3年）
独語独文学特殊講義Ｃ       （2 年/3年）
仏語仏文学演習Ｂ１         （2 年/3年）
仏語仏文学演習Ｂ２         （2 年/3年）
仏語仏文学演習Ｂ３         （2 年/3年）
仏語仏文学演習Ｂ４         （2 年/3年）
仏語仏文学特殊講義Ａ       （2 年/3年）
仏語仏文学特殊講義Ｂ       （2 年/3年）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16 

 
自由選択科目（30～
37） 

※ 教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除

く。） を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科

目 （教職科目を除く。） 

（注） 教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 

設置等の趣旨（資料）－49



 

多言語文化学コース・国際文化学履修モデル 
科  目  区  分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備  考 

専  
門  

教  

育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門基礎科目（14） 

必 修 科 目 文章作成演習                   （1年） ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に

より、 他の大
学又は短期大
学において修
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

日本語日本文学入門              （1年）

中国語圏文化論                  （1年）

英語圏文化論                    （1年）

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 （1年）

比較文学・国際文化学入門    （1年）

哲学概論Ⅰ                      （1年）

心理学概論                      （1年）

倫理学概論                      （1年）

社会学概論                      （1年）

文化人類学概論                  （1年）

地域社会学概論Ⅰ                （1年）

民俗学概論Ⅰ                    （1年）

地理学概論                      （1年）

史学概論                        （1年）

日本史概説Ⅰ                    （1年）

考古学概説Ⅰ                    （1年）

アジア史概説Ⅰ                  （1年）

西洋史概説Ⅰ                    （1年）

文化史概説Ⅰ                    （1年）

現代文化資源学入門         （1年）

ギリシア語Ａ                    （2年）

ギリシア語Ｂ                   （2年）

キャリア支援                   （2年）

 
 
 
 
 
 
 
 
12 

専 

門 

科 

目 

 
 
基盤科目（10） 

必 修 科 目 
比較文学概論Ⅰ                  （2年）
国際文化学概論                  （2年）

２ 
２ 

 
選 択 科 目 

国際文化学基礎演習Ⅰ            （2年）
国際文化学基礎演習Ⅱ            （2年）
比較文学基礎演習Ⅰ              （2年）
比較文学概論Ⅱ                  （2年）

２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開科目（30） 

 
 
必   修   科   目 

課題研究Ⅰ                      （3年）
課題研究Ⅱ                      （3年）
課題研究Ⅲ                      （4年）
卒業論文                           （4年）

２ 
２ 
２ 
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

世界文学論           （2 年） 
国際文化学演習Ⅰ        （2年/3年）
国際文化学演習Ⅱ        （2年/3年）
国際文化学演習Ⅲ        （2年/3年）
外国語演習Ａ１         （2年）
外国語演習Ａ２         （2年）
外国語演習Ｂ１         （2年）
外国語演習Ｂ２         （2年）
外国語演習Ｃ１         （2年）
外国語演習Ｃ２         （2年）
国際文化学特殊講義Ⅰ     （2 年/3年）
国際文化学特殊講義Ⅱ     （2 年/3年）
国際文化学特殊講義Ⅲ     （2 年/3年）
比較文学演習Ⅰ        （2 年/3年）
比較文学特殊講義Ⅰ       （2年）
中国語中国文学演習Ｃ２   （2年/3年）
英語学演習Ａ          （2年）
独語独文学演習Ｂ１                 （3年）
独語独文学特殊講義Ｃ   （2 年/3 年） 
仏語仏文学演習Ｂ１    （2 年/3 年） 
仏語仏文学演習Ｂ２      （2年/3年）
仏語仏文学演習Ｂ３      （2 年/3 年）
仏語仏文学演習Ｂ４      （2年/3年）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
16 

 
自由選択科目（30～
37） 

※ 
教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除く。） 

を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専門科目 （教
職科目を 

 
（注） 教養教育の単位数との合計が 124 単位以上になるように履修すること。 
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現代文化資源学コース・現代文化資源学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専            

門          

教           

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門基礎科目（14） 

必   修   科   目 文章作成演習                      （1 年） 

現代文化資源学入門         （1年）

 

２ 
２ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
84～91 

※ 
単位互換に 

より、  他の大 
学又は短期大 
学において修 
得した単位を 
含むことがで 
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
選 択 科 目 

哲学概論Ⅰ                      （1年）

心理学概論                      （1年）

倫理学概論                      （1年）

社会学概論                      （1年）

文化人類学概論                  （1年）

地域社会学概論Ⅰ                （1年）

民俗学概論Ⅰ                    （1年）

地理学概論                      （1年）

史学概論                        （1年）

日本史概説Ⅰ                    （1年）

考古学概説Ⅰ                    （1年）

アジア史概説Ⅰ                  （1年）

西洋史概説Ⅰ                    （1年）

文化史概説Ⅰ                    （1年）

日本語日本文学入門              （1年）

中国語圏文化論                  （1年）

英語圏文化論                    （1年）

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 （1年）

比較文学・国際文化学入門    （1年）

ギリシア語Ａ                    （2年）

ギリシア語Ｂ                   （2年）

キャリア支援          （2年） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

10 

専     

門    

科    
目 

 
 
 
基盤科目（12） 

 
 
必   修   科   目 

現代文化資源学基礎演習Ⅰ               （2年） 
現代文化資源学基礎演習Ⅱ               （2年） 

  現代文化資源学概論Ⅰ                       （2年） 
現代文化資源学概論Ⅱ                         （2年） 

２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
選 択 科 目 

現代文化資源学実習Ａ     （2 年） 
現代文化資源学実習Ｂ     （2 年） 
メディア論          （2 年） 

 

４ 
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現代文化資源学コース・現代文化資源学履修モデル 
 

科 目 区 分 科目名（開講年次） 単位数 合計 備 考 

専            

門          

教           

育 

専            

門          

教           

育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開科目（30） 

 
必   修   科   目 

課題研究 Ⅰ          （3年） 
課題研究 Ⅱ          （3年） 
課題研究 Ⅲ          （4年） 
卒業論文                （4 年） 

２ 
２ 
２ 

 ８ 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
選択科目 

キャリアデザイン実習      （3 年） 
現代芸術文化論 Ａ-１        （3 年） 
現代芸術文化論 Ａ-２       （3年） 
現代芸術文化論 Ｂ-１        （3 年） 
現代芸術文化論 Ｂ-２        （3 年） 
現代芸術文化論 Ｃ-１        （3 年） 
現代芸術文化論 Ｃ-２        （3 年） 
現代芸術文化論 Ｄ-１        （3 年） 
現代芸術文化論 Ｄ-２        （3 年） 
日本語学特殊講義Ⅰ        （2 年/3 年） 
日本語学特殊講義Ⅱ          （2 年/3 年） 
日本語学特殊講義Ⅲ         （2 年/3 年） 
日本文学特殊講義Ⅰ    （2 年/3 年） 
日本文学特殊講義Ⅱ    （2 年/3 年） 
日本文学特殊講義Ⅲ    （2 年/3 年） 
中国語中国文学特殊講義Ⅰ （2 年/3 年） 
中国語中国文学特殊講義Ⅱ （2 年/3 年） 
中国語中国文学特殊講義Ⅲ    （2 年/3 年） 
英文学特殊講義                 （3年）    
米文学特殊講義Ａ               （2 年） 
米文学特殊講義Ｂ               （3 年）  
独語独文学特殊講義Ａ           （2年） 
独語独文学特殊講義Ｂ           （3年） 
独語独文学特殊講義Ｃ        （2 年/3 年） 
仏語仏文学特殊講義Ａ        （2 年/3 年） 
仏語仏文学特殊講義Ｂ        （2 年/3 年） 
世界文学論                     （2年） 
比較文学特殊講義Ⅰ             （2年） 
比較文学特殊講義Ⅱ             （2年） 
国際文化学特殊講義Ⅰ        （2 年/3 年） 
国際文化学特殊講義Ⅱ        （2 年/3 年） 
国際文化学特殊講義Ⅲ        （2 年/3 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
16 

 
自由選択科目（28～
35） 

※ 教職科目（一部を除く。）及び学芸員資格科目（一部を除

く。） を除く専門教育の科目並びに他学部及び他学環の専

門科目 （教職科目を 除く。） 

（注）教養教育との合計が 124 単位以上になるように履修すること
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令和６年１０月２１日 
教 務 委 員 会  

熊本大学における GPA 制度について 

◎GPA 制度  
本学では、成績評価に係る指標として、GPA 制度を導入しています。  
GPA とは、「Grade Point Average」の略で、授業科目の成績評価の評語にそれぞれ４から０の 
Grade Point を付し、その Grade Point に各科目の単位数を乗じた合計を、履修登録した科
目の総単位数で除した平均値となります。  

  この GPA は、学業成績優秀者の表彰、奨学金支給及び授業料免除の審査、進級時のコー
ス分けの選定、高得点者における CAP 制の解除、早期卒業の判定、大学院入試の選考等に
活用されています。  
  

 
 ◎GPA 算出方法  
  各科目の単位数×Grade Point の合計（修得した単位に限る。）／履修登録した科目の単位
数の合計（未修得単位を含む。）  
【算出例】  

科目名 単位数  評語 単位数×Grade Point  
英語 A-1  １  良 １×２＝２  
中国語 A  ２  優 ２×３＝６  
現代人間学の課題 A  ２  可 ２×１＝２  
社会調査実習Ⅰ  ２  不可 ２×０＝０  
芸術学概論Ⅰ 2 Ｘ ２×０＝０ 
地域科学演習 IB  ４  秀 ４×４＝１６  
英語e 1 合格 １×２.５＝２.５ 
（他大学で修得した科目等） 1 認定 １×２.５＝２.５ 

科目名 １５②  －  ３１①  
  GPA＝①／②＝２．０７ 
  
○各学部、学環、各大学院教育部・研究科及び各種制度等によっては、GPA の計算から除外する科

目や成績評価の評語（「認定」や「合格」）を設定している場合があります。  
○在学生については、学務情報システム（SOSEKI）や学修成果可視化システム（ASO）で自

身の GPA を確認することができます。  

評語 Grade Point  
秀（100～90 点） ４  
優（89～80 点） ３  
良（79～70 点） ２  
可（69～60 点） １  
不可（59 点以下） ０  

合格 ２.５ 
認定 ２.５ 

不合格 0 
 S※1 ０ ※1：不合格であるが次年度の再履修で試験のみを課し成績評価を行う場合 

 Ｘ※2 ０ ※2：履修を放棄したと判断された場合 
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熊本大学科目ナンバリング 
令和６年１２月１６日 

 
 
 

１ 科目ナンバリングの導入について 

   科目ナンバリングとは、授業科目を水準等に応じた特定の番号を付与し分類するこ

とで、学修の段階や順序等を示し、各教育プログラムにおけるカリキュラムの体系性を

明示する仕組みです。 
   本制度の導入については、中央教育審議会の各種答申（「学士課程教育の構築に向け

て」、「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」）等により、教育改革へ

の対応策として導入の必要性が求められているところです。 
   また、本学の第二期中期目標・中期計画においても、教育課程の体系化を進める取組

みとして、本制度の導入について検討することとしており、今後の大学のグローバル化

を推進する上でも海外で一般的に普及している本制度の導入に取組むことは喫緊の課

題となっています。 
 
 
２ 科目ナンバリングの導入の目的及び期待される効果について 

（１）教育プログラム、難易度、学問分野を明示することで、学修の順次性を確認でき、

計画的な学習が可能となります。（シラバス等に科目ナンバリングコードを設定する

ことで、履修すべき科目等の選別が容易になります。） 
 
（２）他学部（他学科）、他大学との授業科目レベルの比較の参考となり、海外からの留

学生にとっても履修する科目の判断が容易になります。 
 
（３）カリキュラム点検のツールとして活用でき、体系的な教育プログラムの実現に向け

た改善を実施するきっかけとなります。 
 
（４）ナンバリングを学務系システムへ反映することで、管理部門（教務事務担当）にお

いても各種統計や資料作成時にナンバリングの各項目をキーとしてデータを抽出す

ることが容易となります。 
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３ 本学における科目ナンバリングの形式について 

   本学における科目ナンバリングの形式については、授業科目を提供する学部・学科等、

関連する学問分野、難易度、授業で使用される言語を示すコードにより構成します。 
    
  ＜熊本大学科目ナンバリングの形式＞ 

A BC 1 -234- 10-1 
 
 
部局コード  教育課程プログラムコード   水準コード  識別コード  学問分野コード  言語コード 

 

 ４ 各コードの定義について 

 （１）部局コード 
    部局コードは、当該授業科目を提供している学部、学環、研究科、教育部等の単位

で区分するための項目です。原則、各部局名を表記することになります。 
    コードの表記は、英字１文字として、学生番号に使用している英字表記を準用して

各部局を示します。 
 

＜部局コード分類表＞ 
コード 部局名  コード 部局名  

Ｌ 文学部 Ａ 大学院教育学研究科 
Ｅ 教育学部 Ｇ 大学院社会文化科学教育部 
Ｊ 法学部 Ｄ 大学院自然科学教育部 
Ｓ 理学部 Ｒ 大学院医学教育部 
Ｍ 医学部 Ｗ 大学院保健学教育部 
Ｐ 薬学部 Ｙ 大学院薬学教育部 
Ｔ 工学部 Ｚ 養護教諭特別別科 
Ｘ 情報融合学環 Ｖ 特別支援教育特別専攻科 
Ｋ 教養教育 
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（２）教育課程プログラムコード 
    教育課程プログラムコードは、当該授業科目を提供している学科・修士及び博士課

程・専攻等の単位で区分するための項目です。 
 
＜教育課程プログラムコード分類表＞  

部局名 学科等名 
部局 
コード 

教育課程 
コード 

文学部 

総合人間学科 Ｌ ＩＮ 

歴史学科 Ｌ ＨＩ 

文学科 Ｌ ＬＩ 

コミュニケーション情報学科 Ｌ ＣＯ 

共通科目 Ｌ ＬＸ 

 教育学部 

小学校教員養成課程 教育学（～2021 年度） Ｅ ＥＤ 

小学校教員養成課程 心理学（～2021 年度） Ｅ ＥＰ 

小学校教員養成課程 共通科目（～2021 年度） Ｅ ＥＸ 

中学校教員養成課程 国語（～2021 年度） Ｅ ＪＪ 

中学校教員養成課程 社会（～2021 年度） Ｅ ＪＣ 

中学校教員養成課程 数学（～2021 年度） Ｅ ＪＭ 

中学校教員養成課程 理科（～2021 年度） Ｅ ＪＲ 

中学校教員養成課程 音楽（～2021 年度） Ｅ ＪＯ 

中学校教員養成課程 美術（～2021 年度） Ｅ ＪＡ 

中学校教員養成課程 保健体育（～2021 年度） Ｅ ＪＨ 

中学校教員養成課程 技術（～2021 年度） Ｅ ＪＴ 

中学校教員養成課程 家庭（～2021 年度） Ｅ ＪＫ 

中学校教員養成課程 英語（～2021 年度） Ｅ ＪＥ 

中学校教員養成課程 共通科目（～2021 年度） Ｅ ＪＸ 

特別支援教育教員養成課程（～2021 年度） Ｅ ＳＰ 

養護教諭養成課程（～2021 年度） Ｅ ＹＯ 

学校教育教員養成課

程 

初等･中等教育コー

ス 

小学校専

攻 

教育 Ｅ ＰＤ 

 心理 Ｅ ＰＰ 

 共通科目 Ｅ ＰＸ 

 国語専攻 Ｅ ＰＪ 

 社会専攻 Ｅ ＰＣ 

 数学専攻 Ｅ ＰＭ 

 理科専攻 Ｅ ＰＲ 

 英語専攻 Ｅ ＰＥ 

実技系専

攻 

音楽 Ｅ ＰＯ 

 美術 Ｅ ＰＡ 

 保健体育 Ｅ ＰＨ 

 技術 Ｅ ＰＴ 

 家庭 Ｅ ＰＫ 

学校教育教員養成課程 特別支援教育コース Ｅ ＳＳ 

学校教育教員養成課程 養護教育コース Ｅ ＳＹ 

共通科目 Ｅ ＥＺ 

法学部 法学科 Ｊ ＬＡ 

理学科 数学コース Ｓ ＳＭ 
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理学部 

理学科 物理学コース Ｓ ＳＰ 

理学科 化学コース Ｓ ＳＣ 

理学科 地球環境科学コース Ｓ ＳＱ 

理学科 生物学コース Ｓ ＳＢ 

共通科目 Ｓ ＳＳ 

医学部 

医学科 Ｍ ＭＥ 

保健学科 看護学専攻 Ｍ ＨＮ 

保健学科 放射線技術科学専攻 Ｍ ＨＲ 

保健学科 検査技術科学専攻 Ｍ ＨＬ 

薬学部 
薬学科 Ｐ ＰＨ 

創薬・生命薬科学科 Ｐ ＰＬ 

共通科目 Ｐ ＰＸ 

工学部 

土木建築学科 土木工学教育プログラム Ｔ ＤＣ 

土木建築学科 地域デザイン教育プログラム Ｔ ＤＵ 

土木建築学科 建築学教育プログラム Ｔ ＤＡ 

土木建築学科 共通 Ｔ ＤＸ 

機械数理工学科 機械工学教育プログラム Ｔ ＭＥ 

機械数理工学科 機械システム教育プログラム Ｔ ＭＳ 

機械数理工学科 数理工学教育プログラム Ｔ ＭＡ 

機械数理工学科 共通 Ｔ ＭＸ 

情報電気工学科 電気工学教育プログラム Ｔ ＪＫ 

情報電気工学科 電子工学教育プログラム Ｔ ＪＳ 

情報電気工学科 情報工学教育プログラム Ｔ ＪＪ 

情報電気工学科 共通 Ｔ ＪＸ 

材料・応用化学科 応用生命化学教育プログラム Ｔ ＺＳ 

材料・応用化学科 応用物質化学教育プログラム Ｔ ＺＢ 

材料・応用化学科 物質材料工学教育プログラム Ｔ ＺＺ 

材料・応用化学科 共通 Ｔ ＺＸ 

半導体デバイス工学課程 Ｔ ＨＤ 

共通科目 Ｔ ＴＸ 

情報融合 
学環 

ＤＳ総合コース Ｘ ＸＧ 

ＤＳ半導体コース Ｘ ＸＳ 

共通科目 Ｘ ＸＸ 

教養教育 

肥後熊本学 Ｋ ＨＩ 

情報科目 Ｋ ＣＯ 

理系基礎科目 Ｋ ＳＣ 

必修外国語科目 Ｋ ＲＦ 

自由選択外国語科目 Ｋ ＳＦ 

体育・スポーツ科学科目 Ｋ ＰＨ 

リベラルアーツ科目 Ｋ ＬＩ 

現代教養科目 Ｋ ＣＩ 

キャリア科目 Ｋ ＣＡ 

Multidisciplinary Studies Ｋ ＭＵ 

日本国憲法科目 Ｋ ＪＡ 

開放科目 Ｋ ＯＰ 

大学院教養科目 Ｋ ＧＧ 
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教育学研究科 教職大学院の課程 教職実践開発専攻 Ａ ＰＳ 

社会文化 

科学教育部 

博士前期課程 法政・紛争解決学専攻 Ｇ ＭＡ 

博士前期課程 現代社会人間学専攻 Ｇ ＭＭ 

博士前期課程 文化学専攻 Ｇ ＭＣ 

博士前期課程 教授システム学専攻 Ｇ ＭＩ 

博士前期課程 共通科目 Ｇ ＭＸ 

博士後期課程 人間・社会科学専攻 Ｇ ＤＨ 

博士後期課程 文化学専攻 Ｇ ＤＣ 

博士後期課程 教授システム学専攻 Ｇ ＤＩ 

博士後期課程 共通科目 Ｇ ＤＸ 

自然科学 

教育部 

博士前期課程 理学専攻 数学コース Ｄ ＭＭ 

博士前期課程 理学専攻 物理科学コース Ｄ ＭＰ 

博士前期課程 理学専攻 化学コース Ｄ ＭＣ 

博士前期課程 理学専攻 地球環境科学コース Ｄ ＭＱ 

博士前期課程 理学専攻 生物科学コース Ｄ ＭＢ 

博士前期課程 理学専攻 共通科目 Ｄ ＭＳ 

博士前期課程 土木建築学専攻 社会基盤工学教育プログラム Ｄ ＭＥ 

博士前期課程 土木建築学専攻 地域デザイン教育プログラム Ｄ ＭＲ 

博士前期課程 土木建築学専攻 建築学教育プログラム Ｄ ＭＡ 

博士前期課程 機械システム工学専攻 機械工学教育プログラム Ｄ ＭＨ 

博士前期課程 機械システム工学専攻 機械システム教育プログラム Ｄ ＭＩ 

博士前期課程 電気電子工学専攻 電気工学教育プログラム Ｄ ＭＤ 

博士前期課程 電気電子工学専攻 電子工学教育プログラム Ｄ ＭＮ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 応用生命化学教育プログラム Ｄ ＭＬ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 応用物質化学教育プログラム Ｄ ＭＫ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 物質材料工学教育プログラム Ｄ ＭＺ 

博士前期課程 半導体・情報数理専攻 半導体システム教育プログラム Ｄ ＭＧ 

博士前期課程 半導体・情報数理専攻 情報数理教育プログラム Ｄ ＭＵ 

博士前期課程 工学系専攻 共通科目 Ｄ ＭＴ 

博士前期課程 共通科目 Ｄ ＭＸ 

博士後期課程 理学専攻 数学コース Ｄ ＤＭ 

博士後期課程 理学専攻 物理科学コース Ｄ ＤＰ 

博士後期課程 理学専攻 化学コース Ｄ ＤＣ 

博士後期課程 理学専攻 地球環境科学コース Ｄ ＤＱ 

博士後期課程 理学専攻 生物科学コース Ｄ ＤＢ 

博士後期課程 理学専攻 共通科目 Ｄ ＤＳ 

博士後期課程 工学専攻 広域環境保全工学教育プログラム Ｄ ＤＥ 

博士後期課程 工学専攻 社会環境マネジメント教育プログラム Ｄ ＤＦ 

博士後期課程 工学専攻 人間環境計画学教育プログラム Ｄ ＤＡ 

博士後期課程 工学専攻 循環建築工学教育プログラム Ｄ ＤＲ 

博士後期課程 工学専攻 先端機械システム教育プログラム Ｄ ＤＨ 

博士後期課程 工学専攻 機械知能システム教育プログラム Ｄ ＤＩ 

博士後期課程 工学専攻 機能創成エネルギー教育プログラム Ｄ ＤＤ 

博士後期課程 工学専攻 人間環境情報教育プログラム Ｄ ＤＮ 
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博士後期課程 工学専攻 物質生命化学教育プログラム Ｄ ＤＫ 

博士後期課程 工学専攻 物質材料工学教育プログラム Ｄ ＤＺ 

博士後期課程 工学専攻 共通科目 Ｄ ＤＴ 

博士後期課程 半導体・情報数理専攻 先端半導体システム教育プログラム Ｄ ＤＧ 

博士後期課程 半導体・情報数理専攻 先端情報数理教育プログラム Ｄ ＤＵ 

博士後期課程 共通科目 Ｄ ＤＸ 

医学教育部 
修士課程 医科学専攻 Ｒ ＭＭ 

博士課程 医学専攻 Ｒ ＤＭ 

共通科目 Ｒ ＣＭ 

保健学教育部 博士前期課程 保健学専攻 Ｗ ＭＨ 

博士後期課程 保健学専攻 Ｗ ＤＨ 

薬学教育部 

博士前期課程 創薬・生命薬科学専攻 Ｙ ＭＬ 

博士後期課程 創薬・生命薬科学専攻 Ｙ ＤＬ 

博士課程 医療薬学専攻 Ｙ ＤＨ 

共通科目 Ｙ ＣＭ 

養護教諭特別別科 Ｚ ＹＯ 

特別支援教育特別専攻科 Ｖ ＳＰ 
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（３）水準コード 
    水準コードは、授業科目の難易度の目安を示すための項目です。 
    コードの表記は、各科目のレベルに応じて０から７までの８段階により、１～４を

学士課程、５～７を博士前期課程（修士課程）、博士後期課程（博士課程）、専門職学
位課程のそれぞれのレベルに分類します。 

ただし、学年と水準は必ずしも一致するものではありません。（３年次向けの科目
であってもレベル２となる場合もあります。） 

    具体的な区分方法については、以下の「水準コード分類表」のとおりです。当該分
類表に基づき設定願います。 

 
＜水準コード分類表＞  

コード  定義  主な対象  

０ 卒業要件外の科目  ・資格取得のための科目  
・卒業要件外の授業科目  

１ 入門的・導入的科目  

・初年次での必修科目を含む、基礎的な教養教育
科目・共通専門基礎科目  

・各学部等で、その専門領域を初めて学ぶ学生の
ための基礎的な専門科目  

・医学部医学科の専門基礎科目 

２ 中級レベルの科目  
・発展的内容を扱う教養教育科目  
・発展・応用レベルの内容を扱う専門科目 
・医学部医学科の基礎医学科目 

３ 高度な内容を扱う科目  
・より高度な内容を扱う教養教育科目  
・実践的・専門的に高度な内容を扱う専門科目  
・医学部医学科の臨床医学科目（系統講義） 

４ 学士課程卒業レベルの 
科目  

・学士課程で学修する最終段階の水準の科目  
・卒論ゼミ、卒業演習、卒業論文、卒業研究等  
・医学部医学科の臨床実習（ポリ・クリ）・特別臨

床実習（クリ・クラ） 

５ 大学院レベルの科目  

・大学院学生を対象とする教養教育科目  
・実践的・専門的に極めて高度な内容を扱う大学

院での授業科目  
・６年制学士課程、専門職学位課程において高度

専門職に必要な極めて高度な実践的・専門的内
容を扱う科目  

６ 
大学院博士前期課程（修
士課程）・専門職学位課程
修了レベルの科目  

・大学院博士前期課程（修士課程）・専門職学位課
程で学修する最終段階の水準の科目  

・修士論文など  

７ 大学院博士後期課程 
（博士課程）  

・大学院博士後期課程で学修する科目  
・博士論文など  

 
（４）識別コード 

    識別コードは、授業科目を識別するための項目です。 
    コードの表記は、数字３ケタで表記し、各部局において任意に設定願います。 
 
（５）学問分野コード 

    学問分野コードは、授業科目の属する学問分野を示すための項目です。 
    コードの表記は、数字２ケタとして、科研費「系・分野・分科細目表」の分科の区

分を基本として分類します。  
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＜学問分野コード分類表＞  
コード 分野名 コード 分野名 コード 分野名 

０９ 外国語 ３８ 経済学 ６７ 生物科学 
１０ 情報学 ３９ 経営学 ６８ 病態学 
１１ 計算基盤 ４０ 社会学 ６９ 総合医学 
１２ 人間情報学 ４１ 心理学 ７０ 生産環境農学 
１３ 情報学フロンティア ４２ 教育学 ７１ 農芸化学 
１４ 環境解析学 ４３ ナノ・マイクロ科学 ７２ 森林圏科学 
１５ 環境保全学・創成学 ４４ 応用物理学 ７３ 水圏応用科学 
１６ デザイン学 ４５ 量子ビーム科学 ７４ 社会経済農学 
１７ 生活科学 ４６ 計算科学 ７５ 農業工学 
１８ 科学教育・教育工学 ４７ 数学 ７６ 動物生命科学 
１９ 科学社会学 ４８ 天文学 ７７ 境界農学 
２０ 博物館学 ４９ 物理学 ７８ 薬学 
２１ 地理学 ５０ 地球惑星科学 ７９ 基礎医学 
２２ 社会安全システム科学 ５１ プラズマ科学 ８０ 境界医学 
２３ 人間医工学 ５２ 基礎化学 ８１ 社会医学 
２４ 健康・スポーツ科学 ５３ 複合化学 ８２ 内科系臨床医学 
２５ 生体分子科学 ５４ 材料化学 ８３ 外科系臨床医学 
２６ コミュニケーション学 ５５ 機械工学 ８４ 歯学 
２７ 地域研究学 ５６ 電子電気工学 ８５ 看護学 
２８ ジェンダー・観光学 ５７ 土木工学 ８６ 内科学 
２９ 哲学 ５８ 建築学 ８７ 外科学 
３０ 芸術学 ５９ 材料工学 ８８ 成育医学 

３１ 文学 ６０ プロセス・化学工学 ８９ 感覚・運動科学 

３２ 言語学 ６１ 総合工学 ９０ 脳・神経・精神科学 

３３ 歴史学 ６２ 臨床医学 ９１ 検査医学 
３４ 人文地理学 ６３ 分子細胞生物学 ９２ 放射線技術科学 
３５ 文化人類学 ６４ 生体構造学 ９３ 放射線医学 

３６ 法学 ６５ 生体機能学 ９９ その他 

３７ 政治学 ６６ 感染免疫学   

 
（６）言語コード 

    言語コードは、授業科目で使用する言語を示すための項目です。 
    コードの表記は、数字１ケタとして、以下のとおり区分します。 
    ０：全て日本語で実施 
    １：全て英語で実施 
    ２：日本語及び英語によるバイリンガルで実施 
    ３：全て英語以外の外国語で実施 
    ４：英語以外の外国語及び日本語によるバイリンガルで実施 
    ５：その他の言語の組み合わせで実施 
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コ ース 哲学 心理学

年次 科目名 必選区分 必選区分 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1 哲学概論Ⅰ 必須  選択4単位（ ※） 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 必須 2.0 ◎ ◎

1 倫理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 2.0 ○ ◎

1 文化人類学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 地域社会学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 民俗学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 史学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本史概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 アジア史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イツ語圏・ フ ランス語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 現代文化資源学入門 2.0 ◎ ◎

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

2 人間科学基礎演習 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 哲学概論ⅡA 必須 2.0 ◎ ◎

2 哲学概論ⅡB 必須 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 論理学 必須 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 哲学演習ⅠＡ １ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 哲学演習ⅠＡ ２ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 哲学演習ⅠＡ ３ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 哲学演習ⅠＢ １ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 哲学演習ⅠＢ ２ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 哲学演習ⅠＢ ３ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 知覚・ 認知心理学 必須 2.0 ○ ○ ○ ○ ◎

2 心理学研究法 必須 2.0 ○ ◎ ◎ ○ ◎

2 心理学統計法 必須 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○

2 心理学演習Ⅰ 必須 2.0 ◎ ○

2/3 哲学特殊講義Ａ 2.0 ◎ ◎

2/3 哲学特殊講義Ｂ 2.0 ◎ ◎

2/3 哲学特殊講義Ｃ 2.0 ◎ ◎

2/3 哲学特殊講義Ｄ 2.0 ◎ ◎

2/3 哲学特殊講義Ｅ 2.0 ◎ ◎

2/3 哲学特殊講義Ｆ 2.0 ◎ ◎

2/3 哲学特殊講義Ｇ 2.0 ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＡ １ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＡ ２ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＡ ３ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＢ １ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＢ ２ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＢ ３ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＣ １ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＣ ２ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＣ ３ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＤ １ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＤ ２ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 哲学演習ⅡＤ ３ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 神経・ 生理心理学 必須 2.0 ○ ○ ○ ○ ◎

2/3 心理学特殊講義Ａ 2.0

2/3 心理学特殊講義Ｂ 2.0

2/3 心理学特殊講義Ｃ 2.0

4 人間科学上級演習Ａ １ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 人間科学上級演習Ａ ２ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 人間科学上級演習Ｂ １ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 人間科学上級演習Ｂ ２ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 心理学実験Ⅰ 必須 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

3 心理学実験Ⅱ 必須 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

3 心理学演習ⅡＡ －１ 2.0 ◎ ○

3 心理学演習ⅡＡ －２ 2.0 ◎ ○

3 心理学演習ⅡＡ －３ 2.0 ◎ ○

3 心理学演習ⅡＡ －４ 2.0 ◎ ○

3 心理学演習ⅡＢ －１ 2.0 ◎ ○

3 心理学演習ⅡＢ －２ 2.0 ◎ ○

3 心理学演習ⅡＢ －３ 2.0 ◎ ○

3 心理学演習ⅡＢ －４ 2.0 ◎ ○

3 心理学演習ⅡＣ －１ 2.0 ◎ ○

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅰ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅱ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅲ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅳ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅴ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅵ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅶ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅷ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅸ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅰ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅱ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅲ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅳ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅴ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅵ 2.0 〇 ◎ ◎

3 課題研究Ⅰ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 課題研究Ⅱ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 課題研究Ⅲ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 卒業論文 必修 必修 必修 8.0 ◎ ◎ ◎ ◎

専門教育

文学部人文科学科 人間科学コ ース カ リ キュ ラムマッ プ

人間科学コ ース

選択

4単位

選択

4単位

専門基礎科目 選択

12単位

選択

4単位

選択

4単位

（ ※）

学修成果

選択

6単位

選択

6単位

選択

10単位

選択

8単位

選択

8単位

選択

2単位

専門科目

基盤科目

展開科目

選択

16単位

設置等の趣旨（資料）－62
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コ ース 倫理学 社会学 文化人類学

年次 科目名 必選区分 必選区分 必選区分 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1 倫理学概論 必須 選択4単位（ ※1） 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 必須 2.0 〇 ◎ 〇

1 文化人類学概論 必須 2.0 ◎ ◎ ◎

1 哲学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 2.0 ◎ ◎

1 地域社会学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 民俗学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 史学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本史概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 アジア史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イ ツ語圏・ フ ラ ンス語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 現代文化資源学入門 2.0 ◎ ◎

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

2 社会調査法概説 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

2 社会人間学演習 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○ ○

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅰ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅱ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅲ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅳ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅴ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅵ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅶ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅷ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅸ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅰ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅱ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅲ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅳ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅴ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅵ 2.0 〇 ◎ ◎

3 社会調査実習Ⅰ 2.0 ◎ ○

3 社会調査実習Ⅱ 2.0 ◎ ○

3 倫理学演習A-Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 倫理学演習A-Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 倫理学演習B-Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 倫理学演習B-Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 倫理学応用演習A-Ⅰ 2.0 ◎ 〇 〇

3 倫理学応用演習A-Ⅱ 2.0 ◎ 〇 〇

3 倫理学応用演習B-Ⅰ 2.0 ◎ 〇 〇

3 倫理学応用演習B-Ⅱ 2.0 ◎ 〇 〇

3 社会学演習A-Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ○ ○

3 社会学演習A-Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ○ ○

4 社会学演習A-Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ○ ○

4 社会学演習A-Ⅳ 2.0 ◎ ◎ ○ ○

3 社会学演習B-Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ○ ○

3 社会学演習B-Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ○ ○

4 社会学演習B-Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ○ ○

4 社会学演習B-Ⅳ 2.0 ◎ ◎ ○ ○

3 社会学演習C-Ⅰ 2.0 ◎ ◎ 〇 〇

3 社会学演習C-Ⅱ 2.0 ◎ ◎ 〇 〇

4 社会学演習C-Ⅲ 2.0 ◎ ◎ 〇 〇

4 社会学演習C-Ⅳ 2.0 ◎ ◎ 〇 〇

3 現代社会分析演習 2.0 ◎ ○

3 文化人類学演習Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎  〇

3 文化人類学演習Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ◎  〇

3 文化人類学演習Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ◎  〇

3 文化人類学演習Ⅳ 2.0 ◎ ◎ ◎  〇

3 文化人類学応用演習Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎  〇

3 文化人類学応用演習Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ◎  〇

3 文化人類学応用演習Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ◎  〇

3 文化人類学応用演習Ⅳ 2.0 ◎ ◎ ◎  〇

4 社会人間学応用演習A-Ⅰ 2.0 ◎ 〇 〇

4 社会人間学応用演習A-Ⅱ 2.0 〇 ◎ ◎ 〇

4 社会人間学応用演習B 2.0 ◎ 〇 〇

3 課題研究Ⅰ 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 課題研究Ⅱ 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 課題研究Ⅲ 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 卒業論文 必修 必修 必修 必修 8.0 ◎ ◎ ◎ ◎

文学部人文科学科 社会人間学コ ース カ リ キュ ラムマッ プ

選択

12単位

選択

4単位

専門基礎科目

学修成果

選択

4単位（ ※1）

社会人間学コ ース

選択

6単位

選択

4単位

（ ※1）

選択

6単位

選択

4単位

（ ※1）

選択

6単位

基盤科目

専門科目

展開科目

専門教育

選択

10単位

選択

14単位

選択

8単位

（ ※履修モデ

ルメ イ ン科

目）

選択

6単位

（ ※2）

選択

10単位

選択

10単位

選択

10単位

選択

8単位

（ ※履修モデ

ルメ イ ン科

目）

選択

6単位（ ※2）

選択

6単位

（ ※2）

選択

６ 単位

（ ※2）

選択

8単位

（ ※履修

モデルメ

イ ン 科

目）

選択

6単位

（ ※2）

選択

6単位

（ ※2）
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コ ース 地域社会学 民俗学 地理学

年次 科目名 必選区分 必選区分 必選区分 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1 地域社会学概論Ⅰ 必須 選択4単位（ ※1） 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 民俗学概論Ⅰ 必須 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 必須 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○

1 哲学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 2.0 ◎ ◎

1 倫理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 2.0 ○ ◎

1 文化人類学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 史学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本史概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 アジア史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イ ツ語圏・ フ ラ ン ス語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 現代文化資源学入門 2.0 ◎ ◎

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

2 社会調査法概説 必須 必須 2.0 ○ ◎ ○

2 地域社会学概論Ⅱ 必須 選択4単（ ※2） 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2 地域社会分析演習 必須 2.0 ◎ ○ ○ ◎ ○

2 地理調査法概説 選択4単（ ※2） 必須 2.0 ◎ ○

2 民俗学概論Ⅱ 必須 選択6単位（ ※２ ） 2.0 ◎ ◎

2 人文地理学 必須 2.0 ◎ ○ ○ ○ ○

2 自然地理学Ⅰ 必須 2.0 ○ ◎

2 地誌学 2.0 ◎

2 基層文化論演習 必須 2.0 ◎ ◎

2 地域文化論演習 必須 2.0 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

3 社会調査実習Ａ １ 必修 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

3 社会調査実習Ａ ２ 必修 2.0 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

3 社会調査実習Ｂ １ 必修 2.0 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

3 社会調査実習Ｂ ２ 必修 2.0 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

3 地理調査実習１ 必修 2.0 ◎ ○

3 地理調査実習２ 必修 2.0 ◎ ○

3 地域科学演習Ａ １ 必須 4.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

4 地域科学演習Ａ ２ 必須 4.0 ○ ◎ ○ ○

3 地域科学演習Ｂ １ 必須 4.0 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

4 地域科学演習Ｂ ２ 必須 4.0 ○ ○ ◎

3 地域科学演習Ｃ １ 必須 4.0 ◎ ○ ○

3 地域科学演習Ｃ ２ 必須 4.0 ◎ ○

4 地域科学演習Ｃ ３ 必須 4.0 ◎ ○ ○

4 地域科学演習Ｃ ４ 必須 4.0 ◎ ○

3 地域分析論演習 2.0 ◎

3 自然地理学Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 地域科学特殊講義Ａ １ 2.0 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

2/3 地域科学特殊講義Ａ ２ 2.0 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

2/3 地域科学特殊講義Ｂ １ 2.0 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

2/3 地域科学特殊講義Ｂ ２ 2.0 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

2/3 地域科学特殊講義Ｂ ３ 2.0 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎

2/3 地域科学特殊講義Ｂ ４ 2.0 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

2/3 地域科学特殊講義Ｃ １ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2/3 地域科学特殊講義Ｃ ２ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

4 地域科学応用演習 2.0 ○ ◎ ○ ○

3 社会学演習Ａ －Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

3 社会学演習Ａ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

4 社会学演習Ａ －Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

4 社会学演習Ａ －Ⅳ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

3 社会学演習Ｂ －Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

3 社会学演習Ｂ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

4 社会学演習Ｂ －Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

4 社会学演習Ｂ －Ⅳ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

3 社会学演習Ｃ －Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

3 社会学演習Ｃ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

4 社会学演習Ｃ －Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

4 社会学演習Ｃ －Ⅳ 2.0 ◎ ◎ 〇 〇

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅰ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅱ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅲ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅳ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅴ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅵ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅶ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅷ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ａ －Ⅸ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅰ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅱ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅲ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅳ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅴ 2.0 〇 ◎ ◎

2 社会人間学特殊講義Ｂ －Ⅵ 2.0 〇 ◎ ◎

3 課題研究Ⅰ 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

3 課題研究Ⅱ 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

4 課題研究Ⅲ 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

4 卒業論文 必修 必修 必修 必修 8.0 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

専門基礎科目

選択

4単位（ ※1）

選択

4単位

選択

4単位

（ ※1）

選択

4単位

（ ※1）

選択6単位

選択

12単位

選択

6単位

選択

2単位
選択

2単位

必修

（ ※社会

調査実習

又は地理

調査実習

を選択）

選択

24単位

専門教育

展開科目

専門科目

選択

2単位

文学部人文科学科 地域科学コ ース カ リ キュ ラ ムマッ プ

基盤科目

選択

6単位

（ ※2）

選択

6単位

選択4単位

（ ※2）

選択

6単位

（ ※2）

選択6単位

選択

12単位

学修成果地域科学コ ース

設置等の趣旨（資料）－64



コ ース 日本史学 考古学

年次 科目名 必選区分 必選区分 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎

1 史学概論 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

1 日本史概説Ⅰ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎

1 アジア史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

1 哲学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 2.0 ◎ ◎

1 倫理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 2.0 〇 ◎ 〇

1 文化人類学概論 2.0 ◎ ◎ ◎

1 地域社会学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 民俗学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イ ツ語圏・ フ ラ ンス語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 現代文化資源学入門 2.0 ◎ ◎

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

1 博物館概論 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎

2 博物館資料論 必修 必修 必修 2.0 ◎ ○

2 日本史概説Ⅱ 選択8単位（ ※1） 2.0 ○ ◎

2 考古学概説Ⅱ 2.0 ○ ◎

2 歴史資料学実習Ａ －Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○

2 歴史資料学実習Ａ －Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○ ○

2 歴史資料学実習Ｂ －Ⅰ 2.0 ◎ ○

2 歴史資料学実習Ｂ －Ⅱ 2.0 ◎ ○

2 歴史資料学演習Ａ －Ⅰ 必須 2.0 ◎ ◎

2 歴史資料学演習Ａ －Ⅱ 必須 2.0 ◎ ○

3 歴史資料学演習Ａ －Ⅲ 必須 2.0 〇 ◎

3 歴史資料学演習Ａ －Ⅳ 必須 2.0 ◎ ◎

2/3 歴史資料学特殊講義Ａ －Ⅰ 2.0 ◎

3 歴史資料学特殊講義Ａ －Ⅱ 2.0 〇 ◎ 〇

3 歴史資料学特殊講義Ａ －Ⅲ 2.0 ◎

3 歴史資料学特殊講義Ａ －Ⅳ 2.0 ◎

3 歴史資料学特殊講義Ａ －Ⅴ 2.0 ◎

3 歴史資料学特殊講義Ａ －Ⅵ 2.0 ◎

3 歴史資料学野外実習Ａ 必須 4.0 ◎ ○

3 歴史資料学演習Ｂ －Ⅰ 必須 2.0 ◎ ◎

3 歴史資料学演習Ｂ －Ⅱ 必須 2.0 ◎ ○

2 歴史資料学演習Ｂ －Ⅲ 必須 2.0 〇 ◎

2 歴史資料学演習Ｂ －Ⅳ 必須 2.0 ◎ ◎

2/3 歴史資料学特殊講義Ｂ －Ⅰ 2.0 ○ ◎

2/3 歴史資料学特殊講義Ｂ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2/3 歴史資料学特殊講義Ｂ －Ⅲ 2.0 ○ ◎

3 歴史資料学特殊講義Ｂ －Ⅳ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 歴史資料学特殊講義Ｂ －Ⅴ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 歴史資料学特殊講義Ｂ －Ⅵ 2.0 ○ ◎

3 歴史資料学特殊講義Ｂ －Ⅶ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 歴史資料学野外実習Ｂ －Ⅰ 必須 4.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

3 歴史資料学野外実習Ｂ －Ⅱ 必須 4.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

3 課題研究Ⅰ 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

3 課題研究Ⅱ 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

4 課題研究Ⅲ 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

4 卒業論文 必修 必修 必修 8.0 ○ ◎ ○

文学部 人文科学科 歴史資料学コ ース カ リ キュ ラムマッ プ

選択

4単位

選択

6単位

歴史資料学コ ース

選択

6単位

選択

8単位

選択

24単位

選択

8単位

（ ※1）

選択

4単位

選択

8単位（ ※1）

選択

8単位（ ※1）

専門基礎科目

基盤科目

選択

6単位

専門教育

専門科目

展開科目

学修成果

選択

4単位

選択

8単位

設置等の趣旨（資料）－65



コ ース アジア史学 西洋史学 文化史学

年次 科目名 必選区分 必選区分 必選区分 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎

1 史学概論 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

1 アジア史概説Ⅰ 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ○ ○

1 日本史概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 哲学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 2.0 ◎ ◎

1 倫理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 2.0 〇 ◎ 〇

1 文化人類学概論 2.0 ◎ ◎ ◎

1 地域社会学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 民俗学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イ ツ 語圏・ フ ラ ン ス語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 現代文化資源学入門 2.0 ◎ ◎

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

2 アジア史概説Ⅱ 必須 2.0 ○ ◎ ○ ○

2 超域歴史学基礎演習Ｃ 必須 2.0 ◎ ◎

2 超域歴史学講読Ｃ 必須 2.0 ◎ ○

2 西洋史概説Ⅱ 必須 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2 超域歴史学基礎演習Ｄ －Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

2 超域歴史学基礎演習Ｄ －Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○

2 超域歴史学講読Ｄ －Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

2 超域歴史学講読Ｄ －Ⅱ 2.0 ◎ ○ ○

2 文化史概説Ⅱ 必須 2.0 ◎ ◎ ◎

2 超域歴史学基礎演習Ｅ －Ⅰ 2.0 ◎ ○

2 超域歴史学基礎演習Ｅ －Ⅱ 2.0 ◎ ○

2 超域歴史学講読Ｅ －Ⅰ 2.0 ◎ ◎ 〇

2 超域歴史学講読Ｅ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎ 〇

3 超域歴史学演習Ｃ －Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

3 超域歴史学演習Ｃ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎

3 超域歴史学演習Ｃ －Ⅲ 2.0 ◎

3 超域歴史学演習Ｃ －Ⅳ 2.0 ◎

3 超域歴史学特殊講義Ｃ －Ⅰ 2.0 ◎ ◎

3 超域歴史学特殊講義Ｃ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎

2/3 超域歴史学特殊講義Ｃ －Ⅲ 2.0 ○ ◎ ○

3 超域歴史学演習Ｄ －Ⅰ 2.0 ◎ 〇 ◎

3 超域歴史学演習Ｄ －Ⅱ 2.0 ◎ 〇 ◎

3 超域歴史学演習Ｄ －Ⅲ 2.0 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

3 超域歴史学演習Ｄ －Ⅳ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

3 超域歴史学演習Ｄ －Ⅴ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

3 超域歴史学演習Ｄ －Ⅵ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

3 超域歴史学演習Ｄ －Ⅶ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2/3 超域歴史学特殊講義Ｄ －Ⅰ 2.0 ◎ ◎

2/3 超域歴史学特殊講義Ｄ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎

2/3 超域歴史学特殊講義Ｄ －Ⅲ 2.0 ◎ ◎

2/3 超域歴史学特殊講義Ｄ －Ⅳ 2.0 ◎ ◎

3 超域歴史学演習Ｅ －Ⅰ 2.0 ◎ ◎

3 超域歴史学演習Ｅ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎

3 超域歴史学演習Ｅ －Ⅲ 2.0 ◎ ○

3 超域歴史学演習Ｅ －Ⅳ 2.0 ◎ ○

3 超域歴史学特殊講義Ｅ －Ⅰ 2.0 ◎ ◎

2 超域歴史学特殊講義Ｅ －Ⅱ 2.0 ◎ ◎

3 超域歴史学特殊講義Ｅ －Ⅲ 2.0 ◎ ○ ○

2 超域歴史学特殊講義Ｅ －Ⅳ 2.0 ◎ ○ ○

3 課題研究Ⅰ 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

3 課題研究Ⅱ 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

4 課題研究Ⅲ 必修 必修 必修 必修 2.0 ○ ◎ ○

4 卒業論文 必修 必修 必修 必修 8.0 〇 ○ ◎ 〇

専門教育

選択

4単位

選択

2単位

選択

4単位

選択

4単位

選択

2単位

選択

10単位

選択

16単位

選択

10単位

（ ※2）

選択

4単位

選択

2単位

学修成果超域歴史学コ ース

基盤科目

専門基礎科目

専門科目

文学部 人文科学科  超域歴史学コ ース カ リ キュ ラムマッ プ

選択

4単位

選択

4単位

（ ※1）

展開科目

選択

10単位

（ ※2）

選択

4単位

選択

8単位

選択

4単位

選択

4単位

選択

4単位

選択

4単位

選択

8単位

選択

4単位

（ ※1）

選択

2単位

選択

2単位

選択

4単位

設置等の趣旨（資料）－66



コ ース 日本語日本文学 中国語中国文学

年次 科目名 必選区分 必選区分 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イ ツ 語圏・ フ ラ ン ス語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 哲学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 2.0 ◎ ◎

1 倫理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 2.0 〇 ◎ 〇

1 文化人類学概論 2.0 ◎ ◎ ◎

1 地域社会学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 民俗学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 史学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本史概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 アジア史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

1 現代文化資源学入門 2.0 ◎ ◎

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

2 中国文学史Ⅰ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎

2 日本語学概論Ⅰ 2.0 ○ ◎

2 日本語学概論Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○

2 日本文学概論Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

2 日本文学概論Ⅱ 2.0 ◎ ○ ○

2 中国文学史Ⅱ 2.0 ○ ◎

2 中国語学概論 2.0 ◎ ◎

2 中国語会話 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2 中国語作文 2.0 ◎ ○

2 日本語学基礎演習Ⅰ 2.0 ◎ ○

2 日本語学基礎演習Ⅱ 2.0 ◎ ○

3 日本語学演習Ⅰ 2.0 ◎ ○

3 日本語学演習Ⅱ 2.0 ◎ ○

2/3 日本語学特殊講義Ⅰ 2.0 ○ ◎

2/3 日本語学特殊講義Ⅱ 2.0 ◎ ○

2/3 日本語学特殊講義Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ○

2 日本文学基礎演習Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

2 日本文学基礎演習Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○

3 日本文学演習Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

3 日本文学演習Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○

3 日本文学演習Ⅲ 2.0 ○ ◎ ○

2/3 日本文学特殊講義Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

2/3 日本文学特殊講義Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○

2/3 日本文学特殊講義Ⅲ 2.0 ○ ◎ ○ ○

2/3 中国語中国文学演習Ａ １ 2.0 ◎ ◎

2/3 中国語中国文学演習Ａ ２ 2.0 ◎ ◎

2/3 中国語中国文学演習Ａ ３ 2.0 ◎ ◎

2/3 中国語中国文学演習Ａ ４ 2.0 ◎ ◎

2/3 中国語中国文学演習Ｂ １ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2/3 中国語中国文学演習Ｂ ２ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2/3 中国語中国文学演習Ｂ ３ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2/3 中国語中国文学演習Ｂ ４ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2/3 中国語中国文学演習Ｃ １ 2.0 ○ ◎ ◎ ○

2/3 中国語中国文学演習Ｃ ２ 2.0 ○ ◎ ◎ ○

2/3 中国語中国文学演習Ｃ ３ 2.0 ○ ◎ ◎ ○

2/3 中国語中国文学演習Ｃ ４ 2.0 ○ ◎ ◎ ○

2/3 中国語中国文学特殊講義Ⅰ 2.0 ◎ ◎

2/3 中国語中国文学特殊講義Ⅱ 2.0 ◎ ◎

2/3 中国語中国文学特殊講義Ⅲ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

3 課題研究Ⅰ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ○ ○

4 課題研究Ⅱ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎

4 課題研究Ⅲ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎

4 卒業論文 必修 必修 必修 8.0 ◎ ◎

選択

20単位

選択

20単位

専門教育

専門科目

展開科目

選択

12単位

基盤科目

選択

12単位

選択

20単位

文学部人文科学科 東アジア言語文化学コ ース カ リ キュ ラムマッ プ

学修成果東アジア言語文化学コ ース

選択

8単位

選択

10単位

選択

8単位

専門基礎科目 選択

12単位

設置等の趣旨（資料）－67



  コ ース 英語英米文学 独語独文学 仏語仏文学

年次 科目名 必選区分 必選区分 必選区分 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イ ツ語圏・ フ ラ ン ス語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 哲学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 2.0 ◎ ◎

1 倫理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 2.0 〇 ◎ 〇

1 文化人類学概論 2.0 ◎ ◎ ◎

1 地域社会学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 民俗学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 史学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本史概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 アジア史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

1 現代文化資源学入門 2.0 ◎ ◎

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

2 英語学概論 選択2単位（ ※2） 2.0 ○ ◎

2 英文学史Ⅰ 2.0 ◎ ◎

3 英文学史Ⅱ 2.0 ◎ ◎

2 英会話 2.0 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

3 英作文 2.0 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

2 独語学概論 2.0 〇 ◎ ○

2 独文学史 選択2単（ ※1）
選択2単位（ ※

1）
2.0 ◎ ○ 〇 ○ ○

2 独語独文学基礎演習Ａ １ 2.0 〇 ◎ ◎ 〇

2 独語独文学基礎演習Ａ ２ 2.0 〇 ◎ ◎ 〇

2 仏文学史 選択2単（ ※1） 選択2単位（ ※1） 2.0 ◎ ○

2 仏語仏文学基礎演習Ａ １ 2.0 ○ ◎ ○ ◎

2 仏語仏文学基礎演習Ａ ２ 2.0 ○ ◎ ○ ◎

2 英語学演習Ａ 2.0 〇 〇 ◎

3 英語学演習Ｂ 2.0 〇 ○ ◎

２ 英文学演習Ａ 2.0 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

3 英文学演習Ｂ 2.0 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

2 米文学演習Ａ 2.0 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

3 米文学演習Ｂ 2.0 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

3 英文学特殊講義 2.0 ◎ 〇 〇 〇

2 米文学特殊講義Ａ 2.0 ◎ 〇 〇 〇

3 米文学特殊講義Ｂ 2.0 ◎ 〇 〇 〇

2 独語独文学演習Ａ １ 2.0 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

3 独語独文学演習Ａ ２ 2.0 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

3 独語独文学演習Ｂ １ 2.0 〇 ◎ ◎ 〇

3 独語独文学演習Ｂ ２ 2.0 〇 ◎ ◎ 〇

2 独語独文学特殊講義Ａ 2.0 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

3 独語独文学特殊講義Ｂ 2.0 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

2/3 独語独文学特殊講義C 2.0 ◎ ○ ○

2/3 ド イ ツ語圏文化論演習 2.0 〇 ◎ 〇 〇

3 仏語仏文学演習Ａ １ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

3 仏語仏文学演習Ａ ２ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学演習Ｂ １ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学演習Ｂ ２ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学演習Ｂ ３ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学演習Ｂ ４ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

3 仏語仏文学演習Ｃ １ 2.0 ○ ◎ ○ ◎

3 仏語仏文学演習Ｃ ２ 2.0 ○ ◎ ○ ◎

2/3 仏語仏文学特殊講義Ａ 2.0 ◎ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学特殊講義Ｂ 2.0 ◎ ○ ○ ○

2 フ ラ ンス語圏文化論演習 2.0 ◎ ◎

3 課題研究Ⅰ 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ○ ○ ○

4 課題研究Ⅱ 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ○ ○ ○

4 課題研究Ⅲ 必修 必修 必修 必修 2.0 ◎ ○ ○ ○

4 卒業論文 必修 必修 必修 必修 8.0 ◎ ◎ 〇 〇

選択

10単位

選択

６ 単位

基盤科目

選択

16単位

選択

16単位

選択

８ 単位

選択

8単位

選択

16単位

 選択2単位（ ※1）
選択2単位（ ※

1）

選択2単位

（ ※2）

選択2単位

（ ※2）

文学部 人文科学科 欧米言語文化学コ ース カリ キュ ラムマッ プ

専門基礎科目 選択

12単位

選択

12単位

選択

12単位

選択

12単位

学修成果欧米言語文学コ ース

専門教育

専門科目

展開科目

選択

16単位

設置等の趣旨（資料）－68



コ ース 比較文学 国際文化学

年次 科目名 必選区分 必選区分 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イ ツ 語圏・ フ ラ ン ス語圏文化論 2 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2 ○ ◎ ○

1 哲学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 2.0 ◎ ◎

1 倫理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 2.0 〇 ◎ 〇

1 文化人類学概論 2.0 ◎ ◎ ◎

1 地域社会学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 民俗学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 史学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本史概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 アジア史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

1 現代文化資源学入門 2.0 ◎ ◎

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

2 比較文学概論Ⅰ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ○ ○

2 比較文学概論Ⅱ 2.0 ◎ ○ ○

2 比較文学基礎演習Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2 比較文学基礎演習Ⅱ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2 比較文学基礎演習Ⅲ 2.0 ◎ ○ ○

2 国際文化学概論 必修 必修 必修 2.0 〇 〇 ◎

2 国際文化学基礎演習Ⅰ 2.0 〇 ◎

2 国際文化学基礎演習Ⅱ 2.0 〇 ◎

2 世界文学論 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2/3 比較文学演習Ⅰ 2.0 ◎ ◎

2/3 比較文学演習Ⅱ 2.0 ◎ ◎

2 比較文学特殊講義Ⅰ 選択16単位（ ※2） 2.0 ◎ ○

2 比較文学特殊講義Ⅱ 2.0 ◎ ○ ○

2/3 国際文化学演習Ⅰ 2.0 〇 〇 ◎

2/3 国際文化学演習Ⅱ 2.0 〇 〇 ◎

2/3 国際文化学演習Ⅲ 2.0 ◎ ◎

2 外国語演習Ａ １ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

2 外国語演習Ａ ２ 2.0 ◎ ○

2 外国語演習Ｂ １ 2.0 〇 ◎ ◎ 〇

2 外国語演習Ｂ ２ 2.0 〇 〇 〇 ◎ ◎

2 外国語演習Ｃ １ 2.0 〇 ◎ 〇 ◎

2 外国語演習Ｃ ２ 2.0 〇 〇 ◎

2/3 国際文化学特殊講義Ⅰ  選択16単位（ ※1） 2.0 〇 ◎

2/3 国際文化学特殊講義Ⅱ 2.0 〇 ◎

2/3 国際文化学特殊講義Ⅲ 2.0 〇 ◎

2/3 日本文学特殊講義Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

2/3 日本文学特殊講義Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○

2/3 日本文学特殊講義Ⅲ 2.0 ○ ◎ ○ ○

2/3 中国語中国文学演習Ｃ ２ 2.0 ○ ◎ ◎ ○

2 英語学演習Ａ 2.0 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

3 英文学特殊講義 2.0 ◎ ◎

2 米文学特殊講義Ａ 2.0 ◎ ◎

3 米文学特殊講義Ｂ 2.0 ◎ 〇 〇 〇

3 独語独文学演習Ｂ １  選択16単位（ ※2） 2.0 ◎ 〇 ○ ○

3 独語独文学演習Ｂ ２ 2.0 ◎ 〇 ○ ○

2 独語独文学特殊講義Ａ 2.0 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

3 独語独文学特殊講義Ｂ 2.0 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

2/3 独語独文学特殊講義C 2.0 ◎ ○ ○

2/3 仏語仏文学演習Ｂ １ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学演習Ｂ ２ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学演習Ｂ ３ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学演習Ｂ ４ 2.0 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学特殊講義Ａ 2.0 ◎ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学特殊講義Ｂ 2.0 ◎ ○ ○ ○

3 課題研究Ⅰ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

3 課題研究Ⅱ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

4 課題研究Ⅲ 必修 必修 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

4 卒業論文 必修 必修 必修 8.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

文学部 人文科学科 多言語文化学コ ース カ リ キュ ラムマッ プ

選択

6単位

（ ※1）

専門科目

専門教育

展開科目

学修成果

選択

12単位

選択

16単位

（ ※1）

 選択16単位（ ※2）

選択

16単位

（ ※2）

選択

16単位

選択

6単位

（ ※1）

選択

16単位

（ ※1）

選択

16単位

（ ※2）

選択

16単位（ ※2）

選択

16単位

（ ※1）

基盤科目

専門基礎科目 選択

12単位

選択

6単位

（ ※1）

選択

6単位

（ ※1）

選択

6単位

多言語文化学コ ース

選択

12単位

設置等の趣旨（資料）－69



現代文化資源学

年次 科目名 必選区分 単位数 1 2 3 4 5 6 7

1 文章作成演習 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1 現代文化資源学入門 必修 2.0 ◎ ◎

1 哲学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 心理学概論 2.0 ◎ ◎

1 倫理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 社会学概論 2.0 〇 ◎ 〇

1 文化人類学概論 2.0 ◎ ◎ ◎

1 地域社会学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

1 民俗学概論Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 地理学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 史学概論 2.0 ○ ◎ ○

1 日本史概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 考古学概説Ⅰ 2.0 ◎ ◎

1 アジア史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

1 西洋史概説Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

1 文化史概説Ⅰ 2.0 ◎ ○ ○

1 日本語日本文学入門 2.0 ○ ◎

1 中国語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 英語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 ド イ ツ 語圏・ フ ラ ンス語圏文化論 2.0 ◎ ◎

1 比較文学・ 国際文化学入門 2.0 ○ ◎ ○ ○

2 ギリ シア語Ａ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 ギリ シア語Ｂ 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 キャ リ ア支援 2.0 ◎ ◎

2 現代文化資源学基礎演習Ⅰ 必修 2.0 ○ ◎

2 現代文化資源学基礎演習Ⅱ 必修 2.0 ○ ◎

2 現代文化資源学概論Ⅰ 必修 2.0 ◎ ◎ ◎

2 現代文化資源学概論Ⅱ 必修 2.0 ◎ ◎ ◎

2 メ ディ ア論 2.0 ◎ ○

2 現代文化資源学実習A 2.0 ○ ○ ◎ ◎

2 現代文化資源学実習B 2.0 ○ ○ ◎ ◎

3 キャ リ アデザイ ン 実習 2.0 ◎ 〇 〇 ◎

3 現代芸術文化論A-1 2.0 ○ ◎ ○ ◎

3 現代芸術文化論A-2 2.0 ○ ◎ ○ ◎

3 現代芸術文化論B-1 2.0 ○ ◎ ○ ◎

3 現代芸術文化論B-2 2.0 ○ ◎ ○ ◎

3 現代芸術文化論C-1 2.0 ○ ◎ ○ ◎

3 現代芸術文化論C-2 2.0 ○ ◎ ○ ◎

3 現代芸術文化論D-1 2.0 ○ ◎ ○ ◎

3 現代芸術文化論D-2 2.0 ○ ◎ ○ ◎

2/3 日本語学特殊講義Ⅰ 2.0 ○ ◎

2/3 日本語学特殊講義Ⅱ 2.0 ◎ ○

2/3 日本語学特殊講義Ⅲ 2.0 ◎ ◎ ○

2/3 日本文学特殊講義Ⅰ 2.0 ○ ◎ ○ ○

2/3 日本文学特殊講義Ⅱ 2.0 ○ ◎ ○

2/3 日本文学特殊講義Ⅲ 2.0 ○ ◎ ○ ○

2/3 中国語中国文学特殊講義Ⅰ 2.0 ◎ ◎

2/3 中国語中国文学特殊講義Ⅱ 2.0 ◎ ◎

2/3 中国語中国文学特殊講義Ⅲ 2.0 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

3 英文学特殊講義 2.0 ◎ 〇 〇 〇

2 米文学特殊講義Ａ 2.0 ◎ 〇 〇 〇

3 米文学特殊講義Ｂ 2.0 ◎ 〇 〇 〇

2 独語独文学特殊講義Ａ 2.0 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

3 独語独文学特殊講義Ｂ 2.0 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

2/3 独語独文学特殊講義C 2.0 ◎ ○ ○

2/3 仏語仏文学特殊講義Ａ 2.0 ◎ ○ ○ ○

2/3 仏語仏文学特殊講義Ｂ 2.0 ◎ ○ ○ ○

2 世界文学論 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

2 比較文学特殊講義Ⅰ 2.0 ◎ ○

2 比較文学特殊講義Ⅱ 2.0 ◎ ○ ○

2/3 国際文化学特殊講義Ⅰ 2.0 〇 ◎

2/3 国際文化学特殊講義Ⅱ 2.0 〇 ◎

2/3 国際文化学特殊講義Ⅲ 2.0 〇 ◎

3 課題研究Ⅰ 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

3 課題研究Ⅱ 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 課題研究Ⅲ 必修 2.0 ◎ ◎ ◎ ◎

4 卒業論文 必修 8.0 ◎ ◎ ◎ ◎

選択

10単位

基盤科目

選択

4単位

選択

16単位

専門教育

専門科目

展開科目

専門基礎科目

現代文化資源学コ ース カ リ キュ ラムマッ プ

学修成果現代文化資源学コ ース
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科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 文学部 他LLX0-000-20-0 2025 (98060) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

博物館実習 見学実習 新里 亮人I( )  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ グ ロ ー バ ル な 視野 ････ 情報通信技術1.  20% 2.  10% 3.  20% 4.  10% 5.  10% 6.
の 活用力 ････ 汎用的な 知力 ････ 20% 7.  10%

授業の 形態 実習

授業の 方法
Ⅰ博物館実習 に 係る 事前・ 事後指導はオ ン デ マ ン ド 型の 遠隔授業と し 、 ４ 月中旬頃に 「 事前・ 事後指導資料」 を

に ア ッ プ し ま す 。 配布資料に し た が っ て 、 各自で 熊本県内 館の 博物館を 自由見学し 、 館園ご と の 見学レ ポ ーMoodle 13
ト 及び 総括レ ポ ー ト を 提出し て く だ さ い 。

授業の 目的

Ⅰ Ⅱ Ⅲ博物館実習 （ 見学実習） は 博物館実習 （ 学内実務実習） 及び 博物館実習 （ 館園実習） の 前段階に 実施し 、 様々
な 博物館（ 設置者別・ 法的区分別・ 館種別） の 運営実態を 学ぶ こ と を 目的と し て い ま す。 見学を 通し て 施設及び 設備
の 理解を 深め 、 利用者の 観点か ら 施設整備の 在り 方を 学習す る と 共に 、 学芸員課程を 履修す る 上で 必要な 全般的知識
の 習得を 図り ま す。 ま た 、 館ご と の 見学レ ポ ー ト 及び 終了後に は 総括レ ポ ー ト を 提出し て も ら い 、 担当教員が 添削を
し て 受講生に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で 、 課題解決の た め の 指導を 行い ま す。

学修目標

【 水準】A
１ ． さ ま ざ ま な 博物館（ 設置者別・ 法的区分別・ 館種別） の 運営実態を 理解し た う え で 、 博物館の 多様性を 説明で き
る 。
２ ． ふ だ ん 見る こ と の で き な い バ ッ ク ヤ ー ド の あ り 方を 学び 、 資料の 保存と 公開に 係る 必要な 施設・ 設備等を 説明で
き る 。
３ ． 展示の 工夫や総合メ デ ィ ア と し て の 展示を 学び 、 展示を 通し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り 方を 理解で き る 。
４ ． 学芸員の 率直な 意見か ら 、 博物館及び 学芸員の お か れて い る 現状を 学び 、 こ れか ら の 博物館の あ り 方を 理解で き
る 。
【 水準】C
１ ． さ ま ざ ま な 博物館（ 設置者別・ 法的区分別・ 館種別） の 運営実態を 学び 、 博物館の 多様性を 理解で き る 。
２ ． ふ だ ん 見る こ と の で き な い バ ッ ク ヤ ー ド の あ り 方を 学び 、 資料の 保存と 公開に 係る 必要な 施設・ 設備等を 理解で
き る 。
３ ． 展示の 工夫や総合メ デ ィ ア と し て の 展示を 学び 、 展示を 通し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り 方を お お よ そ 理解で き
る 。
４ ． 学芸員の 率直な 意見か ら 、 博物館及び 学芸員の お か れて い る 現状を 学び 、 こ れか ら の 博物館の あ り 方を お お よ そ
理解で き る 。

授業の 概要

１ ． 多様な 博物館の 姿を 観察す る
２ ． 常設展及び 特別展の 見学
３ ． バッ ク ヤ ー ド の 見学
４ ． ミ ュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ 等の 付帯設備見学
５ ． ミ ュ ー ジ ア ム ・ ワ ー カ ー の 日常観察

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

見学実習の 事前指導 実習の 概要説明及び 見学に 際し て の 注意事項等の 伝達。1

総合博物館の 運営実態を 学ぶ （ １ ）2

館概要の 学習、 展覧会・ プ ラ ネ タ リ ウ ム ・ 野外展示の 鑑賞
、 教育普及活動の 実施状況、 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ の 活用
等を 通し て 、 観光地（ 城内） に 立地する 市立総合博物館の
運営実態を 学習し ま す 。 あ わ せ て ミ ュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ 等
の 付帯施設の 運営を 学び ま す 。 （ 熊本市立熊本博物館： 登
録博物館）

総合博物館の 運営実態を 学ぶ （ ２ ）3

館概要の 学習、 展覧会の 鑑賞、 野外施設利用、 教育普及活
動の 実施状況、 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ の 活用等を 通し て 、
郊外に 立地す る 県立総合博物館（ 文化財収蔵庫型・ ネ ッ ト
ワ ー ク 型） の 運営実態を 学習し ま す 。 （ 熊本県博物館ネ ッ
ト ワ ー ク セ ン タ ー ）

美術館の 運営実態を 学ぶ （ １ ）4

館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 教育普及活動の 実施状況、 ボ
ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ の 活用等を 通し て 、 観光地（ 城内） に
立地する 美術館の 運営実態を 学習し ま す 。 併せて ミ ュ ー ジ
ア ム シ ョ ッ プ 及び レ ス ト ラ ン 等の 付帯施設の 運営を 学び ま
す 。 （ 熊本県立美術館： 登録博物館）

美術館の 運営実態を 学ぶ （ ２ ）5

館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 教育普及活動の 実施状況、 ボ
ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ の 活用、 指定管理者制度に よ る 財団立
運営等、 商業地に 立地す る 現代美術に 特化し た 美術館の 運
営実態を 学習し ま す 。 併せて ミ ュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ 及び カ
フ ェ テ リ ア 等の 付帯施設の 運営を 学び ま す 。 （ 熊本市現代
美術館）

歴史博物館の 運営実態を 学ぶ （ １ ）6

館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 教育普及活動の 実施状況等を
通し て 万人規模の 自治体が 設置し た 歴史博物館の 運営実10
態を 学習し ま す 。 併せ て ミ ュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ 及び カ フ ェ
テ リ ア 等の 付帯施設の 運営を 学び ま す。 （ 八代市立博物館
： 登録博物館）

歴史博物館の 運営実態を 学ぶ （ ２ ）7

館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 野外施設の 利用方法、 教育普
及活動の 実施状況等を 通し て 考古学に 特化し た 歴史博物館
（ 野外展示含む ） の 運営実態及び 「 風土記の 丘構想」 と 博
物館の 関係を 学び ま す 。 （ 熊本県立装飾古墳館： 登録博物
館）

歴史博物館の 運営実態を 学ぶ （ ３ ）8
館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 教育普及活動の 実施状況及び
平成の 大合併で 大規模自治体に 吸収さ れた 旧小規模自治体
立の 歴史博物館の 運営実態を 学び ま す。 （ 熊本市塚原歴史
民俗資料館）

自然史博物館の 運営実態を 学ぶ9
館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 バ ッ ク ヤ ー ド 見学（ 公開部分
） 、 教育普及活動の 実施状況等を 通し て 、 恐竜に 特化し た
公立自然史系博物館の 運営実態を 学習し ま す 。 （ 御船町恐
竜博物館： 登録博物館）
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動植物園の 運営実態を 学ぶ10
園概要の 学習、 動植物の 育成、 動物資料館で の 屋内展示、
教育普及活動の 実施状況等を 通し て 公立動植物園の 運営実
態を 学習し ま す 。 （ 熊本市動植物園： 博物館相当施設）

複合文化施設の 運営を 学ぶ11
館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 教育普及活動の 実施状況等を
通し て 、 図書館と 共存す る 複合文化施設の 在り 方及び 文学
・ 歴史に 特化し た 特色あ る 博物館運営の 在り 方を 学び ま す
。 （ く ま も と ・ 文学歴史館）

企業立博物館の 運営を 学ぶ12
館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 教育普及活動の 実施状況等を
通し て 、 文化情報発信拠点と し て 市内の 中心部に 位置す る
企業立博物館の 在り 方を 学び ま す 。 （ 肥後の 里山ギ ャ ラ リ
ー ）

類縁館の 運営を 学ぶ13

館概要の 学習、 展覧会鑑賞、 教育普及活動の 実施状況等を
通し て 、 地場産業館と 博物館の 中間的性格を 持つ 工芸館
（ 類縁館） の 運営実態を 学習し ま す 。 あ わ せ て 指定管理者
制度に よ る 財団立運営､ミ ュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ の 運営等を 学
び ま す。 （ 熊本県伝統工芸館）

参加・ 体験型観光文化施設の 運営を 学ぶ14
参加・ 体験型の 観光文化施設の 運営、 及び 熊本県随一の 観
光拠点で あ る 熊本城と の 関係性を 学び ま す 。 （ 熊本城ミ ュ
ー ジ ア ム わ く わ く 座）

見学実習の 事後指導 質疑応答及び レ ポ ー ト 作成の 注意事項等の 伝達15

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 単位の 実習科目で あ り 、 全体で 時間分の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い ま す。 授業で は コ マ1 45 2h×15
＝ 時間の 学修を 行う た め 、 残り 時間の 学修に つ い て は 、 以下に 応じ て 各自で 学修を 行っ て く だ さ い 。 【 見学レ ポ30 15
ー ト ： 毎回 時間相当、 最終レ ポ ー ト ： 時間相当】1 2

テ キ ス ト 事前・ 事後指導で 配布す る 資料を テ キ ス ト と し ま す 。

参考文献 見学博物館の リ ー フ レ ッ ト 及び Ｈ Ｐ 情報等

履修条件

学芸員資格取得の た め の 必修科目（ 法定科目： 「 博物館に 関す る 科目」 ） の 一つ で す 。 学芸員資格の 取得に 必要な 科
目は 、 各学部の 「 学生便覧」 等に 履修モ デ ル （ 履修学年・ 学期） を 明示し て い ま す 。 こ の 履修モ デ ル に し た が っ て 、
段階的な 学習を 行い ま す 。 履修モ デ ル に 示し た 「 履修学年」 通り に 受講す る こ と が 望ま し い の は言う ま で も あ り ま せ
ん が 、 履修モ デ ル に 示し た 学年以上で あ れば 履修は 可能で す 。

評価方法・ 基準
評価方法・ 基準： 各館ご と の 見学レ ポ ー ト ％、 館見学終了後の 総括レ ポ ー ト ％で 評価し ま す。70 13 30
評価の 視点： 博物館の 理解度、 発想の 豊か さ 、 論理的分析力、 文章力、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力な ど 。

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

該当 地方公共団体の 博物館学芸員と し て の 実務経験を 持つ 教員が 、 学芸員資格取得に 必要な「 法定科目」 を 担当し ま (
す 。 )
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科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 文学部 木曜 限LLX0-000-20-0 2025 (98071) 2 1 5

科目名 講義題目 担当教員( )

博物館実習 学内実務実習 新里 亮人II( )  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ グ ロ ー バ ル な 視野 ････ 情報通信技術1.  10% 2.  10% 3.  20% 4.  20% 5.  10% 6.
の 活用力 ････ 汎用的な 知力 ････ 10% 7.  20%

授業の 形態 実習

授業の 方法
講義資料（ テ キ ス ト ） 及び 課題作成に 係る 参考資料等は、 事前に へ ア ッ プ し ま す 。 ま た 、 期間中の 日を 用いMoodle 1
て 「 文化財の 取扱及び 梱包実習」 を 行い ま す 。 こ ち ら は学内「 く すの き 会館和室」 が 教室で す 。

授業の 目的

資料調査、 資料撮影、 キ ャ プ シ ョ ン ・ 解説文の 作成、 展覧会の 開催に と も なう 一連業務、 教育普及活動を 展開す る 際
の 基礎的な 実務能力、 資料の 取扱・ 梱包及び 輸送に 係る 事柄等を 身に つ け 、 館園実習に 備え る こ と を 目的と し ま す 。

Ⅱ適宜提出を 求め る 各課題、 及び 博物館実習 （ 学内実務実習） を 体験し て の 反省・ 自己評価等を 総括レ ポ ー ト （ 期末
課題） と し て ま と め 、 そ れら を 実習担当教員が 添削を し て 学生に フ ィ ー ド バッ ク す る こ と で 、 課題解決の た め の 指導
を 行い ま す 。

学修目標

【 水準】A
１ ． 資料調査及び 資料撮影等の 方法を 学び 、 学芸業務の 基本的な 事柄を 理解で き る 。
２ ． 資料を 詳細に 観察し た う え で 情報を 抽出し 、 様々な情報を 要領よ く キ ャ プ シ ョ ン や解説文に ま と め る こ と が で き
る 。
３ ． 展覧会開催に と も な う 基礎知識を 習得し 、 一連の 業務を 説明で き る 。
４ ． 教育普及活動の 概要を 理解し 、 そ の 意義や効果等を 説明で き る 。
５ ． 基本的な 文化財の 取扱・ 梱包技能の 習得、 及び 輸送方法を 理解し 、 そ れら を 説明で き る 。
【 水準】C
１ ． 資料調査及び 資料撮影等の 方法を 学び 、 学芸業務の 基本的な 事柄を お お む ね理解で き る 。
２ ． 資料を 詳細に 観察し た う え で 情報を 抽出し 、 様々な情報を お お む ねキ ャ プ シ ョ ン や解説文に ま と め る こ と が で き
る 。
３ ． 展覧会開催に と も な う 基礎知識を 習得し 、 一連の 業務を お お む ね説明で き る 。
４ ． 教育普及活動の 概要を 理解し 、 そ の 意義や効果等を お お む ね説明で き る 。
５ ． 基本的な 文化財の 取扱・ 梱包技能の 習得、 及び 輸送方法を 理解し 、 そ れら を お お む ね説明で き る 。

授業の 概要

１ ． 学芸業務の あ れこ れ
２ ． 資料調査
３ ． 資料撮影
４ ． 資料調査か ら キ ャ プ シ ョ ン 、 解説文の 作成
５ ． 展覧会開催に と も な う 基礎知識
６ ． 教育普及活動に と も なう 基礎知識
７ ． 文化財の 取扱及び 梱包並び に 輸送

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

Ⅱ博物館実習 　 ガ イ ダ ン ス1
Ⅱ博物館実習 （ 学内実務実習） の 進め 方及び 注意事項等の

ガ イ ダ ン ス お よ び 班分け を 行い 、 本実習及び 学芸員の 日常
の 一端を 理解し ま す 。

学芸員の 仕事（ 講義）2

こ れま で の 学芸員養成課程教育に お い て 学ん で き た 「 博物
館の 使命と 学芸員の 役割」 「 こ れか ら の 博物館及び 学芸員
に 求め ら れる こ と 」 な ど を 復習す る こ と か ら 、 博物館の 理
念及び 学芸員に 求め ら れる 知識や ス キ ル を よ り 深く 理解し
ま す 。

学芸員の 資料調査（ 講義）3
学芸員が 資料調査を す る 際の 「 事前準備」 「 資料の 取り 扱
い に 関す る こ と 」 「 資料調査の 必需品」 「 写真撮影時の 便
利グ ッ ズ 」 な ど を 取扱い 、 学芸員の 資料調査を 理解し ま す
。

博物館の 資料調査（ １ ） （ 講義）4
博物館が 資料撮影す る 際の 機材、 カ メ ラ の 構造及び 写真撮
影に と も な う ス キ ル 等を 理解し ま す 。 あ わ せ て 写真フ ィ ル
ム の 保存環境等に つ い て も 理解し ま す。

博物館の 資料調査（ ２ ） （ 講義）5
博物館が 資料撮影す る 際の 機材、 カ メ ラ の 構造及び 写真撮
影に と も な う ス キ ル 等を 理解す る 。 あ わ せ て 写真フ ィ ル ム
の 保存環境等に つ い て も 理解す る 。

キ ャ プ シ ョ ン 、 解説文の 作成（ １ ） （ 講義）6
学内の 展示を 題材と し 、 キ ャ プ シ ョ ン 及び 解説文の 作成を
学び ま す 。 そ の こ と か ら 、 博物館利用者へ の 情報提供の あ
り 方を 理解し ま す。

キ ャ プ シ ョ ン 、 解説文の 作成（ ２ ） （ 講義）7 印刷に 関す る 基礎知識を 習得し 、 博物館展示資料の キ ャ プ
シ ョ ン 、 図録解説文の 作成方法に つ い て 学ぶ

8 博物館資料（ 文化財） の 見方と 最低限覚え て お き た い 各
部の 名称（ 講義）

「 巻子・ 掛幅・ 折本」 「 屏風・ 襖絵」 「 仏像」 「 甲冑」 「
刀剣」 等各部の 名称を 覚え 、 調査・ 梱包・ 展示等に お い て
、 必要不可欠な 知識を 獲得し ま す 。

展覧会用の キ ャ プ シ ョ ン 及び 解説文の 作成（ 実習）9 五高記念館が 所蔵す る 資料を 用い て 、 展覧会用の キ ャ プ シ
ョ ン 及び 解説文の 作成を 行い ま す 。

図録用の キ ャ プ シ ョ ン 及び 解説文の 作成（ 実習）10
博物館の 展示資料の な か に は 、 キ ャ プ シ ョ ン はあ っ て も 解
説文の な い も の が あ り ま す。 そ う し た 資料を 提供し 、 各自
で 図録用の 解説文を 作成し て も ら い ま す 。 そ の こ と か ら 、
展示用と 図録用の 情報提供の あ り 方を 理解し ま す 。

11 博物館に お け る こ れか ら の 資料収集及び 展観・ 教育普及
活動へ の 利用（ 実習）

現代（ 戦後か ら 令和） の 資料を 年後に 伝え る 展覧会を 開50
催す る と 仮定し て 、 各自興味の あ る 資料 点（ こ れが な い10
と 生き て は い け ない 趣味の 道具や 機材、 行事ご と や イ ベ ン
ト な ど も 可） に 関す る 展覧会用の 解説文を 作成し ま す 。 そ
の こ と か ら 、 博物館に お け る こ れか ら の 資料収集及び 展観
・ 教育普及活動へ 利用す る 方法を 学び ま す 。

文化財の 取扱及び 梱包（ １ ） （ 実習）12 軸装資料・ 額装資料・ 屏風・ 茶器・ 埴輪・ 仏像・ 甲冑等を
用い て 、 博物館資料（ 文化財） の 取扱及び 梱包に お け る 基

設置等の趣旨（資料）－75
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文化財の 取扱及び 梱包（ １ ） （ 実習） 礎的技能を 理解し ま す 。12

文化財の 取扱及び 梱包（ ２ ） （ 実習）13
軸装資料・ 額装資料・ 屏風・ 茶器・ 埴輪・ 仏像・ 甲冑等を
用い て 、 博物館資料（ 文化財） の 取扱及び 梱包に お け る 基
礎的技能を 理解し ま す 。

文化財の 取扱及び 梱包（ ３ ） （ 実習）14
軸装資料・ 額装資料・ 屏風・ 茶器・ 埴輪・ 仏像・ 甲冑等を
用い て 、 博物館資料（ 文化財） の 取扱及び 梱包に お け る 基
礎的技能を 理解し ま す 。

事後指導（ 講義）15
Ⅱ博物館実習 （ 学内実務実習） の 総括及び 質疑応答等を 通

し て 、 学芸員に 求め ら れる 知識及び ス キ ル を 確実な も の と
し 、 「 学芸員の 仕事」 を よ り 深く 理解し ま す 。 あ わ せ て 、

Ⅲ次年度博物館実習 （ 館園実習） の 事前準備を 行い ま す 。

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 単位の 実習科目で あ り 、 全体で 時間分の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い ま す。 授業で は コ マ1 45 2h×15
＝ 時間の 学修を 行う た め 、 残り 時間の 学修に つ い て は 、 以下に 応じ て 各自で 学修を 行っ て く だ さ い 。 【 課題： 毎30 15
回 時間相当、 最終レ ポ ー ト ： 時間相当】1 2

テ キ ス ト 配布プ リ ン ト を テ キ ス ト と し ま す 。

参考文献
『 博物館実習ガ イ ド ラ イ ン 』 （ 文部科学省、 ２ ０ ０ ９ 年、 イ ン タ ー ネ ッ ト か ら ダ ウ ン ロ ー ド 可） 、 全国大学博物館学
講座協議会西日本部会編『 博物館実習マ ニ ュ ア ル 』 （ 芙蓉書房）

履修条件

学芸員資格取得の た め の 必修科目（ 法定科目： 「 博物館に 関す る 科目」 ） の 一つ で す 。 学芸員資格の 取得に 必要な 科
目は 、 各学部の 「 学生便覧」 等に 履修モ デ ル （ 履修学年・ 学期） を 明示し て い ま す 。 こ の 履修モ デ ル に し た が っ て 、
段階的な 学習を 行い ま す 。 履修モ デ ル に 示し た 「 履修学年」 通り に 受講す る こ と が 望ま し い の は言う ま で も あ り ま せ
ん が 、 履修モ デ ル に 示し た 学年以上で あ れば 履修は 可能で す 。

評価方法・ 基準
評価方法及び 基準： 各課題 ％、 総括レ ポ ー ト （ 期末課題） ％で 評価し ま す 。50 50
評価の 視点： 積極性、 発想の 豊か さ 、 調査・ 研究能力、 文章力、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力な ど 。

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

該当 地方公共団体の 博物館学芸員と し て の 実務経験を 持つ 教員が 、 学芸員資格取得に 必要な「 法定科目」 を 担当し ま (
す 。 )

設置等の趣旨（資料）－76



科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 文学部 他LLX0-000-20-0 2025 (98080) 3 1

科目名 講義題目 担当教員( )

博物館実習 館園実習 新里 亮人III( )  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ グ ロ ー バ ル な 視野 ････ 情報通信技術1.  15% 2.  20% 3.  10% 4.  20% 5.  5% 6.
の 活用力 ････ 汎用的な 知力 ････ 10% 7.  20%

授業の 形態 実習

授業の 方法
ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 。 事前・ 事後指導は 遠隔で 行い ま す （ に よ る オ ン デ マ ン ド 方式） 。 そ れ以外は 各自が 受Moodle
講す る 館園の 指示に し た が っ て く だ さ い 。

授業の 目的

こ れま で の 博物館に 関す る 科目で 学ん だ 内容を 博物館の 現場で 実際に 経験する こ と で 、 博物館の 理念と 設置目的、 業
務の 流れ等に 対する 理解を 深め る と 共に 、 博物館資料の 取り 扱い や教育普及活動、 来館者対応等に お け る 実務の 一端
を 担う こ と に よ っ て 、 学芸員と し て の 責任感や社会意識を 身に つ け 、 博物館で 働く 心構え を 涵養す る こ と を 目的と し
ま す 。 ま た 、 館園実習を 体験し て の 反省・ 自己評価等レ ポ ー ト を 課し 、 担当教員が 添削を し て 学生に フ ィ ー ド バ ッ ク
す る こ と で 、 課題解決の た め の 指導を 実施し ま す 。

学修目標

【 水準】A
１ ． 館園実習で 学芸員の 日常を 学び 、 よ り 実践的な 能力が 身に つ き 、 学芸業務全般に つ い て 説明で き る 。
２ ． 館園実習で 博物館全般の 業務を 学び 、 博物館活動に つ い て 説明で き る 。
３ ． 館園実習で 博物館全般の 業務を 学び 、 博物館の 存在意義を 客観的に 説明で き る 。

【 水準】C
１ ． 館園実習で 学芸員の 日常を 学び 、 よ り 実践的な 能力が 身に つ き 、 学芸業務全般に つ い て お お む ね説明で き る 。
２ ． 館園実習で 博物館全般の 業務を 学び 、 博物館活動に つ い て お お む ね説明で き る 。
３ ． 館園実習で 博物館全般の 業務を 学び 、 博物館の 存在意義を お お む ね説明で き る 。

授業の 概要

１ ． 管理・ 運営に 関す る 実習
２ ． 施設・ 設備に 関す る 実習
３ ． 資料調査に 関す る 実習
４ ． 資料の 収集・ 保管に 関す る 実習
５ ． 展示に 関す る 実習
６ ． 教育普及活動に 関す る 実習

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

学内で の 事前指導1 館園実習に 臨む 心構え や 諸注意、 学芸員の 守秘義務等を 伝
達し ま す 。 （ 遠隔指導）

実習館園で の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン2 実習の ねら い 、 日程説明、 館の 概要説明（ 使命、 経営方針
、 機能、 役割等）

管理運営に 関す る 実習3 障害者、 高齢者を 含む 利用者へ の 対応、 ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ
ョ ッ プ 、 危機管理等の 業務の 体験・ 補助活動

施設・ 設備に 関する 実習4 施設・ 設備の 見学と 課題の 検討（ 利用者動線、 バ ッ ク ヤ ー
ド 、 空調、 セ キ ュ リ テ ィ ー 、 バ リ ア フ リ ー 等）

資料調査に 関す る 実習 資料の 現地調査等の 補助、 資料撮影等5

資料収集に 関す る 実習 資料の 収集、 運搬等の 補助6

資料整理・ 保管に 関す る 実習 収蔵庫の 配架方法、 セ キ ュ リ テ ィ ー 対策等の 見学・ 学習7

資料保存に 関す る 実習 素材ご と の 収蔵方法、 Ｉ Ｐ Ｍ対策を 含む 収蔵庫管理等8

資料の 取扱い に 関す る 実習9 資料の 取扱、 資料点検と 計測、 調書作成、 梱包と 輸送、 デ
ー タ 入力等

資料の 展示に 関する 実習10 展示計画の 作成、 展示資料の 選定、 パ ネ ル ・ キ ャ プ シ ョ ン
類の 作成、 ラ イ テ ィ ン グ 等の 実務、 模擬展示

展示教育・ 鑑賞教育に 関する 実習 展示手法の 学習、 展示解説の 実務等11

教育普及活動に 関す る 実習12 幼時か ら 小中学生の 受入・ 創作活動、 大人向け の 造形講座
等の 業務の 体験・ 補助

広報活動に 関す る 実習13
ホ ー ム ペ ー ジ 管理、 ク レ ー ム を 含む 問合せ 対応、 プ レ リ リ
ー ス 作成、 展覧会利用者の 出口調査等の 業務の 体験・ 補助

実習館園で の 反省会 学芸員等ス タ ッ フ を 交え た 意見交換会を 行な い ま す 。14

学内で の 事後指導15

最終レ ポ ー ト の 内容を 精査し た う え で 、 添付写真や 図版等
の 権利関係保護を 徹底指導し ま す 。 最終レ ポ ー ト に 記述し
て も ら っ た 質問や意見等に 対し て は メ ー ル で 回答し 、 個別
指導を 行い ま す 。 ま た 必要に 応じ て 、 個人情報の 保護を 行
っ た う え で 、 そ れら を に ア ッ プ し 、 情報の 共有化Moodle
を 図り ま す 。 （ 遠隔指導）

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 単位の 実習科目で あ り 、 全体で 時間分の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い ま す。 授業で は コ マ1 45 2h×15
＝ 時間の 学修を 行う た め 、 残り 時間の 学修に つ い て は 、 以下に 応じ て 各自で 学修を 行っ て く だ さ い 。 【 課題： 各30 15
回 時間相当、 最終レ ポ ー ト ： 時間相当】1 5

テ キ ス ト 事前及び 事後指導時の 配布資料、 並び に 実習館園か ら 配布さ れる 資料。

参考文献 全国大学博物館学講座協議会西日本部会編『 博物館実習マ ニ ュ ア ル 』 （ 芙蓉書房）

履修条件
Ⅲ前年度に 配布し た 「 博物館実習 希望実習館調査書」 の 未提出者は 、 受講で き な い 場合が あ り ま す。 ま た 基本的に は 

Ⅰ、 生涯学習概論、 博物館概論、 博物館経営論、 博物館資料論、 博物館資料保存論、 博物館展示論、 博物館実習 及び
Ⅱ の 単位を 修得し 、 博物館教育論、 博物館情報・ メ デ ィ ア 論を 今年度履修中の 者（ 既修得者を 含む ） と し ま す 。

評価方法・ 基準
評価方法及び 基準： 実習ノ ー ト 及び 実習館園で の 評価 ％、 実習後の 最終レ ポ ー ト ％と し て 評価し ま す。50 50
評価基準： 館園実習に お け る 実習態度、 実務効果、 課題学習

設置等の趣旨（資料）－79
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教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

該当 地方公共団体の 博物館学芸員と し て の 実務経験を 持つ 教員が 、 学芸員資格取得に 必要な「 法定科目」 を 担当し ま (
す 。 )

設置等の趣旨（資料）－80



科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 文学部 金曜 限LIN3-012-99-0 2025 (13000) 3 2 3

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅰ社会調査実習 社会調査の 企画・ 実践（ １ ） 多田 光宏( )  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ グ ロ ー バ ル な 視野 ････ 情報通信技術1.  10% 2.  20% 3.  15% 4.  15% 5.  10% 6.
の 活用力 ････ 汎用的な 知力 ････ 10% 7.  20%

授業の 形態 実習

授業の 方法 対面授業、 グ ル ー プ 学習、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク 等

授業の 目的 調査の 企画や 実査、 報告書作成に 関する 理論的な 知識だ け で は な く 実践知を 習得す る こ と 。

学修目標

【 水準】A
社会調査（ 調査の 企画や 実査、 報告書作成な ど ） を 行う た め に 必要な 理論的・ 実践的な知識・ 技能を 習得し 、 諸デ ー
タ の 高度か つ 応用的な 分析を 展開す る こ と 。
【 水準】C
社会調査（ 調査の 企画や 実査、 報告書作成な ど ） を 行う た め に 必要な 理論的・ 実践的な知識・ 技能を 習得し 、 諸デ ー
タ の 十分な 分析を 展開す る こ と 。

授業の 概要

２ 年次ま で に 学習し た 社会調査に つ い て の 知識を ふ ま え 、 実際に 調査の 企画や 実査、 報告書作成を 経験し 、 こ れら に
関す る 理論的な 知識だ け で は な く 実践知を 習得し ま す 。 本年度の テ ー マ は 、 若年層の 生活状況や各種意識に 関連す る
調査研究を 予定。 イ ン タ ビ ュ ー 調査お よ び ／も し く は ア ン ケ ー ト 調査、 ま た ド キ ュ メ ン ト 分析など を 通じ て 、 そ の 経
験や 実態な ど を 探り ま す 。

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

ガ イ ダ ン ス と 導入 ガ イ ダ ン ス と 調査テ ー マ の 確定を 行い ま す 。1

基礎知識の 収集 調査対象に つ い て 基礎知識を 収集し ま す 。2

基礎知識の 収集 調査対象に つ い て 基礎知識を 収集し ま す 。3

基礎知識の 収集 調査対象に つ い て 基礎知識を 収集し ま す 。4

先行研究の 検討 調査対象に つ い て 基礎知識を 収集し ま す 。5

先行研究の 検討 調査対象に つ い て 基礎知識を 収集し ま す 。6

調査の 企画・ 準備 調査を 企画す る 。 実査の 準備を し ま す。7

調査の 企画・ 準備 調査を 企画し ま す。 実査の 準備を し ま す 。8

調査の 企画・ 準備 調査を 企画し ま す。 実査の 準備を し ま す 。9

実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） の 実施 実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） を 実施し ま す 。10

実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） の 実施 実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） を 実施し ま す 。11

実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） の 実施 実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） を 実施し ま す 。12

実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） の 実施 実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） を 実施し ま す 。13

実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） の 実施 実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） を 実施し ま す 。14

実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） の 実施 実査（ イ ン タ ビ ュ ー ・ ア ン ケ ー ト な ど ） を 実施し ま す 。15

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 時間の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い ま す 。 授業は 時間分（ コ マ ） と な る た め 、 時間分90 30 2h×15 60
相当の 事前・ 事後学修（ 課題等含む ） が 、 授業の 理解を 深め る た め に 必要と な り ま す 。

テ キ ス ト 授業時に 適宜指示し ま す 。

参考文献 授業時に 適宜指示し ま す 。

履修条件
Ⅱこ の 授業は 「 社会調査実習 」 （ 後期： 多田担当） と 一続き の 授業で す の で 、 ど ち ら か 一つ だ け を 受講す る こ と は で

き ま せん 。 ま た 、 本実習は社会人間学コ ー ス の 科目（ お も に ３ 年生対象） で す が 、 他コ ー ス ・ 他学科等の 学生も 若干
名の 受け 入れが 可能で す 。

評価方法・ 基準
授業へ の 取り 組み（ ％） 、 調査へ の 貢献（ ％） 、 調査報告（ ％） に 基づ い て 、 上記知識・ 技能を ど こ ま で 習得30 40 30
で き た の か を 評価し ま す 。

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

非該当

科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 文学部 金曜 限LIN3-012-99-0 2025 (13050) 3 2 3

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅱ社会調査実習 社会調査の 企画・ 実践（ ２ ） 多田 光宏( )  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ グ ロ ー バ ル な 視野 ････ 情報通信技術1.  10% 2.  20% 3.  15% 4.  15% 5.  10% 6.
の 活用力 ････ 汎用的な 知力 ････ 10% 7.  20%

授業の 形態 実習

授業の 方法 対面授業、 グ ル ー プ 学習、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク

設置等の趣旨（資料）－81

資料13



授業の 目的 調査の 企画や 実査、 報告書作成に 関する 理論的な 知識だ け で は な く 実践知を 習得す る こ と 。

学修目標

【 水準】A
社会調査（ 調査の 企画や 実査、 報告書作成な ど ） を 行う た め に 必要な 理論的・ 実践的な知識・ 技能を 習得し 、 諸デ ー
タ の 高度か つ 応用的な 分析を 展開す る こ と 。
【 水準】C
社会調査（ 調査の 企画や 実査、 報告書作成な ど ） を 行う た め に 必要な 理論的・ 実践的な知識・ 技能を 習得し 、 諸デ ー
タ の 十分な 分析を 展開す る こ と 。

授業の 概要

２ 年次ま で に 学習し た 社会調査に つ い て の 知識を ふ ま え 、 実際に 調査の 企画や 実査、 報告書作成を 経験し 、 こ れら に
関す る 理論的な 知識だ け で は な く 実践知を 習得し ま す 。 本年度の テ ー マ は 、 若年層の 生活状況や各種意識に 関連す る
調査研究を 予定。 イ ン タ ビ ュ ー 調査お よ び ／も し く は ア ン ケ ー ト 調査、 ま た ド キ ュ メ ン ト 分析など を 通じ て 、 そ の 経
験や 実態な ど を 探り ま す 。

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

デ ー タ の 整理 実査で 得ら れた 資料を デ ー タ 化し ま す。1

デ ー タ の 整理 実査で 得ら れた 資料を デ ー タ 化し ま す。2

デ ー タ の 整理 実査で 得ら れた 資料を デ ー タ 化し ま す。3

デ ー タ の 分析 デ ー タ を 分析し 、 そ の 結果を 検討し ま す 。4

デ ー タ の 分析 デ ー タ を 分析し 、 そ の 結果を 検討し ま す 。5

デ ー タ の 分析 デ ー タ を 分析し 、 そ の 結果を 検討し ま す 。6

デ ー タ の 分析 デ ー タ を 分析し 、 そ の 結果を 検討し ま す 。7

デ ー タ の 分析 デ ー タ を 分析し 、 そ の 結果を 検討し ま す 。8

デ ー タ の 分析 デ ー タ を 分析し 、 そ の 結果を 検討し ま す 。9

報告書の 作成 分析結果に 基づ い て 、 報告書を 作成し ま す 。10

報告書の 作成 分析結果に 基づ い て 、 報告書を 作成し ま す 。11

報告書の 作成 分析結果に 基づ い て 、 報告書を 作成し ま す 。12

報告書の 作成 分析結果に 基づ い て 、 報告書を 作成し ま す 。13

報告書の 作成 分析結果に 基づ い て 、 報告書を 作成し ま す 。14

報告書の 作成 分析結果に 基づ い て 、 報告書を 作成し ま す 。15

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 時間の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い ま す 。 授業は 時間分（ コ マ ） と な る た め 、 時間分90 30 2h×15 60
相当の 事前・ 事後学修（ 課題等含む ） が 、 授業の 理解を 深め る た め に 必要と な り ま す 。

テ キ ス ト 授業時に 適宜指示し ま す 。

参考文献 授業時に 適宜指示し ま す 。

履修条件
Ⅱこ の 授業は 「 社会調査実習 」 （ 後期： 多田担当） と 一続き の 授業で す の で 、 ど ち ら か 一つ だ け を 受講す る こ と は で

き ま せん 。 ま た 、 本実習は社会人間学コ ー ス の 科目（ お も に ３ 年生対象） で す が 、 他コ ー ス ・ 他学科等の 学生も 若干
名の 受け 入れが 可能で す 。

評価方法・ 基準
授業へ の 取り 組み（ ％） 、 調査へ の 貢献（ ％） 、 調査報告（ ％） に 基づ い て 、 上記知識・ 技能を ど こ ま で 習得30 40 30
で き た の か を 評価し ま す 。

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

非該当

科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 文学部 月曜 限LIN3-013-27-0 2025 (14700) 3 2 3

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅰ社会調査実習Ａ 地域社会調査の 実際 牧野 厚史1( )  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ グ ロ ー バ ル な 視野 ････ 情報通信技術1.  10% 2.  20% 3.  10% 4.  10% 5.  10% 6.
の 活用力 ････ 汎用的な 知力 ････ 30% 7.  10%

授業の 形態 実習

授業の 方法 講義と 実習、 討論に よ っ て 授業を 進め ま す 。 例年は 月頃に フ ィ ー ル ド で の 調査を し て い ま す。 9 

授業の 目的
地域社会調査の 基本的手法や 全体的な過程を 実際の 作業を 通し て 学び ま す 。 ま た 、 社会調査デ ー タ 処理の た め の 基礎
的な 手法に つ い て も 習得し ま す 。 　 　 　 　 　 　 　 　

学修目標

【 水準】A
卒業論文作成や 実務で 必要と な る 調査を 自分で 設計し 、 デ ー タ を 自分で 整理で き る 力を 身に つ け る と こ ろ ま で を 目標
と し ま す 。
【 水準】C
現地調査へ の 参加お よ び 、 調査に 必要な 課題を 提出す る こ と で す 。 調査実習は グ ル ー プ 活動が 重要な の で 現地調査へ
の 参加は 必須で す。

授業の 概要
調査計画の 立案か ら 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク 、 デ ー タ の 整理・ 分析、 報告書作成ま で の 社会調査の 一連の プ ロ セ ス を 学習
し ま す。 現地で の 実習に はか な ら ず 参加す る よ う に し て く だ さ い 。

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略
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イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン 社会調査の 概要説明（ 調査地、 方法等）1

社会調査の 流れの 概要（ １ ）2 社会調査の 「 は じ ま り 」 か ら 「 終り 」 ま で の 全プ ロ セ ス の
解説

社会調査の 流れの 概要（ ２ ）3 社会調査の 「 は じ ま り 」 か ら 「 終り 」 ま で の 全プ ロ セ ス の
解説

文献調査の 実施（ １ ） 調査に 必要な 文献の 解読と 問題意識の 明確化（ １ ）4

文献調査の 実施（ ２ ） 調査に 必要な 文献の 解読と 問題意識の 明確化（ ２ ）5

既存統計の 使い 方 既存の 統計資料の 集め 方・ 読み方6

調査計画の 立案（ １ ） 既存の 調査報告書の 検討と 改善点の 洗い 出し7

調査計画に の 立案（ ２ ） 調査手法（ 質的調査、 量的調査等） の 検討8

調査の 準備（ １ ） 基本仮説の 検討と 設定（ １ ）9

調査の 準備（ ２ ） 基本仮説の 検討と 設定（ ２ ）10

調査の 準備（ ３ ） 基本仮説の 検討と 設定（ ３ ）11

調査票の 作成（ １ ） フ ェ ー ス シ ー ト の 作成12

調査票の 作成（ ２ ） 設問の 検討と ワ ー デ ィ ン グ13

調査票の 作成（ ３ ） プ リ テ ス ト と ワ ー デ ィ ン グ の 修正14

調査票の 完成 調査票の 最終チ ェ ッ ク と 印刷15

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 時間の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い る 。 授業は 時間分（ コ マ ） と なる た め 、 時間分相90 30 2h×15 60
当の 事前・ 事後学修（ 課題等含む ） が 、 授業の 理解を 深め る た め に 必要と なる 。

テ キ ス ト 授業で 指示し ま す。

参考文献
安田三郎『 社会調査ハ ン ド ブ ッ ク 』 （ 有斐閣） 、 大谷信介・ 木下栄二・ 後藤範章・ 小松洋編著『 新・ 社会調査へ の ア
プ ロ ー チ 』 ミ ネ ル ヴ ァ 書房、 鳥越晧之・ 金子勇『 現場か ら 創る 社会学理論』 ミ ネ ル ヴ ァ 書房．

履修条件
社会調査実習 １ ・ ２ は 併せ て 受講す る こ と 。 さ ら に 、 社会調査法概説等の 社会調査関連科目を 併せ て 受講す る こ とA A
が 望ま れま す 。

評価方法・ 基準 授業で の 課題へ の 達成度に よ っ て 評価し ま す 。 調査の 報告書の 作成過程へ の 貢献（ ％） と そ の 内容（ ％） 。50 50

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業 日本語 ( )

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト 日本語 ( )

実務経験を
活か し た 授業

非該当

科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 文学部 月曜 限LIN3-013-27-0 2025 (14705) 3 2 3

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅱ社会調査実習Ａ 地域社会調査の 実際 牧野 厚史2( )  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ 情報通信技術の 活用力 ････ 汎用的な1.  10% 2.  40% 3.  10% 4.  10% 6.  20% 7.
知力 ････ 10%

授業の 形態 実習

授業の 方法
実習と 講義、 討論に よ っ て 授業を 進め ま す 。 地域に 出て 、 補足調査、 又は 、 エ ク ス カ ー シ ョ ン を 行う こ と が あ り ま す
。

授業の 目的
地域社会調査の 基本的手法や 全体的な過程を 実際の 作業を 通し て 学び ま す 。 ま た 、 社会調査デ ー タ 処理の た め の 基礎
的な 方法に つ い て も 習得し ま す 。

学修目標

【 水準】A
卒業論文作成や 実務で 必要と な る 調査を 自分で 設計し 、 デ ー タ を 自分で 整理で き る 力を 身に つ け る と こ ろ ま で を 目標
と し ま す 。
【 水準】C
現地調査へ の 参加お よ び 、 調査に 必要な 課題を 提出す る こ と で す 。 調査実習は グ ル ー プ 活動が 重要な の で 調査報告書
の 提出は 必須で す。

授業の 概要
調査計画の 立案や調査票の 作成か ら 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク 、 デ ー タ の 整理・ 分析、 報告書作成ま で の 社会調査の 一連の
プ ロ セ ス を 学習し ま す 。

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン 調査デ ー タ 整理か ら 報告書作成ま で の 流れの 説明。1

集計の 方法（ １ ） デ ー タ 整理に 必要な 調査結果の 集計の 仕方。2

集計の 方法（ ２ ） コ ー デ ィ ン グ 等の 方法の 解説と 作業着手。3

集計の 方法（ ３ ）4 調査デ ー タ の 入力を 行い ま す 。 併せ て 図、 表の つ く り か た
を 学び ま す 。

集計の 方法（ ４ ）5 調査デ ー タ の 入力を 行い ま す 。 併せ て 図、 表の つ く り か た
を 学び ま す 。

報告書の 項目設定 報告書の 項目を 設定し 、 執筆分担を 決め ま す 。6

調査デ ー タ の 分析方法（ １ ） 調査デ ー タ の 分析手法を 学び ま す 。7
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調査デ ー タ の 分析方法（ ２ ） 調査デ ー タ の 分析手法を 学び ま す 。8

調査デ ー タ の 分析方法（ ３ ） 調査デ ー タ の 分析手法を 学び ま す 。9

調査デ ー タ の 分析（ １ ） 執筆分担ご と に 分析結果を も ち よ り 討論し ま す。10

調査デ ー タ の 分析（ ２ ） 執筆分担ご と に 分析結果を も ち よ り 討論し ま す。11

報告書の 執筆（ １ ） 分析結果を そ れぞ れ報告書の か た ち に し あ げ ま す 。12

報告書の 執筆（ ２ ） 分析結果を そ れぞ れ報告書の か た ち に し あ げ ま す 。13

報告書の ま と め 報告書全体の 最終調整を 行い ま す 。14

調査結果の 報告 調査結果を 報告し 、 討論を 行い ま す 。15

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 時間の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い る 。 授業は 時間分（ コ マ ） と なる た め 、 時間分相90 30 2h×15 60
当の 事前・ 事後学修（ 課題等含む ） が 、 授業の 理解を 深め る た め に 必要と なる 。

テ キ ス ト 授業で 指示し ま す。

参考文献
安田三郎『 社会調査ハ ン ド ブ ッ ク 』 （ 有斐閣） 、 大谷信介・ 木下栄二・ 後藤範章・ 小松洋編著『 新・ 社会調査へ の ア
プ ロ ー チ 』 ミ ネ ル ヴ ァ 書房、 鳥越晧之・ 金子勇『 現場か ら 創る 社会学理論』 ミ ネ ル ヴ ァ 書房．

履修条件
社会調査実習 １ ・ ２ は 併せ て 受講す る こ と 。 さ ら に 、 社会調査法概説等の 社会調査関連科目を 併せ て 受講す る こ とA A
が 望ま れま す 。

評価方法・ 基準 授業で の 課題へ の 達成度に よ っ て 評価し ま す 。 調査の 報告書の 作成過程へ の 貢献（ ％） と そ の 内容（ ％） 。50 50

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

非該当

科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 文学部 水曜 限LIN3-013-27-0 2025 (14750) 3 2 2

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅰ社会調査実習Ｂ 民俗学調査実習 及川 高 山下 裕作1( )  ,  

学修成果と そ の 割合

確か な専門性 ････ 社会的な 実践力 ････ 汎用的な 知力 ････2.  50% 4.  30% 7.  20%

授業の 形態 演習

授業の 方法 対面形式で 実施する

授業の 目的
現地調査実習の 実施に 向け 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 意義・ 目的、 事前準備、 事前学習、 心構え な ど の 習熟を 目的と す る
。

学修目標

【 水準】A
民俗調査の 手法を 理解し 、 現地調査を 開始す る 十分な 準備が で き て い る
【 水準】C
民俗調査の 意義が 理解で き て い る

授業の 概要
現地調査実習で お こ な う フ ィ ー ル ド ワ ー ク の た め 、 そ の 基礎と な る 能力を 身に つ け る 。 フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 考え 方、
倫理、 方法、 技術、 お よ び 現地の 民俗誌の 輪読な ど の 事前学習を 行う

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

ガ イ ダ ン ス こ の 演習の 目的、 進め 方、 ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 解説す る1

民俗調査と は 何か ／な ぜ 民俗調査が 必要か2 民俗調査の 意義、 目的、 方法お よ び 社会実践と の 結び つ き
に つ い て 議論す る 。

民俗調査の 方法 民俗調査の 方法に つ い て 、 具体的に 実践す る3

民俗調査の 方法 民俗調査の 方法に つ い て 、 具体的に 実践す る4

民俗調査の 倫理 民俗調査に 係る 調査地被害の 問題に つ い て 理解を 深め る5

民俗誌を 書い て みる 各自が 執筆し た 民俗誌に 基づ き 、 議論を 実施する6

民俗誌を 書い て みる 各自が 執筆し た 民俗誌に 基づ き 、 議論を 実施する7

民俗誌を 書い て みる 各自が 執筆し た 民俗誌に 基づ き 、 議論を 実施する8

民俗誌を 書い て みる 各自が 執筆し た 民俗誌に 基づ き 、 議論を 実施する9

民俗誌を 書い て みる 各自が 執筆し た 民俗誌に 基づ き 、 議論を 実施する10

調査項目の 作成11 実習に 向け た 調査項目の 作成を 行う 。 共有と ブ ラ ッ シ ュ ア
ッ プ を 実施す る 。

調査項目の 作成12 実習に 向け た 調査項目の 作成を 行う 。 共有と ブ ラ ッ シ ュ ア
ッ プ を 実施す る 。

調査項目の 作成13 実習に 向け た 調査項目の 作成を 行う 。 共有と ブ ラ ッ シ ュ ア
ッ プ を 実施す る 。

調査項目の 作成14 実習に 向け た 調査項目の 作成を 行う 。 共有と ブ ラ ッ シ ュ ア
ッ プ を 実施す る 。

実習ガ イ ダ ン ス 実習の 実施に 向け た ガ イ ダ ン ス を 実施す る 。15

授業外学修時間の 目安 時間外に 民俗誌の 執筆と 調査項目の 作成を 要求す る 。 共に 時間程度の タ ス ク を 見込ん で い る15
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テ キ ス ト 特に 指定し な い

参考文献 特に 指定し な い

履修条件 民俗学履修モ デ ル の 学生に 限る

評価方法・ 基準 演習へ の 参加の 積極性か ら 評価す る 。 ま た 特に 、 自身で の 身近な フ ィ ー ル ド で の 調査経験を 積む こ と を 推奨す る 。

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

該当 自治体誌編纂や ア ウ ト リ ー チ 活動など 、 現地調査を 踏ま え た 社会実践の 実務経験に 基づ い た 演習を 行う ( )

科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 文学部 水曜 限LIN3-013-27-0 2025 (14755) 3 2 3

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅱ社会調査実習Ｂ 民俗学調査実習 及川 高 山下 裕作2( )  ,  

学修成果と そ の 割合

確か な専門性 ････ 社会的な 実践力 ････ 汎用的な 知力 ････2.  50% 4.  30% 7.  20%

授業の 形態 演習

授業の 方法 対面形式で 実施する

授業の 目的
現地調査実習の 成果を 踏ま え 、 民俗誌叙述に よ る 報告書の 作成を 行う 。 報告書の 構成を 検討し た う え で 、 分担し て 執
筆を 行な う

学修目標

【 水準】A
民俗調査報告書と し て 十分な 内容の 民俗誌を 書き あ げ る
【 水準】C
民俗誌に 準じ る も の を 提出す る

授業の 概要 現地調査実習を 経て 、 そ こ で 得た 情報を 民俗誌と し て ま と め る 演習を 行う 。 具体的に 原稿を 執筆し た う え で 相互批評
を 行ない 、 記録性と 社会実践を 兼ね備え た 民俗誌叙述を 摸索す る

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

実習の 振り 返り1 実習の フ ィ ー ド バッ ク を 行な い 、 報告書の 方向性に つ い て
検討する

報告書の 構成と 目次 民俗調査報告書の 目次構成に つ い て 議論す る2

報告書の 構成と 目次 民俗調査報告書の 目次構成に つ い て 議論す る3

報告書初稿報告 各自が 執筆し た 民俗誌を 共有し 、 相互批評を 実施す る4

報告書初稿報告 各自が 執筆し た 民俗誌を 共有し 、 相互批評を 実施す る5

報告書初稿報告 各自が 執筆し た 民俗誌を 共有し 、 相互批評を 実施す る6

報告書二稿報告 各自が 執筆し た 民俗誌を 共有し 、 相互批評を 実施す る7

報告書二稿報告 各自が 執筆し た 民俗誌を 共有し 、 相互批評を 実施す る8

報告書二稿報告 各自が 執筆し た 民俗誌を 共有し 、 相互批評を 実施す る9

報告書校正10 報告書を 完成校と し 、 そ れに 基づ い た 現地報告会の 方向性
に つ い て 議論す る

ア ウ ト リ ー チ の 考え 方 現地報告会の 方向性に つ い て 議論す る11

ア ウ ト リ ー チ の 考え 方 現地報告会の 方向性に つ い て 議論す る12

ア ウ ト リ ー チ の 考え 方 現地報告会の 方向性に つ い て 議論す る13

ア ウ ト リ ー チ の 考え 方 現地報告会の 方向性に つ い て 議論す る14

現地報告会ガ イ ダ ン ス 現地報告会の 実施に つ い て の ガ イ ダ ン ス を 行なう15

授業外学修時間の 目安 時間外に 民俗誌の 執筆を 要求す る 。 時間程度の タ ス ク を 見込ん で い る30

テ キ ス ト 特に 指定し な い

参考文献 特に 指定し な い

履修条件 民俗学履修モ デ ル の 学生に 限る

評価方法・ 基準 演習へ の 参加の 積極性か ら 評価す る 。 ま た 特に 、 自身で の 身近な フ ィ ー ル ド で の 調査経験を 積む こ と を 推奨す る 。

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

該当 自治体誌編纂や ア ウ ト リ ー チ 活動など 、 現地調査を 踏ま え た 社会実践の 実務経験に 基づ い た 演習を 行う ( )
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科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 文学部 木曜 限LIN2-012-99-0 2025 (12900) 2 2 4

科目名 講義題目 担当教員( )

社会調査法概説 社会調査の 基礎( ) シ ン ジ ル ト 山下 裕作 中川 輝彦 牧野 厚史 多田 光,  ,  ,  ,  
宏 田中 朋弘,  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 社会的な実践力 ････ 汎用的な 知力 ････1.  15% 2.  60% 4.  15% 7.  10%

授業の 形態 講義

授業の 方法 対面形式の 授業

授業の 目的 社会調査が な ぜ 、 そ し て ど の よ う に 重要な の か を 理解し 、 社会調査の 種類に つ い て 基礎的な 知識を 得る こ と

学修目標

【 水準】A
社会学や 倫理学、 人類学、 民俗学な ど の 学問分野に お い て 、 社会調査が な ぜ、 そ し て ど の よ う に 重要な の か を 理解し
、 社会調査の 種類に つ い て 基礎的な 知識を 得る こ と を 目標と し ま す。
【 水準】C
社会学や 倫理学、 人類学、 民俗学な ど の 学問分野に お い て 、 ど の よ う な 調査手法が あ る か を 把握す る こ と で す 。

授業の 概要
社会調査が な ぜ 、 そ し て ど の よ う に 重要な の か を 理解し 、 社会調査の 種類に つ い て 基礎的な 知識を 得る こ と を 目標に
、 社会学・ 人類学・ 民俗学・ 倫理学など の 学問分野の 教員が 、 オ ム ニ バ ス 形式で 講義を お こ な い ま す 。 ま た 、 社会調
査士資格の 取得を 目指す 学生に と っ て 必修の 科目で も あ り ま す 。

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン ： 社会調査の 目的と 意義 イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン ： 社会調査の 目的と 意義1

社会調査の 歴史 こ れま で の 社会調査の 歴史2

3 調査の 種類と 実例： 国勢調査と 官庁統計・ 世論調査・ 市
場調査・ 　 学術調査

調査の 種類と 実例： 国勢調査と 官庁統計・ 世論調査・ 市場
調査・ 　 学術調査

量的調査と は ど の よ う な も の か 量的調査と は ど の よ う な も の か4

質的調査と は ど の よ う な も の か 質的調査と は ど の よ う な も の か5

調査の 倫理 調査の 倫理と は ど の よ う なも の か6

社会学に お け る 統計的調査の 実例 社会学に お け る 統計的調査の 実例7

社会学に お け る 事例研究法の 実例 社会学に お け る 事例研究法の 実例8

倫理学に お け る 量的調査の 実例 倫理学に お け る 量的調査の 実例9

倫理学に お け る 質的調査の 実例 倫理学に お け る 質的調査の 実例10

人類学に お け る フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実例（ １ ） 人類学に お け る フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実例（ １ ）11

人類学に お け る フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実例（ ２ ） 人類学に お け る フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実例（ ２ ）12

民俗学に お け る フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実例（ １ ） 民俗学に お け る フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実例（ １ ）13

民俗学に お け る フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実例（ ２ ） 民俗学に お け る フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実例（ ２ ）14

ま と め （ 試験に 関係す る 事柄ふ く む ） ま と め （ 試験に 関係す る 事柄ふ く む ）15

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 時間の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い る 。 授業は 時間分（ コ マ ） と なる た め 、 時間分相90 30 2h×15 60
当の 事前・ 事後学修（ 課題等含む ） が 、 授業の 理解を 深め る た め に 必要と なる 。

テ キ ス ト 特に 指定し ま せ ん 。

参考文献 大谷信介ほ か ， ， 『 新・ 社会調査へ の ア プ ロ ー チ 論理と 方法』 ミ ネ ル ヴ ァ 書房、 ほ か 。2013 ――

履修条件 特に なし

評価方法・ 基準 学期末の テ ス ト （ ％）100
授業内容の 理解度を 中心に 評価し ま す。

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

非該当
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病院実習に関する誓約書 

 

令和  年  月  日 

 

熊本大学病院長  殿 

 

                    住所 
大学（学院）長 

氏名 

 

  熊本大学病院での臨床・臨地実習時に，下記について遵守し、また、学生への指導を

行なうことを誓約いたします。 

 万が一，故意または過失により貴院へ損害をおよぼした場合は，当大学（学院）が一

切の責任を負います。 

 

記 

 

１．熊本大学病院の諸規定を遵守し、職員の指示に従います。 

 

２．熊本大学病院の理念、方針等を理解し、それに従い実習いたします。 

 

３．熊本大学病院の感染対策について理解し、遵守いたします。 

 

４．実習中は、患者・利用者に対する安全の義務を遵守いたします。また、事故等発生時

は速やかに職員に報告し、指示に従います。 
 

５．実習中は、実習生の健康状態を適正に把握できるよう記録を行い、実習の実施が困

難である、又は、熊本大学病院における医療安全上、危険を及ぼすような状態でない

ことを確認した上で、実習を行わせます。 

 

６．個人情報の取扱いについては、以下の事項を遵守いたします。 

 

（１）臨床・臨地実習において症例レポート，経過記録，デイリーノート，実習ノート

等に患者様の個人情報を記入することとなりますが，その記入方法につきまして

は，患者様が特定されないよう十分に配慮を行ないます。 

 

（２）症例レポート等は，当大学（学院）作成の「個人情報保護ガイドライン」をもと

に作成しますが，熊本大学病院の方針を優先します。 
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（３）実習中に知り得た個人情報に関しましては，実習中はもちろんのこと，実習が  

終了しても情報を漏洩致しません。 

 

（４）実習終了後に学内で症例研究報告会を実施する場合，患者様が特定されないよう

に配慮し，症例研究報告会等の終了後に資料の処分を行ないます。 
 
（５）実習で使用するソフトウェアについては、これを適正に使用し、違法コピー等

の不正な行為はいたしません。 

 

（６）私物ＰＣを持ち込む場合、及び個人情報保存のためにＵＳＢメモリ等の外部記

録媒体を使用する場合は、貴施設所属長等の許可を得ます。また、外部記録媒体

を使用する場合は、強制暗号化機能付の物を用いるか、あるいは、暗号化・匿名

化致します。 
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　　記載者： 　 □本人 □所属先担当 □保健センター□その他（　　　　　　）

　　　 □学部名　 　　学　　年　 　（　　　　　　　　年生）

　　　 □部署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

フリガナ

氏　名

 抗体価 (EIA法)　　　 (                                    ) 　 　検査日 （　　　　　年　　　　月　　　　日）

 判定　　□陰性　　（2.0未満）　 ※５年以内のもの

　　　 　　□陽性    （　□基準を満たさない（2.0～15.9） 　□ 基準を満たす（16.0以上）　）　

 ワクチン接種

　　 　　　□無　→　 　未接種理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　 　　　□有　 （①　　　　年　　　　月　　　日） （②　　　　　年　　　　月　　　日）　

 抗体価 (EIA法)　　　 (                                    ) 　 　検査日 （　　　　　年　　　　月　　　　日）

 判定　　□陰性    （2.0未満）　 ※５年以内のもの

　　　 　　□陽性    （□基準を満たさない（2.0～7.9） 　□ 基準を満たす（8.0以上）　）　

 ワクチン接種

　　 　　　□無　→　 　未接種理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　 　　　□有　 （①　　　　年　　　　月　　　日） （②　　　　　年　　　　月　　　日）　

 抗体価 (EIA法)　　　 (                                    ) 　 　検査日 （　　　　　年　　　　月　　　　日）

 判定　　□陰性    （2.0未満）　 ※５年以内のもの

　　　 　　□陽性    （　□基準を満たさない（2.0～3.9） 　□ 基準を満たす（4.0以上）　）　

 ワクチン接種

　　 　　　□無　→　 　未接種理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　 　　　□有　 （①　　　　年　　　　月　　　日） （②　　　　　年　　　　月　　　日）　

 抗体価 (EIA法)　　　 (                                    ) 　 　検査日 （　　　　　年　　　　月　　　　日）

 判定　　□陰性    （2.0未満）　 ※５年以内のもの

　　　 　　□陽性    （　 □基準を満たさない（2.0～3.9） 　□ 基準を満たす（4.0以上）　）　

 ワクチン接種

　　 　　　□無　→　 　未接種理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　 　　　□有　 （①　　　　年　　　　月　　　日） （②　　　　　年　　　　月　　　日）　

 抗体価　　　  (                                    ) 　 　検査日 （　　　　　年　　　　月　　　　日）

 ワクチン接種　

　　 　　　□無　→　 　未接種理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　　 　　□有（①　　　　年　　　月 　　日）（②　　　　年　　　月　 　日）（③　　　　年　　　月　 　日）

　　　　　 　　　（④　　　　年　　　月　　 日）（⑤　　　　年　　　月 　　日）（⑥　　　　年　　　月 　　日）

 胸部レントゲン撮影日 （　　　　　　　年　　　　月　　　日） ※１年以内のもの

 結果  （　　   　異常なし　　　　・　　　　 異常あり　　　 　　）　

※抗体検査は直近５年以内、胸部レントゲンは１年以内の検査結果を記載してください。
※ＥＩＡ法以外の検査方法で判定された場合は、日本環境感染学会　医療関係者のためのワクチンガイドライン２版を
   参照し、実施した検査方法と結果を病原体毎に空いている欄に記載してください。
※麻疹とムンプスについては、HI法による判定は対応できません。

記載日: ＿　＿＿年＿　＿月＿　　＿日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

熊本大学病院における実習生・研修生のウイルス抗体調査票

所属先

 学校名/施設名

(           　　　　　　　　　　　　　　　)

(           　　　　　　　　　　　　　　　)

結核

特記事項

     （生年月日　　　　 　　　　　年　　　　月　　　　日　）

風疹

麻疹

水痘

ムンプス

B型肝炎
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※毎日健康チェックをおこない、その日の院内実習開始時に指導者からサインをもらってください 　　　　ご記入お願いします。

朝 夕 咳
呼吸
困難

鼻汁・
鼻閉

咽頭
痛

頭痛
倦怠
感

下痢
味覚
異常

嗅覚
異常

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

/ 有　　無

備考：　病院を受診した場合や、内服薬の詳細について記載してください。

指導
者サイ
ン

行動記録：　外食、アルバイト、大人数の会合など、3密となる状況があれば記載してください。

学校名： 氏名：
【実習健康チェックシート】

日付 曜日

該当する症状に〇
解熱剤・鎮
痛剤の内
服の有無

体温（℃）

備考 行動記録

実習終了時に〇〇課に提出してください
（〇〇＝学校の担当課）
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診療科： 氏名： 学校名：

携帯電話番号：

実習終了時に提出すること　→

（     ） 外来 （    ） 階病棟

午前
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午後
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午前
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午後
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午前
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午後
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午前
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午後
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午前
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午後
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午前
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午後
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午前
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

午後
□（    ） 番診察室

□  処置室

□  病室（      ） 号室

□  処置室  □  医師室

【常に実施するべき感染対策】

 ⚫ 施設内では常に不織布マスクを着用する。（実習中の布マスク、ウレタンマスク禁止）

 ⚫ 食事の際は、密にならない、対面で食事をしない、食後はすみやかにマスクを着用する、換気を行う。

 ⚫ 手指衛生５つのタイミングでこまめな手指消毒の実施を徹底する。

      ③体液に曝露された可能性がある場合

      ④患者に触れた後

      ⑤患者周辺の環境に触れた後

           WHO 手指衛生ガイドライン より

      ①患者に触れる前

      ②清潔／無菌操作の前

     ※体調不良の場合、 実習には参加し ない。

／

／

／

／

／

／

実習中の行動記録シート

提出先：〇〇専門学校学務課 など

日付/曜日

／

その他

感染が広がる時は「 こ れく ら いなら いいか」 と 思っ て就業・ 登校する時です！ 自己管理、 自己申告がと て

も 大切なので、 ルールを厳密に守っ た実習を心がけてく ださ い。
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科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 文学部 他LLX0-000-41-0 2025 (99220) 4 2

科目名 講義題目 担当教員( )

心理実習 心理実習( ) 寺本 渉 西川 里織 藤中 隆久 髙崎 文子 高岸 幸弘 ,  ,  ,  ,  ,
本吉 大介 安村 明 黒山 竜太 中武 章子 ,  ,  ,  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な 知性 ････ 社会的な 実践力 ････ 情報通信技術の 活用力 ････ 汎用的な 知1.  5% 2.  35% 3.  10% 4.  35% 6.  5% 7.
力 ････ 10%

授業の 形態 実習

授業の 方法
医療、 福祉、 教育、 司法・ 犯罪、 産業・ 労働の ５ つ の 分野の う ち 複数の 心理臨床現場に 赴き 実習を 行う 。 現場実習の
事前事後学習と し て 対面に よ る 講義を 行う 。

授業の 目的
心理臨床現場の 実際を 知り 、 心理臨床の 基本的姿勢と 技法を 習得し 、 心理臨床実践家と し て 役立つ こ と が で き る よ う
に す る 。

学修目標

【 水準】A
心理支援を 必要と す る 対象者の 現状を 理解し 、 多職種連携に よ る 支援の 必要性を 認識し た 上で 、 心理臨床現場で 活動
す る 力を 身に つ け て い る 。 ま た 、 職業倫理、 法令順守の 意識を 十分に 備え て い る 。
【 水準】C
心理支援を 必要と す る 対象者の 現状を 理解し 、 多職種連携に よ る 支援の 必要性を 認識し た 上で 、 心理臨床現場で 活動
す る 力を 最低限度身に つ け て い る 。 ま た 、 職業倫理、 法令順守の 意識を 十分に 備え て い る 。

授業の 概要

こ の 科目は 、 公認心理師資格を 取得する た め の 必須で あ る 心理実習（ 時間） を 実施す る も の で あ る 。 本実習で は 、80
心理学、 特に 臨床心理学、 発達心理学が 活用さ れて い る 施設で 行う 実習を 通し て 、 心理職の 業務内容と 役割と 義務等
に つ い て の 学び を 深め る 。 実習施設は、 医療、 福祉、 教育、 司法・ 犯罪、 産業・ 労働領域か ら 複数の 現場で の 実習を
予定し て い る 。 受講生は 実習前に 行う 事前学習と 準備を ４ 時間、 施設実習合計 時間、 事後学習と 発表等を 時間を72 4
行う こ と で 本授業「 心理実習」 時間計 時間と な る 。 実習する 施設、 実習期間、 実習内容は、 受講生と 施設の 都合を80
考慮し て 蹴っ て し て い く 。 実習中は 施設の 指導者お よ び 担当教員の 巡回指導を 受け な が ら 学ぶ 。

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

1 医療、 福祉、 教育、 司法・ 犯罪、 産業・ 労働の ５ 分野の
心理臨床現場で の 実習

医療、 福祉、 教育、 司法・ 犯罪、 産業・ 労働の ５ つ の 分野
の う ち 複数の 心理臨床現場に 赴き 実習を 行う 。 事前事後学
習で は、 各領域の 業務内容、 公認心理師の 役割と 義務に つ
い て 学ぶ 。

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 通年開講の 単位科目で あ る た め 、 全体で 時間分の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い る 。 事前事後学習2 180
お よ び 実習以外の 時間は 各自自修を 行う こ と 。100

テ キ ス ト テ キ ス ト は 使用し な い 。 事前事後学習時に は 資料を 配布す る 。

参考文献 厚生労働省ホ ー ム ペ ー ジ を 参照https:/ / www.mhlw.go.jp/ stf/ seisakunitsuite/ bunya/ 0000116049.html

履修条件
公認心理師受験資格に 必要と な る 科目の う ち 、 ３ 年時ま で に 開講さ れて い る も の を 全て 単位取得済みで あ る （ ま た は
履修し て お り 単位取得を 目指し て い る ） こ と 。

評価方法・ 基準 実習先施設か ら の 評価 ％、 事前事後学習お よ び 巡回指導に よ る 評価 ％の 合計 ％で 評価す る 。60 40 100

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業 該当 実習先の 心理臨床現場で 、 そ の 職場で 勤務し て い る 公認心理師が 現場の 実際や 経験な ど を 講義する 。 ( )
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科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 文学部 金曜 限LLX0-000-41-0 2025 (99210) 4 2 6

科目名 講義題目 担当教員( )

心理演習 心理演習 高岸 幸弘 藤中 隆久 黒山 竜太 中武 章子( )  ,  ,  ,  

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な 知性 ････ 社会的な 実践力 ････ 情報通信技術の 活用力 ････ 汎用的な1.  5% 2.  40% 3.  10% 4.  30% 6.  10% 7.
知力 ････ 5%

授業の 形態 演習

授業の 方法
本授業は 論文講読、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ 、 事例検討と い っ た 方法で 、 主に グ ル ー プ 学習を 通し て
支援者と し て の 基本姿勢を 身に つ け る 。

授業の 目的 本授業は 、 演習形式の 授業を 行い 、 心理学の 知識及び 技能の 基本的な 水準の 習得を 目的と し て い る 。

学修目標

【 水準】A
心理学に 関す る 知識を 活用し 、 公認心理師と し て の 知識及び 技法の 基本的な水準を 修得し 、 支援を 要す る 者に 対す る
基本姿勢が 身に つ く
【 水準】C
心理学に 関す る 知識を 活用し 、 公認心理師と し て の 知識及び 技法の 基本的な水準を 修得す る

授業の 概要

今授業は 公認心理師受験に 必要な 単位で あ り 、 通年開講の コ マ の 授業回を 予定し て い る 。15
人の 教員で 分担し 授業を 行う 。 授業で は 提示さ れた テ ー マ 等を も と に 、 受講生が プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行い 議論を し
た り 、 事例検討を 行っ た り す る 。 ま た 、 心理面接の 技能を 身に つ け る た め に 、 カ ウ ン セ リ ン グ の ロ ー ル プ レ イ ン グ 等
も 行う 。 授業回に よ っ て は、 授業内容の 振り 返り と し て リ フ レ ク シ ョ ン シ ー ト の 提出を 求め る こ と も あ る 。

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン1 授業の 構成の 説明。 支援者と し て の 態度、 公認心理師と し
て の 総合的な 心理支援技量に つ い て 概説す る 。

職業倫理と 法令順守2 公認心理師と し て 働く う え で 直面す る 倫理、 法令順守に か
か る 諸問題を 、 具体的な 事例の 議論を 通し て 学ぶ

①心理面接と ロ ー ル プ レ イ ン グ3
医療領域か ら の 事例を 通し て 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ を 通し て
、 医療領域で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら なる ア セ ス メ
ン ト や支援計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

②心理面接と ロ ー ル プ レ イ ン グ4
福祉領域か ら の 事例を 通し て 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ を 通し て
、 医療領域で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら なる ア セ ス メ
ン ト や支援計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

③心理面接と ロ ー ル プ レ イ ン グ5
教育領域か ら の 事例を 通し て 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ を 通し て
、 医療領域で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら なる ア セ ス メ
ン ト や支援計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

④心理面接と ロ ー ル プ レ イ ン グ6
司法・ 犯罪領域か ら の 事例を 通し て 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ を
通し て 、 医療領域で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら な る ア
セ ス メ ン ト や 支援計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

⑤心理面接と ロ ー ル プ レ イ ン グ7
産業・ 労働領域か ら の 事例を 通し て 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ を
通し て 、 医療領域で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら な る ア
セ ス メ ン ト や 支援計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

①心理検査と ロ ー ル プ レ イ ン グ8
知能検査（ ） を 検査者役と 被験者役に 分か れロWAIS, WISC
ー ル プ レ イ を 行い 、 知能検査実施の 実際を 学び 、 所見の 書
き 方を 修得す る 。

②心理検査と ロ ー ル プ レ イ ン グ9
ロ ー ル シ ャ ッ ハ テ ス ト を 検査者役と 被験者役に 分か れロ ー
ル プ レ イ を 行い 、 知能検査実施の 実際を 学び 、 所見の 書き
方を 修得す る 。

①事例検討 （ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ）10
医療領域か ら の 事例に 関する 論文講読を 通し て 、 医療領域
で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら な る ア セ ス メ ン ト や 支援
計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

②事例検討 （ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ）11
福祉領域か ら の 事例に 関する 論文講読を 通し て 、 医療領域
で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら な る ア セ ス メ ン ト や 支援
計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

③事例検討 （ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ）12
教育領域か ら の 事例に 関する 論文講読を 通し て 、 医療領域
で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら な る ア セ ス メ ン ト や 支援
計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

④事例検討 （ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ）13
司法・ 犯罪領域か ら の 事例に 関す る 論文講読を 通し て 、 医
療領域で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら な る ア セ ス メ ン ト
や 支援計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

⑤事例検討 （ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ）14
産業・ 福祉領域か ら の 事例に 関す る 論文講読を 通し て 、 医
療領域で 支援を 要す る 者を 理解し 、 さ ら な る ア セ ス メ ン ト
や 支援計画の 作成に つ い て 学ぶ 。

多職種連携と 地域支援15
支援を 要す る 者に 必要と さ れる チ ー ム ア プ ロ ー チ の 理解と
多職種連携の 理解を 深め る た め に 、 事例を 用い て 議論す る
。

授業外学修時間の 目安
本科目は 、 通年開講の ２ 単位科目で あ る た め 、 全体で 時間分の 学修が 必要な 内容で 構成さ れて い る 。 授業で は、180

コ マ ＝ 時間の 学修を 行う た め 、 残り 時間の 学修に つ い て は 、 各自学修を 行う こ と 。2h×30 60 120

テ キ ス ト テ キ ス ト は 使用し な い 。 適宜資料を 配布す る 。

参考文献 高岸幸弘・ 黒山竜太（ 編・ 著） （ ） 支援の た め の 心理学 エ ビ デ ン ス に 基づ く 援助活動の 実際　 北樹出版2022 : 

履修条件
公認心理師受験資格に 必要と な る 科目の う ち 、 ３ 年時ま で に 開講さ れて い る も の を 全て 単位取得済みで あ る （ ま た は
履修し て お り 単位取得を 目指し て い る ） こ と 。

評価方法・ 基準 授業内で 課さ れる プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン や ロ ー ル プ レ イ ン グ の コ ミ ッ ト メ ン ト や 議論、 発言内容、 リ フ レ ク シ ョ ン シ ー
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評価方法・ 基準 ト の 内容を 踏ま え て 評価する 。

教科書・ 資料の 言語 「 日本語と 英語を 併用し た 」 テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

該当 児童福祉現場で 経験の あ る 教員が 、 そ の 経験を 活か し て 、 特許制度の 基本的な 知識と 手法、 特許を 用い た 研究成 (
果の 保護・ 活用の 考え 方に つ い て 講義す る 。 )
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○国立大学法人熊本大学職員就業規則 

(平成 16 年 4 月 1 日規則第 24 号) 

改正 平成 17 年 1 月 14 日規則第 8 号 平成 17 年 3 月 24 日規則第 64 号 平成 17 年 11 月 24 日規則第 127 号

平成 18 年 3 月 23 日規則第 75 号 平成 19 年 3 月 26 日規則第 85 号 平成 20 年 3 月 6 日規則第 52 号 

平成 20 年 3 月 28 日規則第 103 号 平成 20 年 9 月 29 日規則第 241 号 平成 20 年 12 月 3 日規則第 264 号 

平成 21 年 1 月 28 日規則第 3 号 平成 21 年 3 月 27 日規則第 128 号 平成 22 年 3 月 30 日規則第 46 号 

平成 23 年 3 月 24 日規則第 41 号 平成 26 年 3 月 27 日規則第 25 号 平成 27 年 9 月 24 日規則第 266 号 

平成 28 年 4 月 28 日規則第 302 号 平成 28 年 12 月 22 日規則第 455 号 平成 29 年 6 月 22 日規則第 195 号 

平成 29 年 9 月 28 日規則第 220 号 平成 29 年 10 月 26 日規則第 229 号 平成 30 年 3 月 22 日規則第 55 号 

平成 31 年 3 月 28 日規則第 63 号 令和元年 12 月 26 日規則第 404 号 令和 3 年 3月 24 日規則第 55 号 

令和 4 年 3月 24 日規則第 36 号 令和 5 年 3月 23 日規則第 101 号 令和 6 年 3月 28 日規則第 162 号 

令和 7 年 3月 27 日規則第 51 号 
 

目次 

第 1章 総則(第 1条－第 6条) 

第 2 章 人事 

第 1節 採用(第 7条－第 9条) 

第 2 節 昇任及び降任(第 10 条－第 11 条の 7) 

第 3 節 配置換等(第 12 条・第 13 条) 

第 4 節 休職(第 14 条－第 18 条) 

第 5 節 退職及び解雇等(第 19 条－第 27 条) 

第 3 章 給与(第 28 条) 

第 4 章 退職手当(第 29 条) 

第 5 章 服務(第 30 条－第 37 条) 

第 6 章 勤務時間、休日及び休暇、育児休業等 

第 1節 勤務時間等(第 38 条－第 44 条) 

第 2 節 休日及び休暇(第 45 条－第 49 条) 

第 3 節 育児休業等(第 50 条－第 52 条の 2) 

第 7 章 研修(第 53 条) 

第 8 章 人事評価(第 53 条の 2) 

第 9 章 表彰及び懲戒 

第 1節 表彰(第 54 条) 

第 2 節 懲戒等(第 55 条－第 58 条) 

第 10 章 安全衛生(第 59 条・第 60 条) 

第 11 章 出張及び旅費(第 61 条) 

第 12 章 共済(第 62 条) 

第 13 章 保険及び災害補償(第 63 条・第 64 条) 
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第 14 章 知的財産権(第 65 条) 

第 15 章 苦情処理(第 66 条) 

第 16 章 その他(第 67 条・第 68 条) 

附則 

 

第 1 章 総則 

(目的) 

第 1 条 この規則は、労働基準法(昭和 22 年法律第 49 号。以下「労基法」という。)第 89 条の

規定に基づき、国立大学法人熊本大学(以下「本学」という。)に勤務する職員の就業に関し

必要な事項を定めることを目的とする。 

(職員の区分及び職種等) 

第 2 条 本学の職員の区分は、次に掲げるものとし、その職種又は職名は、当該各号に掲げる

とおりとする。 

(1) 教育職員 

教授、准教授、講師、助教、助手、校長、園長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭、栄

養教諭 

(2) 一般職員 

事務職員、技術職員、図書職員、研究支援職員、教務職員、技能職員、労務職員 

(3) 医療職員 

病院長、医療技術職員、看護職員 

(4) 有期雇用職員 

事務補佐員、技術補佐員、技能補佐員、非常勤支援員、臨時用務員、非常勤教員、非常

勤研究員、ティーチング・アシスタント、リサーチ・アシスタント、医員、医員(研修医)、

学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

(5) 無期転換職員 

事務補佐員、技術補佐員、技能補佐員、非常勤支援員、臨時用務員、非常勤教員、非常

勤研究員、ティーチング・アシスタント、リサーチ・アシスタント、医員、医員(研修医)、

学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

(6) 再雇用職員 

一般再雇用職員、定年前再雇用短時間勤務職員、有期再雇用職員 

(7) 個別契約職員 

寄附講座教員、その他の個別契約職員 

(適用範囲) 

第 3 条 この規則は、前条第 1号から第 3号までの職員に適用する。 

2 前条第 4号及び第 5号の職員並びに前条第 6号の有期再雇用職員の就業等に関し必要な事項

は、別に定める国立大学法人熊本大学有期雇用職員就業規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 
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3 前条第 6 号の一般再雇用職員及び定年前再雇用短時間勤務職員の就業等に関し必要な事項は、

別に定める国立大学法人熊本大学再雇用職員就業規則(平成 19 年 4 月 1 日制定)による。 

4 前条第 7 号の職員へのこの規則の適用条項の範囲については、個別の契約書によって定める。 

(権限の委任) 

第 4 条 国立大学法人熊本大学の長(以下「学長」という。)は、この規則に規定する権限の一

部を学長が指定する者に委任することができる。 

(法令との関係) 

第 5 条 この規則に定めのない事項については、労基法その他の関係法令の定めるところによ

る。 

(遵守遂行) 

第 6 条 本学及び職員(第 2条第 1 号から第 3号までの職員をいう。以下同じ。)は、それぞれ

の立場でこの規則を誠実に遵守し、その遂行に努めなければならない。 

第 2章 人事 

第 1節 採用 

(採用) 

第 7 条 職員の採用は、選考による。 

2 職員の採用の際の選考に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員雇用規則

(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「職員雇用規則」という。)による。 

(無期労働契約への転換) 

第 7 条の 2 職員雇用規則第 7条及び第 8条の規定により任期を定めて採用された職員のうち、

平成 25 年 4 月 1 日以後に締結された 2以上の有期労働契約(契約期間の始期の到来前のもの

を除く。以下同じ。)の契約期間を通算した期間(労働契約法(平成 19 年法律第 128 号)第 18

条第 2項、科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法律(平成 20年法律第 63 号)第 1

5 条の 2第 2項及び大学の教員等の任期に関する法律(平成 9年法律第 82 号)第 7 条第 2項の

規定により労働契約法第 18 条第 1項に規定する通算契約期間に算入しないこととされている

期間を除く。)が 5 年(教授、准教授、講師、助教及び助手にあっては 10 年)を超えるものが、

現に締結している有期労働契約期間の満了する日の 30 日前までに、当該満了する日の翌日か

ら期間の定めのない労働契約(以下「無期労働契約」という。)の締結の申込みをした場合は、

現に締結している有期労働契約期間の満了する日の翌日から無期労働契約に転換する。 

2 前項の場合において、無期労働契約の内容である労働条件は、現に締結している有期労働契

約の内容である労働条件(契約期間を除く。)と同一の労働条件(当該労働条件(契約期間を除

く。)について別段の定めがある部分を除く。)とする。 

(労働条件の明示) 

第 8 条 学長は、職員の採用に際し、次に掲げる事項を記載した文書を交付するものとする。 

(1) 労働契約の期間に関する事項 

(2) 期間の定めのある労働契約を更新する場合の基準に関する事項 

(3) 就業の場所及び従事すべき職務に関する事項 
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(4) 給与の決定、計算及び支払いの方法、給与の締切り及び支払いの時期並びに昇給に関す

る事項 

(5) 始業及び終業の時刻、勤務時間を超える勤務の有無、休憩時間、休日並びに休暇に関す

る事項 

(6) 職員を 2組以上に分けて交替に就業させる場合の就業時転換に関する事項 

(7) 退職及び解雇に関する事項 

(8) その他必要な事項 

(試用期間) 

第 9 条 職員として採用された者には、採用の日から 6か月の試の使用期間(以下「試用期間」

という。)を設ける。ただし、学長が必要と認めたときは、試用期間を変更し、又は設けない

ことができる。 

2 学長は、試用期間中に職員として必要な適格性を欠くと認めた場合には、試用期間満了時ま

でに解雇することができる。 

3 試用期間は、勤続年数に通算する。 

4 職員の試用期間に関し必要な事項は、別に定める職員雇用規則による。 

第 2節 昇任及び降任 

(昇任) 

第 10 条 職員の昇任は、選考による。 

2 職員の昇任に関し必要な事項は、別に定める職員雇用規則による。 

(意に反する降任) 

第 11 条 学長は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、その意に反して、これを降任

させることができる。 

(1) 勤務実績がよくない場合 

(2) 心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えない場合 

(3) その他職務の遂行に必要な適格性を欠く場合 

2 前項の降任に関し必要な事項は、別に定める職員雇用規則による。 

(管理監督職等勤務上限年齢による降任) 

第 11 条の 2 学長は、管理監督職及び管理監督職に準ずる職(以下「管理監督職等」という。)

を占める職員でその占める管理監督職等に係る管理監督職等勤務上限年齢(以下「役職定年」

という。)に達している職員について、当該役職定年に達した日の翌日以後における最初の 4

月 1日に、管理監督職を占める職員にあっては管理監督職以外の職へ、管理監督職に準ずる

職を占める職員にあっては管理監督職に準ずる職以外の職への降任をするものとする。 

2 管理監督職等の職員区分、職種及び職名は、別表のとおりとする。 

3 第 1 項の役職定年は、年齢 60 年とする。 

4 第１項の規定による降任については、人事計画その他の事情を考慮した上で、できる限り上

位の職制上の段階の職に任命するものとする。 

(管理監督職等への雇用の制限) 
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第 11 条の 3 学長は、採用又は昇任しようとする管理監督職等に係る役職定年に達している者

を、その者が当該管理監督職等を占めているものとした場合における役職定年に達した日の

翌日以後における最初の 4月 1日の翌日(前条の規定により降任をされた職員にあっては、当

該降任をされた日)以後、当該管理監督職等に採用又は昇任することができない。 

(適用除外) 

第 11 条の 4 前 2 条の規定は、国立大学法人熊本大学職員の任期に関する規則(平成 17 年 1 月

14 日制定。以下「職員任期規則」という。)により任期を定めて採用される職員には適用しな

い。 

(役職定年による降任及び管理監督職等への雇用の制限の特例) 

第 11 条の 5 学長は、第 11 条の 2 の規定により、管理監督職以外の職への降任をすべき特定管

理監督職群（職務の内容が相互に類似する複数の管理監督職であって、これらの欠員を容易

に補充することができない年齢構成その他の特別の事情がある管理監督職として別に定める

管理監督職をいう。以下この項において同じ。）に属する管理監督職を占める職員について、

当該職員の他の管理監督職以外の職への降任により、当該特定管理監督職群に属する管理監

督職の欠員の補充が困難となることにより職務の運営に著しい支障が生ずると認められる事

由として別に定める事由があると認めるときは、当該職員が占める管理監督職に係る役職定

年に達した日の翌日以後における最初の４月１日から起算して 1年を超えない期間内で管理

監督職としての期間を延長し、引き続き当該管理監督職を占めている職員に当該管理監督職

を占めたまま勤務をさせ、又は当該職員を当該管理監督職が属する特定管理監督職群の他の

管理監督職に採用し、降任し、又は配置換すること（以下「特例雇用」という。）ができる。 

2 学長は、前項又はこの項の規定により特例雇用の期間（前項又はこの項の規定により延長さ

れた期間を含む。）が延長された管理監督職を占める職員について前項に規定する事由が引

き続きあると認めるときは、延長された当該特例雇用の期間の末日の翌日から起算して 1年

を超えない当該年度の期間内で延長された当該特例雇用の期間を更に延長することができる。

ただし、第 21 条第 2 項に規定する定年による退職の日を超えて更に延長することはできない。 

(特例雇用に係る職員の同意) 

第 11 条の 6 学長は、前条の規定により特例雇用をする場合は、あらかじめ職員の同意を得な

ければならない。 

(特例雇用事由が消滅した場合の措置) 

第 11 条の 7 学長は、第 11 条の 5 の規定により特例雇用をした場合において、当該特例雇用の

期間の末日の到来前に当該特例雇用の事由が消滅したときは、管理監督職以外の職に降任を

するものとする。 

第 3節 配置換等 

(配置換等) 

第 12 条 職員は、組織又は業務上の必要により、配置換(職種換を含む。)、出向又は併任(以

下「配置換等」という。)を命ぜられることがある。 

2 配置換等を命ぜられた職員は、正当な理由がない限りこれを拒むことができない。 
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3 職員の出向に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員出向規則(平成 16 年

4 月 1 日制定)及び国立大学法人熊本大学クロスアポイントメント制度に関する規則(平成 30

年 3 月 22 日制定)による。 

(赴任) 

第 13 条 赴任の命令を受けた職員は、その命令を受けた日から、次に掲げる期間内に赴任しな

ければならない。ただし、当該期間内に赴任できないときは、その理由を付して学長の承認

を得なければならない。 

(1) 住居移転を伴わない場合 即日 

(2) 住居移転を伴う場合 7 日以内 

第 4節 休職 

(休職) 

第 14 条 学長は、職員が次の各号のいずれかに該当すると認める場合は、休職とすることがで

きる。 

(1) 心身の故障のため、長期の休養を要する場合 

(2) 刑事事件に関し起訴され、職務の正常な遂行に支障をきたす場合 

(3) 学校、研究所等の公共的施設において、その職員の職務に関連があると認められる学術

に関する事項の調査、研究等に従事する場合 

(4) 水難、火災その他の災害により、生死不明又は所在不明となった場合 

(5) 我が国が加盟している国際機関、外国政府の機関等からの要請に基づき、職員を派遣す

る場合 

(6) 営利企業を営むことを目的とする会社その他の団体であって、本学教育職員の研究成果

を活用する事業を実施する企業の役員(監査役を除く。)、顧問又は評議員(以下「役員等」

という。)の職を兼ねる場合において、主として当該役員等の職務に従事する必要があり、

本学の職務に従事することができないと認められる場合 

(7) 労働組合の業務に専従する場合 

(8) その他特別の事由により休職とすることが適当と認められる場合 

2 試用期間中の職員については、前項の規定を適用しない。 

(休職期間) 

第 15 条 前条第 1項第 1号及び第 3号から第 8号までに掲げる事由による休職の期間は、3年

を超えない範囲内において、職員雇用規則により定める。この場合において、休職の期間が 3

年に満たないときは、初めに休職した日から引き続き 3年を超えない範囲内において、これ

を更新することができる。 

2 前条第 1項第 2号に掲げる事由による休職の期間は、職務の正常な遂行に支障をきたすと判

断される期間とする。 

(休職中の身分等) 

第 16 条 休職者は、職員としての身分を保有するが、職務に従事しない。 
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2 休職者は、その休職の期間中、原則として給与を受けることができない。ただし、別に定め

る国立大学法人熊本大学職員給与規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「職員給与規則」とい

う。)、国立大学法人熊本大学年俸制適用職員給与規則(平成 27 年 9 月 24 日制定。以下「年

俸制給与規則」という。)及び国立大学法人熊本大学 2 号年俸制適用職員給与規則(令和元年 1

2 月 26 日制定。以下「2号年俸制給与規則」という。)において別段の定めがある場合は、こ

の限りでない。 

(復職) 

第 17 条 学長は、休職期間が満了するまでに休職事由が消滅したと認めた場合には、復職を命

ずる。 

2 休職の期間が満了したときは、休職にされていた職員は、当然復職するものとする。 

3 前 2 項の規定にかかわらず、第 14 条第 1項第 1号の規定による休職にあっては、医師(学長

が必要と認めるときは、学長が指定した医師)の診断書又は証明書に基づき、本学の産業医又

は学長が指定した医師に意見を求め、休職事由が消滅し、職務の遂行に支障がないと学長が

認めた場合に限り、復職を命じ、又は復職するものとする。 

4 職員を復職させる場合には、原則として休職前の職務に復帰させる。ただし、心身の状態そ

の他の事情を考慮して、他の職務に就かせることがある。 

(休職の取扱い) 

第 18 条 第 14 条から前条までに定めるもののほか、職員の休職に関し必要な事項は、別に定

める職員雇用規則による。 

第 5節 退職及び解雇等 

(退職) 

第 19 条 職員は、次の各号のいずれかに該当する場合は、退職とし、職員としての身分を失う。 

(1) 退職を願い出て、学長が承認した場合、又は退職を願い出て、14 日が経過した場合 

(2) 第 21 条に定める定年に達した場合 

(3) 期間を定めて雇用された職員の雇用期間が満了した場合 

(4) 第 15 条に定める休職期間が満了し、休職事由がなお消滅しない場合 

(5) 本学の役員に就任した場合 

(6) 死亡した場合 

(7) その他の退職事由が発生した場合 

2 職種の任期を雇用の任期とする職に就任した職員(当該職に就任する直前の職種(以下「前職

種」という。)の併任を命じられている者に限る。)が、当該職に再任されなかった場合で引

き続き職員として勤務を希望するときは、前職種と同一の労働条件で勤務することができる。 

(自己都合による退職手続等) 

第 20 条 職員は、自己の都合により退職しようとするときは、退職を予定する日の 30 日前ま

でに、学長に文書をもって願い出なければならない。ただし、やむを得ない事由により 30 日

前までに願い出を提出できない場合は、14 日前までに提出しなければならない。 

2 職員は、退職を願い出た後も、退職するまでは従前の職務に従事しなければならない。 
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(定年) 

第 21 条 職員の定年は、年齢 65 年とする。 

2 定年による退職の日は、定年に達した日以後における最初の 3月 31 日とする。 

3 病院長については、前 2項の規定は適用しない。 

第 22 条 削除 

(解雇) 

第 23 条 職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、その意に反して、これを解雇すること

ができる。 

(1) 勤務実績が著しくよくない場合 

(2) 心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えない場合 

(3) その他職員として必要な適格性を欠く場合 

(4) 職種の任期を雇用の任期とする職に就任した職員のうち、第 7条の 2の規定により無期

労働契約の申込みをしたもの又は無期労働契約を締結したもので、当該職に再任されなか

った場合 

(5) 組織の改廃等により、職員の減員が必要となった場合 

(6) 天災事変その他やむを得ない事由により、本学の事業継続が不可能となり、所轄労働基

準監督署長の認定を受けた場合 

2 職員が禁錮以上の刑(執行猶予が付された場合を除く。)に処せられた場合は、これを解雇す

る。 

3 職員の解雇に関し必要な事項は、別に定める職員雇用規則による。 

(解雇制限) 

第 24 条 前条の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する期間及びその後 30 日間は

解雇しない。ただし、第 1号に定める業務上の傷病において、療養開始後 3年を経過しても

負傷又は疾病が治癒せず、労基法第 81 条の規定により打切補償を支払う場合は、この限りで

ない。 

(1) 業務上負傷し、又は疾病にかかり、療養のため休業する期間 

(2) 産前産後の女性職員が別に定める国立大学法人熊本大学職員の勤務時間、休暇等に関す

る規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「職員勤務時間等規則」という。)第 15 条の規定に

より特別有給休暇を取得する期間 

(解雇の予告) 

第 25 条 第 23 条第 1項第 1号から第 4 号まで及び前条ただし書の規定により職員を解雇しよ

うとする場合は、少なくとも 30 日前に本人に予告をする。30 日前に予告をしない場合は、労

基法第 12 条第 1項に規定する平均賃金の 30 日分以上に相当する解雇予告手当を支払う。 

2 前項の予告の日数は、1日について平均賃金を支払った場合においては、その日数を短縮す

ることができる。 

3 前 2 項の規定は、次の各号のいずれかに該当する場合は、これを適用しない。 

(1) 試用期間中の職員を 14 日以内に解雇する場合 
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(2) 第 23 条第 1項第 5号の規定により解雇する場合 

(3) 所轄労働基準監督署長の認定を受けて第 56 条第 1項第 5号に定める懲戒解雇をする場

合 

(退職者等の守秘義務) 

第 26 条 退職者又は解雇された者は、在職中に知り得た秘密及び職務上知り得た個人情報を他

に漏らしてはならない。 

(退職時の証明) 

第 27 条 学長は、退職者、解雇された者又は解雇予告をされた者から労基法第 22 条第 1項に

定める証明書の交付の請求があった場合は、遅滞なくこれを交付する。 

2 前項の証明書に記載する事項は、次のとおりとする。 

(1) 雇用期間 

(2) 業務の種類 

(3) 当該業務における地位 

(4) 給与 

(5) 退職の事由(退職の事由が解雇の場合にあっては、その理由を含む。) 

3 第 1 項の証明書には、前項各号に掲げる事項のうち退職者、解雇された者又は解雇予告をさ

れた者が請求したものに限り記載するものとする。 

第 3章 給与 

(給与) 

第 28 条 職員の給与に関し必要な事項は、別に定める職員給与規則による。ただし、次の各号

に掲げる者の給与については、当該各号に定める規則による。 

(1) 第 2 条第 1 号の教育職員のうち令和元年 12 月 31 日以前から年俸制の適用を受ける教授、

准教授、講師及び助教(年俸制の移行に関し学長に同意書を提出した者を除く。次号におい

て「年俸制適用職員」という。) 年俸制給与規則 

(2) 第 2 条第 1号の教育職員のうち令和 2年 1月 1日以後に年俸制の適用を受ける教授、准

教授、講師及び助教(年俸制適用職員を除く。) 2 号年俸制給与規則 

第 4章 退職手当 

(退職手当) 

第 29 条 職員の退職手当に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員退職手当

規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 

第 5章 服務 

(誠実義務) 

第 30 条 職員は、本学の使命と業務の公共性を自覚し、上司の職務上の指示命令に従い、職場

の秩序を保持し、互いに協力して誠実かつ公正に職務を遂行しなければならない。 

(職務に専念する義務) 

第 31 条 職員は、この規則又は関係法令の定める場合を除いては、その勤務時間中、職務に専

念しなければならない。 
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(職務専念義務の免除) 

第 32 条 職員は、次の各号のいずれかに該当する場合は、前条の規定にかかわらず、その承認

された期間について職務専念義務を免除される。 

(1) 国際的規模又は全国的規模の競技会、展覧会、公演会等に国又は県の要請により出場、

出展又は出演等する場合 

(2) 雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律(昭和 47 年法律第

113 号。以下「男女雇用機会均等法」という。)第 12 条の規定に基づき、勤務時間内に健

康診査を受ける場合 

(3) 男女雇用機会均等法第 13 条の規定に基づき、通勤緩和により勤務しない場合 

(4) 男女雇用機会均等法第 13 条の規定に基づき、休憩に関する措置により勤務しない場合 

(5) 勤務時間内に総合的な健康診査を受ける場合 

(6) 勤務時間内に国立大学法人熊本大学職員安全衛生管理規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以

下「職員安全衛生規則」という。)第 19 条第 1項第 1号、第 2号及び第 4号に定める健康

診断その他学長が定める健康診断並びに同規則第 29 条の 2第 1項に規定するストレスチェ

ックを受ける場合 

2 職員の職務専念義務免除に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(遵守事項) 

第 33 条 職員は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 正当な理由なく欠勤するなど勤務を怠らないこと。 

(2) 熊本大学の名誉及び信用を失墜させるような行為を行わないこと。 

(3) 職務上知り得た秘密及び職務上知り得た個人情報を他に漏らさないこと。 

(4) 職務上の地位を私的利用のために用いないこと。 

(5) 熊本大学の敷地及び施設内において、良好な教育研究環境の維持に努め、喧騒その他秩

序・風紀を乱さないこと。 

(6) 熊本大学の敷地及び施設内において、選挙運動その他の政治活動を行わないこと。 

(7) 学長の許可なく、熊本大学の敷地及び施設内において、営利を目的とする金品の貸借及

び物品の売買を行わないこと。 

(職員の倫理) 

第 34 条 職員の倫理に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学倫理規則(平成 16

年 4 月 1 日制定)による。 

(ハラスメントの防止等) 

第 35 条 職員は、いかなるハラスメント及び人権侵害も行ってはならず、常にこれらの防止に

努めなければならない。 

2 ハラスメント(セクシュアル・ハラスメント等を除く。)の防止等に関し必要な事項は、別に

定める熊本大学ハラスメントの防止等に関する規則(平成 18 年 3 月 23 日制定)による。 

3 セクシュアル・ハラスメント等の防止等に関し必要な事項は、別に定める熊本大学セクシュ

アル・ハラスメント等の防止等に関する規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 
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(兼業の制限) 

第 36 条 職員は、学長の承認を受けた場合でなければ、職務以外の他の業務に従事し、又は自

ら事業を営んではならない。 

2 職員の兼業に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員兼業規則(平成 16 年

4 月 1 日制定)による。 

(公職の候補者への立候補等) 

第 37 条 職員は、国会議員、地方公共団体の長、地方公共団体の議会の議員その他の公職に立

候補するとき、及び当選の告知後は、速やかにその旨を、学長に届け出なければならない。 

第 6章 勤務時間、休日及び休暇、育児休業等 

第 1節 勤務時間等 

(勤務時間等) 

第 38 条 職員の 1 週間当たりの勤務時間は 38 時間 45 分とし、1 週間の起算日は土曜日とする。 

2 1 日の勤務時間は 7時間 45 分とし、始業及び終業の時刻並びに休憩時間は、次のとおりとす

る。 

(1) 始業 午前 8時 30 分 

(2) 終業 午後 5時 15 分 

(3) 休憩時間 正午から午後 1時まで 

3 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、あらかじめ日時を指定し

て始業及び終業の時刻並びに休憩時間を繰り上げ、又は繰り下げることがある。 

(1) 業務の都合により必要がある場合 

(2) 中学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員から申出があった場合で、業務の運

営に支障が生じないと認められるとき 

(3) 負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の障害により、2週間以上の期間にわたり常時介

護を必要とする状態(以下「要介護状態」という。)にある家族を介護する職員から申出が

あった場合で、業務の運営に支障が生じないと認められるとき 

4 学長は、業務上の都合により特別の勤務形態によって勤務する必要のある職員について、第

2項及び第 45 条の規定にかかわらず、第 1項の勤務時間の範囲内で、勤務時間、休憩時間及

び休日を変更して割り振ることができる。 

5 職員の勤務時間等に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(事業場外の勤務) 

第 39 条 職員が出張その他本学の業務を帯びて本学外で勤務する場合であって、勤務時間を算

定し難いときは、前条第 2項に規定する勤務時間を勤務したものとみなす。ただし、当該業

務を遂行するために勤務時間を超えて勤務することが必要となる場合においては、当該業務

に関しては、当該業務の遂行に通常必要とされる時間を勤務したものとみなす。 

(在宅勤務) 

第 39 条の 2 学長は、業務上支障がないと認められる場合又は災害時等における本学の事業継

続のために必要と認める場合は、職員に在宅勤務を命ずることができる。 
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2 職員の在宅勤務に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学における在宅勤務に

関する規則(令和 6年 3月 28 日制定)による。 

(時間外勤務等) 

第 40 条 学長は、業務上必要があると認める場合は、第 38 条又は第 45 条の規定にかかわらず、

時間外勤務(所定勤務時間を超える勤務をいう。)、深夜勤務(午後 10 時から午前 5時までの

間の勤務をいう。)又は休日勤務(所定休日の勤務をいう。)(以下「時間外勤務等」という。)

を命ずることができる。 

2 学長は、前項の規定に基づき、時間外勤務等を命ずる場合には、職員の健康を害しないよう

に配慮するものとする。 

(災害時の勤務) 

第 41 条 学長は、災害その他避けることのできない事由によって、臨時の必要がある場合にお

いては、職員に時間外勤務等を命ずることができる。ただし、労基法第 33条第 1項又は同法

第 36 条第 1項の手続を必要とするものについては、その手続を行わなければならない。 

(宿日直勤務) 

第 42 条 学長は、業務上必要があると認める場合は、勤務時間外又は休日に、職員に宿日直勤

務を命ずることができる。 

2 職員の宿日直に関し必要な事項は、別に定める熊本大学病院宿日直規則(平成 16 年 4 月 1 日

制定)による。 

(出勤) 

第 43 条 職員は、始業時刻までに出勤し、出勤後直ちに出勤簿に押印しなければならない。た

だし、出勤簿への押印については、職員の勤務状況が確認できるものとして学長が認めた方

法をもって代えることができる。 

(欠勤) 

第 44 条 職員が、休日、休暇による場合その他勤務しないことについて特に承認のあった場合

を除き、病気その他やむを得ない事由により欠勤するときは、あらかじめその事由及び予定

日数・時間数を記入した欠勤届を提出しなければならない。ただし、やむを得ない事由によ

り、あらかじめ提出できないときは、事後速やかにその理由を付して提出しなければならな

い。 

2 前項の提出を怠ったときは、無断欠勤として取り扱うものとする。 

第 2節 休日及び休暇 

(休日及び休日の振替) 

第 45 条 職員の休日は、次のとおりとする。 

(1) 土曜日及び日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に定める休日 

(3) 12 月 29 日から 1月 3日までの日(前号に定める休日を除く。) 

(4) その他学長が指定した日 
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2 学長は、前項に規定する休日について特に勤務することを命じた場合には、原則として土曜

日を起算日とした 1週間後の日までの期間にある勤務日を休日に変更して、その勤務するこ

とを命じた日に振り替えることができる。ただし、業務の都合上、土曜日を起算日とした１

週間後の日までの期間に振り替えることができない場合には、他の勤務日と休日を振り替え

ることができる。 

3 職員の休日及び休日の振替に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(有給休暇) 

第 46 条 職員の有給休暇は、年次有給休暇、病気有給休暇及び特別有給休暇とする。 

(年次有給休暇) 

第 47 条 年次有給休暇は、一の年度につき 20 日とする。ただし、新たに採用された職員は、2

0 日を限度として当該年度の在職期間に応じた日数とする。 

2 年次有給休暇(本項の規定により繰り越されたものを除く。)は、20 日を超えない範囲内の残

日数・時間数を限度として、当該年度の翌年度に繰り越すことができる。 

3 職員の年次有給休暇に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(病気有給休暇) 

第 48 条 病気有給休暇は、職員が負傷又は疾病による療養のため勤務しないことがやむを得な

いと認められる場合に取得することができる。 

2 生理日における勤務が著しく困難であると請求があった場合には、病気有給休暇として取り

扱うものとする。 

3 職員の病気有給休暇に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(特別有給休暇) 

第 49 条 特別有給休暇は、職員が結婚、出産、親族の死亡その他の特別の事由により勤務しな

いことが相当と認められる場合に取得することができる。 

2 職員の特別有給休暇に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

第 3節 育児休業等 

(育児休業、育児短時間勤務又は育児時間) 

第 50 条 職員は、3 歳(職員任期規則第 2条第 1号から第 3号までに規定する職員については、

2歳)に満たない子を養育するために必要があるときは、学長に申し出て育児休業をすること

ができる。 

2 職員は、中学校就学の始期に達するまでの子を養育するために必要があるときは、学長に申

し出て 1週間当たりの勤務時間を 19 時間 30 分から 25 時間までの範囲内で勤務すること(以

下「育児短時間勤務」という。)又は所定の勤務時間の一部について勤務しないこと(以下

「育児時間」という。)ができる。 

3 職員の育児休業、育児短時間勤務又は育児時間に関し必要な事項は、別に定める国立大学法

人熊本大学職員育児休業等に関する規則(平成 16年 4 月 1 日制定)による。 

(介護休業、介護短時間勤務又は介護時間) 
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第 51 条 職員は、要介護状態にある家族を介護するために必要があるときは、学長に申し出て

介護休業又は 1週間当たりの勤務時間を 19 時間 30 分から 25 時間までの範囲内で勤務するこ

と(以下「介護短時間勤務」という。)若しくは所定の勤務時間の一部について勤務しないこ

と(以下「介護時間」という。)ができる。 

2 職員の介護休業、介護短時間勤務又は介護時間に関し必要な事項は、別に定める国立大学法

人熊本大学職員介護休業等に関する規則(平成 16年 4 月 1 日制定)による。 

(大学院修学休業) 

第 52 条 主幹教諭、教諭、養護教諭及び栄養教諭で、教育職員免許法(昭和 24 年法律第 147

号)に規定する専修免許状の取得を目的とする者は、学長の許可を受けて、3年を超えない範

囲内で年を単位として定める期間、大学(短期大学を除く。)の大学院の課程若しくは専攻科

の課程又はこれらの課程に相当する外国の大学の課程に在学してその課程を履修するための

休業(以下「大学院修学休業」という。)をすることができる。 

2 職員の大学院修学休業に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学大学院修学休

業に関する規則(平成 16年 4 月 1 日制定)による。 

(自己啓発等休業) 

第 52 条の 2 職員は、自発的な大学等における修学又は国際貢献活動のための休業（以下「自

己啓発等休業」という。）をすることができる。 

2 職員の自己啓発等休業に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員自己啓発

等休業に関する規則(令和 6年 3月 28 日制定)による。 

第 7章 研修 

(研修) 

第 53 条 学長は、業務上必要があると認める場合は、職員の研修の機会提供に努めるものとす

る。 

2 職員の研修に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員研修規則(平成 16 年

4 月 1 日制定)による。 

第 8章 人事評価 

(人事評価) 

第 53 条の 2 学長は、職員に対して職務遂行能力及び業績の評価(以下「人事評価」という。)

を実施する。 

2 職員の人事評価に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員人事評価規則

(平成 19 年 3 月 26 日制定)による。 

第 9章 表彰及び懲戒 

第 1節 表彰 

(表彰) 

第 54 条 学長は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、これを表彰する。 

(1) 永年勤続し、その勤務実績が優秀である場合 

(2) 特に他の職員の模範として推奨すべき実績があると認めた場合 
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2 前項に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学表彰規則(平成 16 年 4 月 1 日制

定)による。 

第 2節 懲戒等 

(懲戒の事由) 

第 55 条 学長は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、所定の手続を経た上で、懲戒

処分を行うことができる。 

(1) 第 30 条、第 31 条及び第 33 条から第 36 条までに規定する服務事項に違反した場合 

(2) 故意又は重大な過失により、本学に損害を与えた場合 

(3) 窃盗、横領、傷害等の刑法犯に該当する行為があった場合 

(4) 重大な経歴詐称をした場合 

(5) その他この規則及び附属する諸規則に違反した行為があった場合 

(懲戒の種類) 

第 56 条 懲戒の種類は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 戒告 責任を確認させ、将来を戒める。 

(2) 減給 給与の一部を減額する。ただし、その額は 1回の事案につき平均賃金の 1日分の

半額を超えないものとし、また、一賃金支払い期において複数の事案がある場合において

も、当該賃金支払い期における賃金総額の 10 分の 1を超えないものとする。 

(3) 停職 12 月を限度として出勤を停止し、職務に従事させず、その間の給与を支給しない。 

(4) 諭旨解雇 退職願の提出を勧告し、これに応じない場合には、30 日前に予告して、若し

くは 30 日以上の平均賃金を支払って解雇し、又は予告期間を設けないで即時に解雇する。 

(5) 懲戒解雇 即時に解雇し、退職手当は支給しない。この場合において、所轄労働基準監

督署長の認定を受けたときは、労基法第 20 条に規定する解雇予告手当を支給しない。 

2 職員の懲戒に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学懲戒規則(平成 16 年 4 月

1 日制定。以下「懲戒規則」という。)による。 

(訓告等) 

第 57 条 学長は、服務を厳正にし、規律を保持する必要がある場合には、職員に対して懲戒処

分によらず、文書等により訓告又は厳重注意(以下「訓告等」という。)を行うことができる。 

2 学長は、職務遂行上の行為又はこれに関連する行為に係る訓告等を行うに当たり、特に必要

と認めるときは、公表することができる。 

3 訓告等の公表については、懲戒規則第 6条第 2項の規定を準用する。この場合において、

「懲戒処分の量定」とあるのは「訓告等の種類」と、「被処分者」とあるのは「訓告等を受

ける者」と読み替えるものとする。 

(損害賠償) 

第 58 条 学長は、職員が故意又は過失により本学に損害を与えた場合は、その全部又は一部を

賠償させることができる。 

第 10 章 安全衛生 

(安全衛生) 
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第 59 条 職員の安全衛生及び健康診断に関し必要な事項は、別に定める職員安全衛生規則によ

る。 

(妊産婦職員の保護) 

第 60 条 学長は、妊娠中又は出産後 1年を経過しない職員(以下「妊産婦職員」という。)が請

求した場合は、時間外勤務等をさせてはならない。 

2 妊産婦職員の勤務制限に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

第 11 章 出張及び旅費 

(出張) 

第 61 条 学長は、業務上必要があると認める場合は、職員に出張を命ずることができる。 

2 出張を命じられた職員が出張を終えたときは、速やかに報告書を提出しなければならない。 

3 職員が出張及び赴任を命ぜられた場合の旅費については、別に定める国立大学法人熊本大学

旅費規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 

第 12 章 共済 

(共済) 

第 62 条 職員の共済は、国家公務員共済組合法(昭和 33 年法律第 128 号)の定めるところによ

る。 

第 13 章 保険及び災害補償 

(労働保険) 

第 63 条 学長は、職員が雇用保険法(昭和 49 年法律第 116 号)及び労働者災害補償保険法(昭和

22 年法律第 50 号)(以下「労災法」という。)の基準により、被保険者に該当するときは、直

ちに必要な手続を行わなければならない。 

(災害補償) 

第 64 条 職員が業務上又は通勤途上において、災害(負傷、疾病、障害又は死亡をいう。)を受

けた場合の災害補償、被災職員の社会復帰の促進並びに被災職員及びその遺族の援護を図る

ために必要な福祉事業に関しては、労基法及び労災法の定めるところによるもののほか、別

に定める国立大学法人熊本大学職員災害補償規則(平成 17 年 1 月 14 日制定)による。 

第 14 章 知的財産権 

(知的財産権) 

第 65 条 知的財産権に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職務発明等規則

(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 

第 15 章 苦情処理 

(苦情処理) 

第 66 条 この規則及び附属する諸規則の解釈並びに適用に関する疑義又は勤務時間、給与等労

働条件に関する職員の苦情を公正かつ適切に処理するため、本学に苦情処理制度を設ける。 

2 苦情処理等に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学苦情相談及び苦情処理に

関する規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 

第 16 章 その他 
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(宿舎の利用) 

第 67 条 職員の宿舎の利用については、別に定める国立大学法人熊本大学職員宿舎規則(平成 1

6 年 4 月 1 日制定)による。 

(保育園の利用) 

第 68 条 職員は、別に定める国立大学法人熊本大学こばと保育園利用規則(平成 21 年 3 月 27

日制定)により、本学が設置する保育園を利用することができる。 

附 則 

(施行日) 

1 この規則は、平成 16年 4 月 1 日から施行する。 

(承認等の承継) 

2 この規則の施行日前に国家公務員法、人事院規則及びその他関係法令により発令及び承認を

受けていた職員が、国立大学法人法(平成 15 年法律第 112 号)附則第 4条の適用を受ける職員

となった場合の発令及び承認事項については、その効力を承継する。 

3 令和 5年 4月 1日から令和 13 年 3 月 31 日までの間における職員(教授、准教授、講師、助

教、助手及び労務職員を除く。)に対する第 21 条第 1項の規定の適用については、次の表の

左欄に掲げる期間の区分に応じ、同項中「65 年」とあるのはそれぞれ同表の右欄に掲げる字

句とする。 

令和 5年 4 月 1日から令和 7年 3月 31 日まで 61 年 

令和 7年 4 月 1日から令和 9年 3月 31 日まで 62 年 

令和 9年 4 月 1日から令和 11 年 3 月 31 日まで 63 年 

令和 11 年 4 月 1 日から令和 13 年 3 月 31 日まで 64 年 

4 令和 5年 4月 1日から令和 13 年 3 月 31 日までの間における労務職員に対する第 21 条第 1

項の規定の適用については、次の表の左欄に掲げる期間の区分に応じ、同項中「65 年」とあ

るのはそれぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

令和 5年 4 月 1日から令和 11 年 3 月 31 日まで 63 年 

令和 11 年 4 月 1 日から令和 13 年 3 月 31 日まで 64 年 

附 則(平成 17 年 1 月 14 日規則第 8 号) 

この規則は、平成 17 年 1 月 14 日から施行し、平成 16 年 4 月 1 日から適用する。 

附 則(平成 17 年 3 月 24 日規則第 64 号) 

この規則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 17 年 11 月 24 日規則第 127 号) 

この規則は、平成 17 年 12 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 18 年 3 月 23 日規則第 75 号) 

この規則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
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附 則(平成 19 年 3 月 26 日規則第 85 号) 

この規則は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 3 月 6 日規則第 52 号) 

この規則は、平成 20 年 3 月 6 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 3 月 28 日規則第 103 号) 

この規則は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 9 月 29 日規則第 241 号) 

この規則は、平成 20 年 9 月 29 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 12 月 3 日規則第 264 号) 

この規則は、平成 20 年 12 月 3 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 1 月 28 日規則第 3 号) 

この規則は、平成 21 年 2 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 3 月 27 日規則第 128 号) 

この規則は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 3 月 30 日規則第 46 号) 

この規則は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 3 月 24 日規則第 41 号) 

この規則は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 26 年 3 月 27 日規則第 25 号) 

1 この規則は、平成 26年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規則施行の際現に国立大学法人熊本大学職員雇用規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 7条

及び第 8条の規定により任期を定めて採用されている教授、准教授、講師、助教及び助手(以

下「任期付教員」という。)のうち、この規則施行の日前に労働契約法(平成 19 年法律第 128

号)第 18 条第 1項に規定する通算契約期間が 5年を超えることとなったものに係る同項に規

定する期間の定めのない労働契約の申込みについては、その効力を有する。 

3 この規則の施行の日前に任期付教員として在職していた者のうち、平成 25 年 4 月 1 日以後

に労働契約が締結され、当該労働契約の任期中の業績審査により再採用可となったものにつ

いては、学長が教育研究上特に必要と認めるときは、改正後の第 7条の 2第 1項の規定を満

たしているものとみなすことができる。 

附 則(平成 27 年 9 月 24 日規則第 266 号) 
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この規則は、平成 27 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 4 月 28 日規則第 302 号) 

この規則は、平成 28 年 5 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 12 月 22 日規則第 455 号) 

この規則は、平成 29 年 1 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 6 月 22 日規則第 195 号) 

この規則は、平成 29 年 7 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 9 月 28 日規則第 220 号) 

この規則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 10 月 26 日規則第 229 号) 

この規則は、平成 29 年 10 月 26 日から施行し、改正後の第 50 条第 1 項の規定は、平成 29 年

10 月 1 日から適用する。 

附 則(平成 30 年 3 月 22 日規則第 55 号) 

1 この規則は、平成 30年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規則施行の際現に第 14 条第 1項第 1号の事由による休職(以下「病気休職」という。)

中である者の改正後の第 17 条の適用については、当該病気休職から復職後の新たな病気休職

からとする。 

附 則(平成 31 年 3 月 28 日規則第 63 号) 

この規則は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和元年 12 月 26 日規則第 404 号) 

この規則は、令和 2年 1月 1日から施行する。 

附 則(令和 3年 3月 24 日規則第 55 号) 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 3月 24 日規則第 36 号) 

この規則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 23 日規則第 101 号) 

この規則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 28 日規則第 162 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 
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附 則(令和 7年 3月 27 日規則第 51 号) 

1 この規則は、令和 7年 4月 1日から施行する。 

2 この規則による改正後の第 47 条第 2 項の規定にかかわらず、令和 6年 1月 1日から令和 6

年 12 月 31 日までに付与された年次有給休暇にあっては令和 8年 3月 31 日まで、令和 7年 1

月 1日から令和 7年 3月 31 日までに付与された年次有給休暇にあっては令和 9年 3 月 31 日

まで繰り越すことができるものとする。 

別表(第 11 条の 2関係) 

管理監督職等の職員区分、職種及び職名 

区分 
職員区

分 
職種 職名 

管理監督職 

教育職

員 

校長、園長、教諭(特別支援学校の小学部、中学部及び高等部の主

事に限る。)、教頭 

一般職

員 

事務職員 本部長、部長、課長、監査室長、高度専門員 

技術職員 

施設系技術職員 本部長、部長、課長 

教育研究系技術

職員 

技術専門員(研究開発戦略本部技術部門

長に限る。) 

図書職員 課長 

医療職

員 
看護職員 看護部長、副看護部長 

管理監督職に準

ずる職 

一般職

員 

事務職員 副課長、副監査室長、室長、主幹、専門員 

技術職員 施設系技術職員 副課長、室長 

図書職員 副課長、室長 

医療職

員 

医療技術

職員 

薬剤師 副薬剤部長、室長 

診療放射線技師 診療放射線技師長、副診療放射線技師長 

臨床検査技師 臨床検査技師長、副臨床検査技師長 

栄養士 栄養管理室長 
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○国立大学法人熊本大学教育職員選考規則

(平成16年4月1日規則第32号)
改正 平成19年3月26日規則第104号 平成20年3月28日規則第109号

平成20年9月29日規則第244号 平成20年12月26日規則第286号

平成21年3月27日規則第153号 平成21年12月24日規則第269号

平成25年3月28日規則第42号 平成27年2月27日規則第25号

平成27年3月26日規則第126号 平成29年3月23日規則第68号

平成31年3月28日規則第77号 令和元年6月27日規則第351号

令和3年3月24日規則第71号 令和5年3月23日規則第122号

令和6年3月28日規則第166号

(趣旨)

第1条　この規則は、国立大学法人熊本大学職員雇用規則(平成16年4月1日制定)第5

条の規定に基づき、国立大学法人熊本大学の教育職員の選考に関し必要な事項を

定める。

(定義)

第2条　この規則において、「部局」とは、国立大学法人熊本大学学内規則取扱要

項(平成16年4月1日制定)第2条第1項に規定する部局(各学部、情報融合学環、大

学院各教育部、先進軽金属材料国際研究機構、キャンパスミュージアム推進機

構、各研究機構及び附属図書館を除く。)をいう。

(選考の開始)

第3条　部局の長は、当該部局の教授、准教授、講師、助教及び助手(以下「教授

等」という。)の採用又は昇任のための選考を開始しようとするときは、国立大

学法人熊本大学の長(以下「学長」という。)の許可を得なければならない。

2　前項の規定は、配置換について準用する。

(採用及び昇任の方法)

第4条　教授等の採用又は昇任のための選考は、国立大学法人熊本大学教員選考基

準(平成16年4月1日制定)に定める当該職種の資格を有すると認められる者のうち

から、教授会(熊本大学教授会規則(平成16年4月1日制定)第3条第1項に定める運

営委員会及び同規則第4条第1項に定める学内共同教育研究施設等の人事等に関す

る委員会を含む。以下同じ。)の意見を聴き、学長が行う。

2　校長、園長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭及び栄養教諭の採用又は昇任の

ための選考は、教育学部教授会の意見を聴き、学長が行う。

(選考委員会)

第5条　教授会は、教授等の選考を行うため、選考委員会を置くものとする。

2　前項の委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

(1) 部局の長(熊本大学教授会規則第4条第1項に定める学内共同教育研究施設等

に関する委員会にあっては、学長が指名する副学長。以下同じ。)

(2) 教授会が定める選出方法により選出された教授4人以上

(3) その他部局の長が必要と認めた者

3　委員会に、委員長を置き、部局の長をもって充てる。

4　委員長は、選考に際し、採用し、又は昇任させようとする職の教育研究分野と

関連する分野の教授等の参加及び学外の専門家による評価並びに推薦を求め参考

にするなどの方法により、外部の意見を聴取する機会を設けることができる。

(選考方法)

第6条　教授の選考は、次に掲げる方法により行うものとする。

(1) 選考に当たっては、原則として公募制を採用する。
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(2) 部局が作成した選考の基準について、公募要領の公開前に、国立大学法人

熊本大学教員人事委員会(以下「教員人事委員会」という。)の評価を受ける。

(3) 公募制を採用しない場合にあっては選考前に、公募しない理由も含めた選

考の基準について、教員人事委員会の評価を受ける。

(4) 教授会における最終選考は、教授による投票により行う。

(5) 選考終了後、遅滞なく選考結果を公表するものとする。

2　前項の規定は、准教授、講師及び助教の選考について準用する。ただし、前項

第4号の投票については、部局の事情に応じて決定するものとする。

3　前条及び前2項の規定にかかわらず、助手の選考については、部局の事情に応じ

て決定するものとする。

4　教授等の選考を行うに当たっては、産前産後の休暇又は育児若しくは介護(以下

「育児等」という。)のための休業を取得した者及び育児等のための短時間勤務

を行った者が当該選考において不利にならないよう、その事情を考慮しなければ

ならない。

(雑則)

第7条　この規則に定めるもののほか、この規則の実施に関し必要な事項は、教育

研究評議会の議を経て、学長が別に定める。

附　則

1　この規則は、平成16年4月1日から施行する。

2　この規則の施行の日前に、教育公務員特例法(昭和24年法律第1号)の規定により

選考された者については、この規則の規定により選考されたものとみなす。

附　則(平成19年3月26日規則第104号)

この規則は、平成19年4月1日から施行する。

附　則(平成20年3月28日規則第109号)

この規則は、平成20年4月1日から施行する。

附　則(平成20年9月29日規則第244号)

この規則は、平成20年9月29日から施行する。

附　則(平成20年12月26日規則第286号)

この規則は、平成21年1月1日から施行する。

附　則(平成21年3月27日規則第153号)

この規則は、平成21年4月1日から施行する。

附　則(平成21年12月24日規則第269号)

この規則は、平成22年1月1日から施行する。

附　則(平成25年3月28日規則第42号)

この規則は、平成25年4月1日から施行する。

附　則(平成27年2月27日規則第25号)

この規則は、平成27年3月1日から施行する。

附　則(平成27年3月26日規則第126号)
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この規則は、平成27年4月1日から施行する。

附　則(平成29年3月23日規則第68号)

この規則は、平成29年4月1日から施行する。

附　則(平成31年3月28日規則第77号)

この規則は、平成31年4月1日から施行する。

附　則(令和元年6月27日規則第351号)

この規則は、令和元年7月1日から施行する。

附　則(令和3年3月24日規則第71号)

この規則は、令和3年4月1日から施行する。

附　則(令和5年3月23日規則第122号)

この規則は、令和5年4月1日から施行する。

附　則(令和6年3月28日規則第166号)

この規則は、令和6年4月1日から施行する。

3 / 3
設置等の趣旨（資料）－152



○国立大学法人熊本大学教員選考基準

(平成16年4月1日基準第1号)
改正 平成19年3月26日基準第2号 平成21年3月27日基準第4号

平成21年12月24日基準第5号 平成25年3月28日基準第1号

平成27年3月26日基準第1号 平成29年3月23日基準第3号

平成31年3月28日基準第2号 令和元年6月27日基準第7号

令和6年3月28日基準第3号 令和6年6月27日基準第5号

(趣旨)

第1条　国立大学法人熊本大学教育職員選考規則(平成16年4月1日制定)第4条第1項

の規定に基づき、熊本大学における教員(教授、准教授、講師、助教及び助手を

いう。以下同じ。)の選考は、この基準により行う。

(教授の選考)

第2条　教授の選考は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育を

担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行う。

(1) 博士の学位(外国において授与されたこれに相当する学位を含む。)を有

し、研究上の業績を有する者

(2) 研究上の業績が前号の者に準ずると認められる者

(3) 学位規則(昭和28年文部省令第9号)第5条の2に規定する専門職学位(外国に

おいて授与されたこれに相当する学位を含む。)を有し、当該専門職学位の専

攻分野に関する実務上の業績を有する者

(4) 大学において教授、准教授又は大学設置基準(昭和31年文部省令第28号)第8

条第1項に規定する基幹教員としての講師の経歴(外国におけるこれらに相当す

る教員としての経歴を含む。)のある者

(5) 芸術、体育等については、特殊な技能に秀でていると認められる者

(6) 専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有すると認められる者

(准教授の選考)

第3条　准教授の選考は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育

を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行う。

(1) 前条各号のいずれかに該当する者

(2) 大学において助教又はこれに準ずる職員としての経歴(外国におけるこれら

に相当する職員としての経歴を含む。)のある者

(3) 修士の学位又は学位規則第5条の2に規定する専門職学位(外国において授与

されたこれに相当する学位を含む。)を有する者

(4) 研究所、試験所、調査所等に在職し、研究上の業績を有する者

(5) 専攻分野について、優れた知識及び経験を有すると認められる者

(講師の選考)

第4条　講師の選考は、次の各号のいずれかに該当する者について行う。

(1) 第2条又は前条に規定する教授又は准教授となることのできる者

(2) その他特殊な専攻分野について、大学における教育を担当するにふさわし

い教育上の能力を有すると認められる者

(助教の選考)

第5条　助教の選考は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育を

担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行う。

(1) 第2条各号又は第3条各号のいずれかに該当する者

(2) 修士の学位(医学を履修する課程、歯学を履修する課程、薬学を履修する課

程のうち臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするもの又は獣医
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学を履修する課程を修了した者については、学士の学位)又は学位規則第5条の

2に規定する専門職学位(外国において授与されたこれらに相当する学位を含

む。)を有する者

(3) 専攻分野について、知識及び経験を有すると認められる者

(助手の選考)

第6条　助手の選考は、次の各号のいずれかに該当する者について行う。

(1) 学士の学位(外国において授与されたこれに相当する学位を含む。)を有す

る者

(2) 前号の者に準ずる能力を有すると認められる者

(雑則)

第7条　国立大学法人熊本大学学内規則取扱要項(平成16年4月1日制定)第2条第1項

に規定する部局(各学部、情報融合学環、大学院各教育部、先進軽金属材料国際

研究機構、キャンパスミュージアム推進機構、各研究機構及び附属図書館を除

く。)において必要がある場合は、学長の承認を得て、この基準に関する内規を

定めることができる。

附　則

1　この基準は、平成16年4月1日から施行する。

2　この基準の施行の日前に、廃止前の熊本大学教員選考基準(昭和28年4月26日制

定)により選考された者については、この基準により選考されたものとみなす。

附　則(平成19年3月26日基準第2号)

この基準は、平成19年4月1日から施行する。

附　則(平成21年3月27日基準第4号)

この基準は、平成21年4月1日から施行する。

附　則(平成21年12月24日基準第5号)

この基準は、平成22年1月1日から施行する。

附　則(平成25年3月28日基準第1号)

この基準は、平成25年4月1日から施行する。

附　則(平成27年3月26日基準第1号)

この基準は、平成27年4月1日から施行する。

附　則(平成29年3月23日基準第3号)

この基準は、平成29年4月1日から施行する。

附　則(平成31年3月28日基準第2号)

この基準は、平成31年4月1日から施行する。

附　則(令和元年6月27日基準第7号)

この基準は、令和元年7月1日から施行する。

附　則(令和6年3月28日基準第3号)

この基準は、令和6年4月1日から施行する。
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附　則(令和6年6月27日基準第5号)

1　この基準は、令和6年7月1日から施行する。

2　この基準による改正後の第2条第4号の規定の適用については、この基準の施行

前における専任の講師の経歴及び大学設置基準等の一部を改正する省令(令和4年

文部科学省令第34号)附則第4条第1項の規定によりなお従前の例によることとさ

れる場合における専任の講師の経歴は、基幹教員としての講師の経歴とみなす。
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○熊本大学大学院人文社会科学研究部教員選考内規

(平成29年3月22日内規第17号)

(趣旨)

第1条　熊本大学大学院人文社会科学研究部(以下「人文社会科学研究部」とい

う。)の教授、准教授、講師及び助教(以下「教授等」という。)の採用及び昇任

の選考(以下「選考」という。)については、国立大学法人熊本大学教育職員選考

規則(平成16年4月1日制定)に基づくほか、この内規によるものとする。

(教授等の選考)

第2条　教授等の選考は、原則として公募によるものとする。公募によることが困

難な場合は、教授会の議を経て、他の方法により選考することができる。

(委員会)

第3条　教授会は、教授等の選考の必要がある場合には、速やかに選考委員会を設

ける。

2　教授会は、選考委員会の設置に係わる審議を運営会議に委ねることができる。

3　運営会議は、前項の審議結果を教授会に報告するものとする。

(構成)

第4条　選考委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

(1) 人文社会科学研究部長(以下「研究部長」という。)

(2) 人文社会科学研究部研究部長補佐

(3) 人文社会科学研究部から選出された教授　4人以上

2　退職予定の教授は、後任教授の選考の選考委員会に加わらないものとする。

(委員長)

第5条　選考委員会に、委員長を置き、研究部長をもって充てる。

2　委員長は、選考委員会を招集し、その議長となる。

(候補者の選考)

第6条　選考委員会は、候補者について業績、学歴、職歴その他必要な調査を行

い、教員候補者を選定し、研究部会議に報告する。

2　選考委員会は、前項の報告に当たって順位を付けることができる。

3　選考委員会は、選考委員会に委員以外の者を出席させ、意見を聴くことができ

る。

(教員の選考に関する投票)

第7条　教員の選考に関する投票は、当該研究部会議で行う。

2　教員の選考の審議結果は、教授会又は運営会議に報告するものとする。

附　則

1　この内規は、平成29年4月1日から施行する。

2　附則第1項の規定にかかわらず、この内規の施行の際現に廃止前の次に掲げる細

則又は内規により設置された選考委員会に係る教員の選考で、この内規施行の際

現に選考中のものは、なお従前の例による。

(1) 熊本大学文学部教員選考細則(平成16年4月1日制定)

(2) 熊本大学法学部教育職員選考内規(平成16年11月17日制定)

(3) 熊本大学大学院法曹養成研究科教育職員選考内規(平成16年6月9日制定)

(4) 大学院社会文化科学研究科所属教員の人事に関する内規(平成20年9月24日

制定)
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○熊本大学教授会規則

(平成16年4月1日規則第164号)
改正 平成20年3月27日規則第87号 平成21年3月26日規則第59号

平成21年12月24日規則第246号 平成23年11月24日規則第157号

平成25年3月29日規則第108号 平成26年4月30日規則第52号

平成27年1月22日規則第3号 平成28年3月31日規則第234号

平成28年5月31日規則第380号 平成29年3月31日規則第170号

平成30年3月22日規則第69号 平成31年3月28日規則第46号

令和3年2月24日規則第13号 令和5年2月22日規則第14号

令和6年1月25日規則第9号

(趣旨)

第1条　この規則は、国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成16年4月1日制定。以

下「規則」という。)第50条第4項の規定に基づき、教授会に関し必要な事項を定

める。

(教授会)

第2条　各学部、情報融合学環、大学院教育学研究科、大学院各研究部、大学院各

教育部及び病院(以下「学部等」という。)に、教授会を置く。

2　教授会は、学長が次に掲げる事項(大学院各研究部及び病院の教授会にあっては

第3号に限る。)について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了

(2) 学位の授与

(3) 前2号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見

を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの

3　教授会は、前項に規定するもののほか、学部等の長がつかさどる教育研究に関

する事項について審議し、並びに学長及び学部等の長の求めに応じ、意見を述べ

ることができる。

第3条　各研究所、熊本創生推進機構、半導体・デジタル研究教育機構、学内共同

教育研究施設で次に掲げるもの及びヒトレトロウイルス学共同研究センターに、

教授会として運営委員会(半導体・デジタル研究教育機構及びヒトレトロウイル

ス学共同研究センターにあっては、運営会議。以下同じ。)を置く。

くまもと水循環・減災研究教育センター
先進マグネシウム国際研究センター
生命資源研究・支援センター

2　前項の運営委員会は、教育又は研究に関する重要な事項で、当該運営委員会の

意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるものについて決定を行うに当た

り意見を述べるものとする。

第4条　大学院先導機構、大学教育統括管理運営機構、学内共同教育研究施設で前

条第1項に掲げる組織以外の組織及び保健センターにあっては、熊本大学に、教

授会として学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会を置く。

2　前項の委員会は、同項に規定する組織の教育又は研究に関する重要な事項で、

当該委員会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるものについて決定

を行うに当たり意見を述べるものとする。

第5条　前条第1項の組織の専任の教授は、学部等のいずれかの教授会に所属するも

のとする。

第6条　教授会(第3条第1項の運営委員会及び第4条第1項の委員会を含む。以下同

じ。)を置く組織の長(学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会にあって

は、学長。以下同じ。)は、教員の採用及び昇任のための選考について教授会が
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審議する場合において、本学の教員人事の方針を踏まえ、その選考に関し、意見

を述べることができる。

第7条　教授会に、議長を置き、当該教授会を置く組織の長をもって充てる。

2　議長は、教授会を主宰する。

第8条　教授会は、その定めるところにより、教授会に属する職員のうちの一部の

者をもって構成される代議員会、専門委員会等(以下「代議員会等」という。)を

置くことができる。

2　教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、教授会の議

決とすることができる。

第9条　教授会は、構成員の3分の2以上が出席しなければ議事を開き、議決するこ

とができない。

2　教授会の議事は、出席した構成員の半数以上であって、教授会が別に定める割

合以上の多数をもって決する。

(雑則)

第10条　この規則に定めるもののほか、教授会及び代議員会等の組織運営等に関し

必要な事項は、当該組織の長が別に定める。

附　則

この規則は、平成16年4月1日から施行する。

附　則(平成20年3月27日規則第87号)

1　この規則は、平成20年4月1日から施行する。

2　大学院文学研究科及び大学院法学研究科の研究科委員会については、改正後の

第10条の規定にかかわらず、平成20年3月31日に当該研究科に在学する者が当該

研究科に在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附　則(平成21年3月26日規則第59号)

この規則は、平成21年4月1日から施行する。

附　則(平成21年12月24日規則第246号)

この規則は、平成22年1月1日から施行する。

附　則(平成23年11月24日規則第157号)

この規則は、平成23年12月1日から施行する。

附　則(平成25年3月29日規則第108号)

この規則は、平成25年4月1日から施行する。

附　則(平成26年4月30日規則第52号)

この規則は、平成26年5月1日から施行する。

附　則(平成27年1月22日規則第3号)

この規則は、平成27年4月1日から施行する。

附　則(平成28年3月31日規則第234号)

この規則は、平成28年4月1日から施行する。

附　則(平成28年5月31日規則第380号)
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この規則は、平成28年6月1日から施行する。

附　則(平成29年3月31日規則第170号)

この規則は、平成29年4月1日から施行する。

附　則(平成30年3月22日規則第69号)

1　この規則は、平成30年4月1日から施行する。

2　大学院自然科学研究科の教授会については、第2条第1項の規定にかかわらず、

平成30年3月31日に当該研究科に在学する者が当該研究科に在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。

附　則(平成31年3月28日規則第46号)

この規則は、平成31年4月1日から施行する。

附　則(令和3年2月24日規則第13号)

この規則は、令和3年4月1日から施行する。

附　則(令和5年2月22日規則第14号)

この規則は、令和5年4月1日から施行する。

附　則(令和6年1月25日規則第9号)

この規則は、令和6年4月1日から施行する。
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○熊本大学文学部教授会規則 

(平成 16 年 4 月 1 日規則第 166 号) 

改正 平成 19 年 1 月 17 日規則第 2 号 平成 19 年 3 月 20 日規則第 44 号 

平成 20 年 12 月 17 日規則第 272 号 平成 22 年 9 月 15 日規則第 264 号 

平成 23 年 9 月 21 日規則第 133 号 平成 27 年 2 月 18 日規則第 219 号 

平成 27 年 10 月 21 日規則第 279 号 平成 28 年 4 月 1 日規則第 272 号 

平成 28 年 5 月 18 日規則第 330 号 平成 29 年 3 月 21 日規則第 90 号 

平成 30 年 2 月 21 日規則第 96 号 平成 30 年 6 月 20 日規則第 266 号 

平成 31 年 3 月 20 日規則第 95 号 令和 2 年 3月 25 日規則第 203 号 

令和 6 年 2 月 29 日規則第 26 号 
 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、熊本大学教授会規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 10 条の規定に基づき、

熊本大学文学部教授会(以下「教授会」という。)に関し必要な事項を定める。 

(構成) 

第 2 条 教授会は、次に掲げる者をもって構成する。 

(1) 大学院人文社会科学研究部の専任の教授、准教授、講師及び助教で文学部の教育を担当

するもの(兼担を除く。) 

(2) 大学教育統括管理運営機構、永青文庫研究センター及び埋蔵文化財調査センターの専任

の教授、准教授、講師又は助教のうち、別に定めるところにより教授会が必要と認めた者 

(審議事項) 

第 3 条 教授会は、学長が熊本大学教授会規則第 2条第 2項に定める事項について決定を行う

に当たり意見を述べるものとする。 

2 教授会は、前項に規定するもののほか、学部長がつかさどる教育研究に関する次の事項につ

いて審議し、並びに学長及び学部長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

(1) 学生の除籍及び懲戒に関する事項 

(2) その他学部の教育研究に関する重要事項 

(会議) 

第 4 条 教授会は、定例教授会又は臨時教授会とする。 

2 学部長が職務を遂行できないときは、あらかじめ学部長が指名する者がその職務を代行する。 

3 公務による海外渡航中の者、その他やむを得ない事由があると教授会が認めた者については、

構成員の数に算入しないものとする。 

(議事) 

第 5 条 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

(事務) 

第 6 条 教授会の事務は、教育研究支援部人社・教育系事務課において処理する。 

(雑則) 
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第 7 条 この規則に定めるもののほか、教授会の運営に関し必要な事項は、学部長が別に定め

る。 

附 則 

この規則は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 19 年 1 月 17 日規則第 2 号) 

この規則は、平成 19 年 1 月 17 日から施行する。 

附 則(平成 19 年 3 月 20 日規則第 44 号) 

この規則は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 12 月 17 日規則第 272 号) 

この規則は、平成 21 年 1 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 9 月 15 日規則第 264 号) 

この規則は、平成 22 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 9 月 21 日規則第 133 号) 

この規則は、平成 23 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年 2 月 18 日規則第 219 号) 

この規則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。ただし、この規則による改正後の第 2条第 3

号の規定は、平成 27 年 3 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年 10 月 21 日規則第 279 号) 

この規則は、平成 27 年 10 月 21 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 4 月 1 日規則第 272 号) 

この規則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 5 月 18 日規則第 330 号) 

この規則は、平成 28 年 6 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 3 月 21 日規則第 90 号) 

この規則は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 2 月 21 日規則第 96 号) 

この規則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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附 則(平成 30 年 6 月 20 日規則第 266 号) 

この規則は、平成 30 年 6 月 20 日から施行し、改正後の第 2条第 1号の規定は、平成 30 年 4

月 1 日から適用する。 

附 則(平成 31 年 3 月 20 日規則第 95 号) 

この規則は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和 2年 3月 25 日規則第 203 号) 

この規則は、令和 2年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 2月 29 日規則第 26 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 
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1

学部運営会議

（ 学士課程教育検討委員会）

（ 図書室運営委員会）

2

2 学部企画会議 2

3 組織戦略委員会 2

4 男女共同参画推進委員会 2

5 自己評価委員会（ 学部・ 大学院教育部教育） 2

6 広報・ 情報化推進委員会 2

7 入試委員会（ 学部） 1

8 教務委員会 1

9 教養教育部会長・ 副部会長

10 学部コ ース主任

11 教職課程委員会 2

12 学芸員課程委員会 1

13 日本語教育課程に係る文学部担当者 1

14 社会調査士連絡責任者 1

15 学生支援委員会 2

16 国際交流委員会 1

17 フ ァ カ ルティ ディ ベロッ プメ ント 委員会 2

18 大学院紀要編集委員会 1

19 文学会理事 1

20 漱石・ 八雲教育研究センタ ー兼務教員 2

21 国際マンガ学教育研究センタ ー兼務教員 2

22 心理実習施設連絡委員 1

文学部各種委員会

委員会等名
任
期
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○国立大学法人熊本大学自己点検・評価に関する規則 

(令和 3年 3月 24 日規則第 80 号) 

改正 令和 4 年 3月 14 日規則第 28 号 令和 5 年 3月 20 日規則第 72 号 

令和 6 年 3月 27 日規則第 144 号 令和 7 年 3月 27 日規則第 120 号
 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 10 条第 4

項の規定に基づき、国立大学法人熊本大学(以下「本学」という。)が教育研究水準の向上を

図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育及び研究並びに組織及

び運営の状況について自ら行う点検及び評価(以下「自己点検・評価」という。)に関し必要

な事項を定める。 

(自己点検・評価の領域) 

第 2 条 自己点検・評価の対象とする領域(以下「自己点検・評価領域」という。)は、別表の

左欄に掲げるとおりとする。 

(統括責任者) 

第 3 条 本学に、自己点検・評価統括責任者(以下「統括責任者」という。)を置き、学長をも

って充てる。 

2 統括責任者は、自己点検・評価に係る業務を統括する。 

(推進責任者) 

第 4 条 本学に、自己点検・評価推進責任者(以下「推進責任者」という。)を置き、別表の左

欄に掲げる自己点検・評価領域に応じ、別表の中欄に掲げる者をもって充てる。 

2 推進責任者は、自己点検・評価に関する業務を掌理する。 

(推進責任者による自己点検・評価等) 

第 5 条 推進責任者は、別表の右欄に掲げる会議又は委員会(以下「所掌会議等」という。)の

議を経て、評価項目を定めるものとする。 

2 推進責任者は、事業年度ごとに、前項の評価項目について、自己点検・評価を実施する。 

3 推進責任者は、前項の自己点検・評価を実施するに当たって、必要に応じて、学生、卒業生

若しくは修了生又は卒業生若しくは修了生の主な雇用者その他の関係者から意見を聴取する

ものとする。 

4 推進責任者は、第 2項の自己点検・評価の結果を国立大学法人熊本大学大学評価会議(以下

「大学評価会議」という。)に報告するものとする。 

5 推進責任者は、前項の自己点検・評価の結果に改善が必要な事項があると認めたときは、所

掌会議等の議を経て、改善計画を定め、大学評価会議に報告するとともに、改善を実施する

ものとする。 

6 推進責任者は、前項の改善の実施状況を、事業年度ごとに、大学評価会議に報告するものと

する。 

(大学評価会議による自己点検・評価等) 
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第 6条 大学評価会議は、前条第 4項の自己点検・評価の結果、同条第 5項の改善計画及び同

条第 6項の改善の実施状況(以下「推進責任者による自己点検・評価の結果等」という。)に

基づき、原則として 6事業年度ごとに、前条第 1項の評価項目について、自己点検・評価を

実施する。 

2 大学評価会議は、前項の自己点検・評価の結果を統括責任者に報告するものとする。 

(統括責任者による改善指示) 

第 7 条 統括責任者は、前条第 2項の自己点検・評価の結果に改善が必要な事項があると認め

たときは、推進責任者に改善計画の策定を指示するものとする。 

2 推進責任者は、前項の指示を受けた場合は、所掌会議等の議を経て、改善計画を定め、統括

責任者に報告するものとする。 

3 統括責任者は、前項の改善計画に基づき、推進責任者に改善を指示するものとする。 

4 推進責任者は、前項の指示に基づき、改善を実施するものとする。 

(外部評価の実施) 

第 8 条 統括責任者は、自己点検・評価の結果について、必要に応じて、本学の職員以外の者

による評価を受けるものとする。 

(公表) 

第 9 条 大学評価会議は、自己点検・評価の結果を、本学のホームページ等で公表するものと

する。 

(事務) 

第 10 条 自己点検・評価に関する事務は、経営企画本部において処理する。 

(雑則) 

第 11 条 この規則に定めるもののほか、自己点検・評価に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 3月 14 日規則第 28 号) 

この規則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 20 日規則第 72 号) 

この規則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 144 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 7年 3月 27 日規則第 120 号) 

この規則は、令和 7年 4月 1日から施行する。 

別表(第 2条、第 4条、第 5条関係) 
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評価領域 推進責任者 所掌会議等 

教育 教育・学生支援担当の理事 
国立大学法人熊本大学教育会議カリキュラム評価委

員会 

施設管理 総務・財務・施設担当の理事 国立大学法人熊本大学施設・環境委員会 

設備(ICT) 
情報ガバナンスを所掌する副

学長 
国立大学法人熊本大学 ICT 戦略会議 

設備(図

書) 
附属図書館長 熊本大学附属図書館運営委員会 

学生支援 教育・学生支援担当の理事 熊本大学学生委員会 

入学者受

入 
入試・高大連携担当の副学長 熊本大学入学試験委員会 

研究 
研究・グローバル戦略担当の

理事 
国立大学法人熊本大学研究推進会議 

社会貢献 研究開発戦略本部長 熊本大学研究開発戦略本部運営委員会 

国際 グローバル推進機構長 熊本大学グローバル推進機構会議 
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○国立大学法人熊本大学大学評価会議規則 

(平成 19 年 3 月 22 日規則第 52 号) 

改正 平成 20 年 3 月 27 日規則第 80 号 平成 21 年 3 月 26 日規則第 61 号 

平成 21 年 12 月 24 日規則第 252 号 平成 22 年 9 月 30 日規則第 134 号

平成 23 年 3 月 24 日規則第 27 号 平成 25 年 4 月 1 日規則第 63 号 

平成 28 年 3 月 31 日規則第 155 号 平成 29 年 3 月 31 日規則第 113 号

平成 30 年 3 月 22 日規則第 104 号 平成 31 年 3 月 29 日規則第 40 号 

令和 3 年 3月 31 日規則第 105 号 令和 3 年 12 月 28 日規則第 230 号

令和 6 年 3月 27 日規則第 56 号 
 

(設置) 

第 1 条 国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「規則」という。)

第 29 条第 1項の規定に基づき、国立大学法人熊本大学に、国立大学法人熊本大学大学評価会

議(以下「大学評価会議」という。)を置く。 

(組織) 

第 2 条 大学評価会議は、次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 大学改革・評価担当の理事 

(2) 学長が指名する理事 2 人 

(3) 国立大学法人熊本大学自己点検・評価に関する規則(令和 3年 3 月 24 日制定)第 4条に

規定する自己点検・評価推進責任者 

(4) 文学部、法学部、大学院人文社会科学研究部及び大学院社会文化科学教育部の副部局長

のうちから選出された者 3 人 

(5) 教育学部及び大学院教育学研究科の副部局長のうちから選出された者 1 人 

(6) 理学部、工学部、情報融合学環、大学院先端科学研究部及び大学院自然科学教育部の副

部局長のうちから選出された者 3 人 

(7) 医学部、薬学部、大学院生命科学研究部、大学院医学教育部、大学院保健学教育部及び

大学院薬学教育部の副部局長のうちから選出された者 4 人 

(8) 病院の副部局長 

(9) 経営企画本部長 

(10) その他学長が必要と認めた者 

2 前項第 10 号の委員は、学長が委嘱する。 

3 第 1 項第 10 号の委員の任期は学長が委嘱の都度定めるものとし、再任を妨げない。 

(任務) 

第 3 条 大学評価会議は、次に掲げる事項を行う。 

(1) 自己点検・評価の基本方針及び具体的施策の策定に関すること。 

(2) 自己点検・評価の実施及び結果の公表に関すること。 

(3) 自己点検・評価の結果に基づく改善に関すること。 
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(4) 第三者評価への対応に関すること。 

(5) その他大学評価に関し議長が必要と認めた事項 

(議長) 

第 4 条 大学評価会議に、議長を置き、大学改革・評価担当の理事をもって充てる。 

2 議長は、大学評価会議を主宰する。 

3 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

(議事) 

第 5 条 大学評価会議は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決することができ

ない。 

2 大学評価会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

(意見の聴取) 

第 6 条 議長は、必要があるときは、委員以外の者を大学評価会議に出席させ、意見を聴くこ

とができる。 

(委員会等) 

第 7 条 大学評価会議に、委員会及びワーキンググループを置くことができる。 

2 委員会及びワーキンググループに関し必要な事項は、別に定める。 

(事務) 

第 8 条 大学評価会議の事務は、経営企画本部において処理する。 

(雑則) 

第 9 条 この規則に定めるもののほか、大学評価会議の運営に関し必要な事項は、議長が別に

定める。 

附 則 

1 この規則は、平成 19年 4 月 1 日から施行する。 

2 国立大学法人熊本大学大学評価会議規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)及び国立大学法人熊本大

学大学評価本部規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)は、廃止する。 

附 則(平成 20 年 3 月 27 日規則第 80 号) 

この規則は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 3 月 26 日規則第 61 号) 

この規則は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 12 月 24 日規則第 252 号) 

この規則は、平成 22 年 1 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 9 月 30 日規則第 134 号) 
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この規則は、平成 22 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 3 月 24 日規則第 27 号) 

この規則は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 25 年 4 月 1 日規則第 63 号) 

この規則は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3 月 31 日規則第 155 号) 

この規則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 3 月 31 日規則第 113 号) 

この規則は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 3 月 22 日規則第 104 号) 

この規則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 31 年 3 月 29 日規則第 40 号) 

この規則は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和 3年 3月 31 日規則第 105 号) 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 3年 12 月 28 日規則第 230 号) 

この規則は、令和 4年 1月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 56 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 
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科目ナ ン バ ー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ー ド 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 文学部 月曜 限LLX1-000-99-0 2025 (06100) 2 2 5

科目名 講義題目 担当教員( )

キ ャ リ ア 支援 こ れか ら の 社会に お け る キ ャ リ ア 形成の 在り 方に つ い て 濱本 伸司( )  , BAUER Tobias

学修成果と そ の 割合

豊か な教養 ････ 確か な 専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ 汎用的な 知力 ････1.  20% 2.  10% 3.  20% 4.  30% 7.  20%

授業の 形態 講義

授業の 方法 対面授業に よ る 講義形式

授業の 目的
学生が 多様な キ ャ リ ア 形成の 在り 方を 学ぶ 中で 、 こ れか ら 自分自身が 生き て い く 社会や求め ら れる 能力な ど を 知り 、
自分自身の キ ャ リ ア に つ い て 考え を 深め 、 自身の キ ャ リ ア に つ い て 自分自身で 設計で き る よ う に な る こ と を 目指し て
い る 。

学修目標

【 水準】A
・ 授業内容を ほ ぼ ％理解し て い る100
・ 多様な キ ャ リ ア 形成を 比較し 検討する 中で 、 自分自身の 今後の キ ャ リ ア に つ い て 論理立て て 他人へ 説明で き る よ う
に な る
・ 自分自身の 今後の キ ャ リ ア を 論理立て て 設計し 、 行動計画に 落と す こ と が で き る
【 水準】C
・ 授業内容を 概ね理解し て い る

授業の 概要
多様な現場で 働い て い る 社会人ゲ ス ト を お 招き し 、 話を お 聞き す る 中で キ ャ リ ア 形成の 在り 方や、 こ れか ら 自分自身
が 生き て い く 社会や 求め ら れる 能力など を 考え る 。 ま た 、 自身の キ ャ リ ア に つ い て 自分自身で 設計し て みる 機会を 持
つ 。

各回の 授業内容

回 月日 授業テ ー マ 内容概略

1 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 仕事と は ？は た ら く と は？私た ち の/
未来は？

こ れか ら の 社会情勢や 仕事の あ り 方を 考え な が ら 、 自分に
と っ て の 「 は た ら く 」 と はど う い う こ と な の か を 考え る 。

私の こ れか ら を 考え る 　 〜濱本の 人生を 参考に 〜2
フ ミ ダ ス 濱本が 歩ん で き た 人生を 参考に 、 自分の 人生を ど
の よ う に 歩みた い の か 、 過去や 現在を 見つ め なが ら 、 こ れ
か ら の 私を 考え る 。

こ れか ら の 就活と 私を 考え る3
就職活動の や り 方や ス ケ ジ ュ ー ル 、 企業の 在り 方も 大き く
変化する 中で 、 こ れか ら 自分自身は ど の よ う な軸で 就活を
し て い く の か を 考え る 。

ベ ン チ ャ ー 企業と 私を 考え る4 ベ ン チ ャ ー 企業の 方を お 招き し 、 話を お 聞き し な が ら 自分
に と っ て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

と 私を 考え る5 NPO 法人の 方を お 招き し 、 話を お 聞き し な が ら 自分に と っNPO
て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

外資系企業と 私を 考え る6 外資系企業の 方を お 招き し 、 話を お 聞き し な が ら 自分に と
っ て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

起業と 私を 考え る7 起業さ れた 方を お 招き し 、 話を お 聞き し な が ら 自分に と っ
て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

半導体と 私を 考え る8 半導体企業の 方を お 招き し 、 話を お 聞き し な が ら 自分に と
っ て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

①地域企業と 大学生の ホ ン ネ カ フ ェ9
熊本の 地域企業の 方々を お 招き し 、 合同説明会や 面接で は
な い 場だ か ら こ そ 聞け る お 互い の ホ ン ネ を 聴き 、 自分に と
っ て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

②地域企業と 大学生の ホ ン ネ カ フ ェ10
熊本の 地域企業の 方々を お 招き し 、 合同説明会や 面接で は
な い 場だ か ら こ そ 聞け る お 互い の ホ ン ネ を 聴き 、 自分に と
っ て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

③地域企業と 大学生の ホ ン ネ カ フ ェ11
熊本の 地域企業の 方々を お 招き し 、 合同説明会や 面接で は
な い 場だ か ら こ そ 聞け る お 互い の ホ ン ネ を 聴き 、 自分に と
っ て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

④地域企業と 大学生の ホ ン ネ カ フ ェ12
熊本の 地域企業の 方々を お 招き し 、 合同説明会や 面接で は
な い 場だ か ら こ そ 聞け る お 互い の ホ ン ネ を 聴き 、 自分に と
っ て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

⑤地域企業と 大学生の ホ ン ネ カ フ ェ13
熊本の 地域企業の 方々を お 招き し 、 合同説明会や 面接で は
な い 場だ か ら こ そ 聞け る お 互い の ホ ン ネ を 聴き 、 自分に と
っ て の 「 は た ら く 」 を 考え る 。

①自分の キ ャ リ ア を 設計す る と い う こ と こ れか ら 歩む 自分自身の キ ャ リ ア に つ い て 考え る14

②自分の キ ャ リ ア を 設計す る と い う こ と こ れか ら 歩む 自分自身の キ ャ リ ア に つ い て 考え る15

授業外学修時間の 目安
講義科目（ 単位）2
｛ 授業時間 時間（ 分） ＋授業外学修（ 予習・ 復習など ） 時間｝ 週＝ 時間2 90  4 ×15 90

テ キ ス ト 使用し な い

参考文献 特に ない

履修条件 特に ない

評価方法・ 基準 毎回の 授業後提出の レ ポ ー ト ％、 キ ャ リ ア 設計シ ー ト 提出 ％90 10

使用言語 「 日本語」 に よ る 授業

教科書・ 資料の 言語 「 日本語」 の テ キ ス ト

実務経験を
活か し た 授業

該当 認定キ ャ リ ア 教育コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 資格を 持ち 、 熊本県立大学や北九州市立大学な ど で の 実践教育プ ロ グ ラ ム (
の 開発や コ ー デ ィ ネ ー ト 、 熊本県や 熊本市な ど と の イ ノ ベ ー タ ー 育成な ど を 実施し て い る 経験を 活か し 、 こ れか ら 社
会で 求め ら れる 能力や キ ャ リ ア 形成の 在り 方に つ い て 考え る 機会を 提供す る 。 )
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https://uc-student.jp/kumamoto-u/       （2018 年 1 月～） 

いつでもどこでも求人の閲覧やエントリー、就職情報をチェックできる！ 

熊本大学学生支援部就職支援課 TEL: 342-2117 E-mail: gas-syuki@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

お問合せ 詳しい使い方は 

裏面を CHECK! 

さあ、今すぐ
アクセス！！ 
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求人票・企業を探す 

エントリー可能な企業 

アクセスの多い求人 

マイページ 

 
 
トップ画面を下にスクロールすると、
各種検索ボタン、大学からのお知らせ
や求人に関する情報が表示されます。 

各カテゴリー 

熊本大学・キャリア支援課からのお
知らせ 

 
就職や進学など、進路が決定したら              

 

      で報告を！ 
熊大ポータルにある「進路決定報告システム」から報告をお
願いします。 

※学内 LAN 内のパソコン（図書館、キャリア支援課、各
研究室）を使用の上、熊大 ID でログインした場合のみ、
入力可能です。 

就職（企業就職、教職、公務員）のみならず、進学など卒業

後の進路を全員が必ず登録することになっています。

最終的な進路が決定したら速やかに登録して下さい。 

進路決定報告システム 

 
 
大学からの就職支援に関する最新情報
等が表示されます。 

学校からのお知らせ 

 
 
学内で開催される就活関連イベントの
詳細を確認し、予約をすることができ

ます。 

ガイダンス 

 
 
キャリア支援課の就職相談員が、進路

に関する相談やエントリーシートの添
削、面接練習等をしてくれます。１コ
マ５０分枠で、２週間先までの予約が
可能です。 
（相談員２名、午後４コマで実施） 

キャリア相談予約 

【各種問合せや相談は・・】 

学生支援部就職支援課 

黒髪北地区 全学教育棟 C 棟１階 

電話 096-342-2117・2120 

 

 

 

 

 

 

 

スマートフォンでＯＲコードを読み込む または 次の手順で、KUMA★NAVI ホームページへアクセス 

熊本大学 ID、パスワードを入れてログイン 

KUMA★NAVI を活用しよう！ 

重要 

KUMA★NAVI 

QR コード→ 
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